
松山市文化財調査報告書87

‐
   サ

.,|●

,        ,■

,1    '

-5次 調 査 ―

,

2002′

松 山 市 教 育 委 員 会

財団法人松山市生涯学習振興財団 ″

埋蔵文化財センター



タル シ タン

樽味四反地遺跡

-5次 調 査 ―

2002

松 山 市 教 育 委 員 会

財団法人松山市生涯学習振興財団

埋 蔵 文 化財 センター

ｔ下浄
コ
す
．，



松山平野の中央部を西流する石手川の南岸に位置する樽味 。桑原地区では、松山東部

環状線の建設以来急激に宅地開発が進み、数多くの貴重な遺跡が発見されています。こ

れまでの埋蔵文化財発掘調査によって、弥生時代から古代における集落様相が次第に明

らかになってきました。

今回報告します樽味四反地遺跡5次調査では、芳生時代と古墳時代の竪穴式住居跡、

古代から中世の集落関連遺構、二万三千年前の火山灰の堆積層を確認しました。

また、古代の自然流路からは硯、線刻のある紡錘車等が出土し、数多くの遺構や遺物

を記録に留めることができ、後世に伝える新たな資料を作成することができました。

こうした成果をあげることができましたのも、市民の皆様の埋蔵文化財に対する深い

ご理解とご協力の賜であり、厚く感謝申し上げます。

本書が、埋蔵文化財の調査研究の一助となり、ひいては文化財保護、生涯孜育の向上

に寄与できることを願っております。

平成 14年 3月 29日

財団法人 松山市生涯学習振興財団
理事長 中 村 時 広
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例  言

1.本書は、松山市埋蔵文化財センターが平成9年4月 ～平成9年7月 に、松山市樽味 4丁
目213番地外で実施した埋蔵文化財発掘調査の報告書である。

2.遺構は、呼称を略号で記述した。竪穴式住居址 iSB、 溝 :SD、 土坑 :SK、 柱穴 :

SP、 自然流路 iSR、 性格不明遺構 iSX、 掘立柱建物址 :掘立である。

3.遺物の実測・製図、遺構の作図・製図は、高尾和長の指示のもと田崎真理、中村紫、
宮内真弓、金子育代、高尾久子が行った。

4.写真図版は高尾と大西朋子が協議し、作成は大西朋子が行った。

5。 遺構図と遺物図の縮尺は、縮分値をスケール下に作成した。

6。 本書に使用した方位はすべて真北である。

7.本書にかかわる遺物や記録物は、松山市埋蔵文化財センターで保管している。

8。 自然化学分析は古環境研究所に分析を依頼 し、動物遺存体は奈良文化財研究所

松井章氏にご教示を賜った。記して感謝申し上げます。

9。 本書の執筆と編集は高尾和長が行った。作成に際しては梅木謙―・宮内慎―の協力

を得た。浄書は中村紫が行った。

10.製版 カラー写真、写真図版-175線
印刷 オフセット印刷
用紙 マットコー ト
製本 アジロ綴り

~ 
田  ―
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1.調査に至る経過

(1)調査に至る経緯
本調査は、松山市指定埋蔵文化財包蔵地『No81樽味遺物包含地』内における宅地開発事業に伴う

事前調査である。1996(平成8)年 4月■日、株式会社松平不動産、松平定理氏より、松山市樽味4丁

目213～ 214番地内における宅地開発にあたって、当該地の埋蔵文化財の確認願いが松山市教育委員

会文化教育課 (以下、文化教育課)に提出された。

調査地は石手川中流域南岸の洪積扇状地上の標高39～40mに位置する。調査地周辺では、樽味四

反地遺跡1～ 4次調査、樽味立添遺跡、樽味高木遺跡などの調査が実施され、弥生時代
～古代にかけ

ての竪京式住居址・土坑・溝などの集落遺構が検出され、当該地を含めた包含地内における集落の

存在と規模が明確になり始めている地域である。

1996(平成8)年 6月 4日 に文化教育課は遺跡の範囲や性格の確認のため試掘調査を行った。調査の

結果、竪穴式住居址、土坑・溝・柱京の検出と弥生土器・須恵器
。土師器の遺物が出上した。この

結果を受け、 (財)松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センターは、当包含地内における弥生時代

～古墳時代の集落の解明を主目的として、1997(平成9)年 4月 1日 ～同年7月 31日 に本格調査を実施

した。

調査面積は2,146ド である。

(2)刊 行 組 織 (平成 14年3月 29日 現在 )
調 査 地  松山市樽味 4丁目213番地外
対象面積  2,146∬

調査期間  平成9年4月 1日 ～平成9年7月 31日

松山市教育委員会  教 育 長

事 務 局  局   長

次   長

企 画 官

文 化 財 課  課   長

(財)松山市生涯学習振興財団  理 事 長

事 務 局 長

事務局次長

事務局次長

埋蔵文化財センター  所   長

専 門 監

調 査 係 長
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2.調査の経緯
1997(平成9)年4月 1日 より調査区南西コーナー部より、地表下40～ 70cmま で重機にて表土の剥ぎ

取りを開始する。4月 16日 Ⅵ層上面で遺構検出を行い、竪穴式住居址・掘立柱建物址・土坑 。溝・柱穴・

自然流路を検出した。4月 17日 遺構の掘り下げと出土遺物の測量、取り上げを開始した。5月 6日 S

Rl第③層より円面硯の破片数点を検出した。5月 12日 S Rl第③層遺物出土状況の写真撮影を行う。

6月 30日 S B8か ら多数の炭化物を検出した。7月 1日 住居の出土遺物と遺構測量を行い遺物を取り上

げる。7月 16日 遺構完掘状況の写真撮影を行う。7月 19日 一般市民を対象に現地説明会を実施した。

7月 22日 AT火山灰の堆積状況確認を目的としたトレンチを調査区に2ヶ所設定し、掘削を開始。7月
28日 土層図の作成と写真撮影を行う。7月 31日 屋外調査の全日程を終了する。

3.層位 働 6剛
調査区は北東部から南西部にかけ、緩い斜面となっている。調査前は東西に長い2面の水田である。

調査地中央部には畦が設けられ、これより北側と南側の水田では約20cmの段差があった。

基本層位は、第 I層水田耕作土、第Ⅱ層灰褐色上、第Ⅲ層黄灰褐色土、第Ⅳ層暗灰褐色土、第V

層黒褐色上、第Ⅵ層黄色土及び橙色土、第Ⅶ層明黄色土 (AT火山灰 )、 第Ⅷ層黄橙色の砂層、第
Ⅸ黄橙色及び灰白色の礫層、第 X層灰白色の砂層、第�層砂礫層である。

第 1層 :現代の水田耕作土である。調査区全域で、厚さ10～ 20cmを測る。第 l①層が耕作土、第

I②層が水田床上、第 I③層は調査区北～東部の一部で見られる。

第 H層 :ほぼ調査区全域に見られる。厚さ7～20cmを 測る。

第Ⅲ層 :調査区南半部で厚さ6～ 18cmを測る。

第Ⅳ眉 :調査区北部～西部で厚さ5～ 15cmを 測る。須恵器、土師器を包含する。古代～中世にかけ

て堆積したものと思われる。

第 V層 :調査区北西～西部と東部で厚さ5～20cmを測る。弥生土器と須恵器を包含する。弥生時代

～古墳時代にかけての堆積と思われる。

第Ⅵ層 :無遺物層である。遺構検出はⅥ層上面で行った。

Ⅶ層以下は調査区東西2ヶ所に設けた トレンチ調査の結果によるものである。

第ⅥI層 :東西の トレンチで厚さ10～ 20cmを測る。AT火山灰の堆積層である。

第Vll層 :東西の トレンチで厚さ20～50cmを測る。

第 IX層 :東西の トレンチで厚さ40～ 80cmを測る。

第 X層 :東西の トレンチで検出した。灰白色の細かい砂と1～ 2cmの礫で構成されている。

第XI層 :西 トレンチの中央から北側の第Ⅵ層下で検出した。第�層は大小の砂礫層が10～ 20cmの厚

さで120～ 140cm堆積している。

なお、調査区は4m四方のグリットを設定し調査を行った。

- 2 -



ぎ‥端

一灘
／
建
好
垂
辰学
半
Ｌ
」
上
一

調査に至る経過

第 1図 調査地位置図 (1)

~~~ム
ド
~~~~

- 3 -



調査に至る経過

第 2図 調査地位置図 (2)
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遺 構 と 遺 物

4.遺構と遺物
本調査では弥生時代、古墳時代、古代、中世の竪京式住居址10棟、土坑29基、溝3条、自然流路1条、

性格不明遺構3基、柱穴462基を検出した。

(1)古代
1)自然流路 (SR)
S Rl(第 3・ 6図、図版1)

調査区南壁のFl～ G■区に位置する。規模は検出長41.2m、 検出幅5～ 6。 7m、 深さ61cmを測る。

南側の岸は調査区外である。溝底は東から西に傾斜し部分的に窪む所と細かい溝がある。埋土は3層

に分かれ、①層は暗灰褐色土、②層は暗褐色上、③層は暗褐色砂質土である。遺物は②層 。③層か

ら弥生土器、須恵器、土師器、鉄製品、獣骨が多量に出上した。その中には、須恵器の脚 体がある。

①層出土遺物 (第 7・ 8図 )

1は弥生土器の支脚、角部が残存している。2は土師器の高邦、脚部は端部手前で段をもち開く。

3～ 6は須恵器。3は邦蓋、水平な天丼部に屈曲して接地する国端部。4は邦身、外上方に伸びる受部

H39000m

H39000m

①暗灰褐色土

②暗褐色土

③暗褐色砂質土

2mO

(S=1:40)

第 6図 SRl土層測量図
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古  代

に内傾する立ち上がり。5は皿、わずかに外反する日縁部の端部は凹む。6は邦、水平な底部。7は土

師器の不、水平な底部にわずかに内湾する口縁部。8は茶釜、丸味をもつ底部。9・ 10は土釜。9は口

縁部外面に丸味をもつ断面三角形状の凸帯を貼り付ける。10は脚部。11～ 13は緑釉陶器の婉。14は

軟質土器の胴部片。15は紡錘車の完形品。

16～ 18は石製品である。16は鏃の完形品、材質はサヌカイトである。17は敲石で、材質は結晶片

岩である。18は砥石で、材質は石英粗面岩か ?。 19はガラス小玉の完形品である。

②層出土遺物 (第 9～ 15図 )

須恵器 (20～ 75)

20～36は邦蓋。20は口縁端部に刻目を施す。21は扁平な天丼部に宝珠状のつまみが付く。22～28 ・

は笠状の天丼部に内傾する短いかえりをもつ。29・ 30は扁平な天丼部に直立気味のかえりが付く。31

は口縁端部が屈曲して接地する。32～36はつまみ部。3233は水平な天丼部に扁平なつまみが付く。

34は中央部は凹むつまみ。35は中央部が凸形のつまみ。36は扁平なつまみ。

37～43は邦身。37は直立気味の立ち上がり。38～ 42は内傾する立ち上がり。43は内傾し直立気味

な立ち上がり。

44・ 45は邦。44は平坦な底部に直線的に立ち上がる口縁部。45は口縁部の小片。端部は尖り気味で

丸い。

46は婉形土器。体部に2本の沈線文を施す。

47は郭身。外傾する口縁部、底部は焼歪む。

48は脚付婉。「ハ」の字状に開く脚部の端部は凹む。

49～ 54は高台邦。49は短く「ハ」の字状に開く高台。50は直立気味に接地する高台。51は高台端

面に1条の凹線。5253は短い高台。54は「ハ」の字状に開く高台。

55は皿。わずかに丸味をもつ底部。

56は高盤。「ハ」の字状に開く脚部に1条の凹線が巡る。

57は高邦形土器の婉形の邦部。

58～ 65は甕形土器。58は外反する口縁部の端部は拡張される。外面に波状文と凸帯を施す。59は

外反する口縁部の外面に1条の凸帯を施す。60は外反する日縁部。61は口縁端部は上方に拡張する。

62は外反する口縁部の外面に凸帯と波状文を施す。63は外反する口縁部の端部がわずかに凹む。64

の口縁端部は「コ」の字状に丸い。65の口端部は丸味をもつ。

66～ 71は壷形土器。66は底部外端に水平な短い高台が付き、胴部は肩が張り、口縁部は外反する。

67は底部外端に高台が付く。68は外反する口縁部の端部は丸い。69は外傾する口縁部は尖り気味で、

外面に波状文と凸帯を施す。70は高台部。「ハ」の字状に開く。71は「ハ」の字状に開く高台部。

72は平瓶、頸部から胴部にかけての小片。73は提瓶。カギ状の把手をもつ。74・ 75は器台。74の脚

端部は「コ」の字状に丸い。75は小片。外面に2条の凸帯と波状文を施す。

土師器 (76～ 95)

76～80は郷。76は丸味をもつ底部。77は平坦な底部にわずかに外反する口縁部。78は平坦な底部。

79・ 80は回縁部の小片。81・ 82は皿。81は外傾する回縁部。82は短く外反する日縁部。83・ 84は邦。83

は底部端に高台が付く。84はわずかに丸味をもつ底部。85・ 86・ 88は高邦。8586は郭部。85は平坦な

- 9 -



遺 構 と 遺 物

底部より折曲して立ち上がる日縁部の端部は尖 り気味に丸い。86は段をもち立ち上がる国縁部。88

はラッパ状に開く脚部。87は壷。外反する国縁部の端部は】巴厚され、外方向に拡張される。891ま甑

の把手部。90は甕。外反する口縁部。91・ 92は土釜の口縁部。94'95は 土釜の脚部。93は皿。短く外

傾する口縁部。96は平瓦の小片。

陶器 (97～ 102)

97は小壺。奈良三彩 (8世紀 )。 緑釉98～ 102は 婉。98'99は 9世紀後半。100は 10世紀前半。10Ⅲ

102は円盤高台。

弥生土器 (103～■8)

103～107は甕形土器。103は国縁部小片。端部に1条の凹線文、頸部に刻目凸帯文を施す。104は口

縁部小片。端部に1条の凹線文を施す。105・ 106は口縁部を上方にわずかに拡張する。107は平底の小

さな底部。

108～■6は壺形土器。108は口縁端面に3条の凹線文。109は口縁端面に竹管文と刻目文を施す。

110は口縁部端面に3条の凹線文を施す。■Jよ口縁端面に凹線文、頸部に凸帯を施す。■21よ口縁端

部に刻目を施す。■3・ ■4は複合口縁壺の拡張部。■5は直口口縁壺。口縁外面に細い沈線文と斜線

による山形文を施す。■6は平底。

117118は鉢形土器。口縁部の小片。

石製品 (119～ 121)

119はスクレイパー、材質はサヌカイトである。120は砥石。121は石器素材と思われる。

③層出土遺物 (第 16～ 31図、図版2)

須恵器 (122～ 263)

122～ 151はイ蓋。122～ 124は口縁部と天丼部を分ける稜は明瞭で、口縁部は直立気味に接地する。

125・ 126の天丼部は丸味をもち、日縁部を分ける稜は不明瞭である。127は口縁部端部を面取りし、

刻目を施す。128は天丼部にわずかな平坦面をもち、日縁部は尖り気味に丸い。129は口縁部の小片。

130は天升部の小片。外面に短い沈線 (ヘ ラ記号か)を施す。131は丸味をもつ天丼部。132の口縁部

は内湾し、端部は丸い。133は蓋。丸い天丼部に中央が凹むつまみが付く。134・ 135は笠状の天丼部に、

134は乳頭状、135は中央部が突出するつまみが付く。136～ 1381よ短く内傾するかえりをもつ。139は

丸味のある天丼部に中央部が突出するつまみが付く。140は扁平な天丼部のつまみ部が欠損する。

141～143は直立気味の短いかえりをもつ。144は中央部が突出するつまみをもつ。145～147は口端部

が折れ曲がる。148は扁平で中央部が凹むつまみ。1491ま扁平で、中央部がわずかに突出する。150・

151は水平な天丼部に外反し、口縁部手前で内湾する。

152～ 1681ま邦身。152・ 153は直立気味に長い立ち上がりをもつ。154～ 156は短い受部に内傾する立

ち上がりをもつ。157～ 159は立ち上がりは内傾し、尖り気味である。160～ 163は短く水平気味に伸

びる受部に内傾する立ち上がりをもつ。164は短い受部に直立気味に伸びる立ち上がり。165は短く

水平に伸びる受部。166は焼歪む。167・ 168は短く内傾する立ち上がり。169～ 182邦。169～ 174は丸

味のある底部に尖り気味の口縁部。173の底部にヘラ記号。175～ 177は平坦な底部。175の口縁部は

外反気味である。176・ 177の回縁部は直線的に立ち上がる。

- 10 -
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遺 構 と 遺 物

183～ 195は高台邦。183～185は内湾気味に立ち上がる日縁部。189。 190は直線的に立ち上がる口縁部。

195の底部外面に工具痕が残る。

196～ 209は高邦。196は不部の外面に波状文を施す。197は脚部。端部は内傾し、尖り気味である。

198は邦部が歪んでいる脚部に凹線を施す。199は脚部に円形の透かしを施す。200は脚裾部に凸帯を

施す。201～205は外反する脚部の端部は折り曲げ接地する。206～209は柱部。206・ 207の外面に凹線

を施す。

210～212は皿。210,211は短く外傾する口縁部。212の口縁部は内湾気味である。

213～218は甕形土器。213は外反する国縁部。端部を上下に拡張する。214は外反する口縁部。215

は日縁端部を上下に肥厚する。216・ 217は外反する口縁部の端部は丸い。218は口縁外面に波状文を

施す。

219～ 244は壷形土器。219は外反する口縁部の端部は「コ」の字状で外面に波状文を施す。220は

直立気味にわずかに外反する口縁部の端部は尖り気味で口縁部外面に凹線と波状文、肩部に刺突列

点文を施す。221はわずかに外反する口縁部の端部は尖り気味で外面に波状文を施す。222の 口縁部

は直立気味に立ち上がり、端部手前で外反する。223は大きく外反する国縁部。224は短く外反する

口縁部。225は直立気味に開く長頸壼の口頸部。226は短く外反する口縁部。227は外反する口縁部。
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228～ 2301よ短く直立気味に伸びる日縁部。231は直立気味にわずかに外傾する国縁部の外面に1条の

凹線が巡る。232は外面に細い波状文を施す。233は肩部に凹線2条 と櫛歯状工具による刺突列点文を

施す。234は頸部に1条の凸帯が巡る。235は頸部下位に波状文を施す。236は肩の張る胴部。肩部に1

条の凹線と上位に櫛歯状工具による刺突列点文を施す。237は胴部片。238は肩の張る胴部。外面に

他の遺物が付着する。239～ 244は高台付の底部片。239の底部中央に二次的穿孔。244は長頸壺の底部。

245は脚付婉の完形品。直立する国縁部の端部は丸く中位に凹線文1条を施す。246は婉。わずかに

内傾する口縁部。中位に凹線を1条施す。247は高台婉。「ハ」の字状に開く高台。248は平瓶。直線

的に伸びる口縁部。249は盟の完形品。段をもち大きく開く口縁部。底部は扁平である。穿孔はカギ

床状である。250は壼の口縁部小片。外面に2条の凸帯と波状文を施す。251は提瓶。カギ状の把手。

252～256は器台。252・ 253の外面に凸帯と波状文を施す。254は長方形と思われる透かし。255は外面

に刺突文、波状文、凹線を施す。256は外面に山形の波状文を施す。257は郷の小片。底部に4本のへ

ラ記号。258～ 261は円面硯。258は直立する内堤をもつ端面は内傾し凹む。硯部と脚部は別々に作成

する。259は硯面部にナデによるわずかな内堤を作り出す。脚部は外反し、裾部がわずかに内湾し端

部が凹む。硯部と脚部は同時に作成する。260は脚部は外反し、裾部はわずかに内湾し端部は凹む。

瞥x荏艶119

0              5             10Cm

(S=1:2)

第15図 SRl ②層出土遺物実測図 (7)
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遺 構 と 遺 物

硯部と脚部は同時に作成する。261は脚部。外反し裾部が内湾 し端部は凹む。262は壷。口縁部は直

立し端面は内傾 し凹む。頸部下に4方向のカギ状の把手が付 く。263は甕の大型品。球形の胴部に底

部は突出する。口縁部は外傾し端部手前でわずかに内湾する。端部は丸い。

土師器 (264～ 318)

264は高台坑。短い高台 (底部側端)が付く。265は高台皿か ?。 先細りの高台が付く。266・ 267は

高台婉。266は丸味をもつ高台。267は外傾して伸びる国縁部の端部は尖り気味である。268は器種不明。

高台が付き、内側にラセン状の暗文。269～ 27Ⅲ 273は ITh。 272は婉。274～ 277は皿。274・ 275はわず

かに外反する口縁部。276は外傾する口縁部の端部は尖り気味に丸い。277は短く外反する口縁部の

端部は丸い。278は邦の小片。ラセン状の暗文がわずかに残る。279は器種不明。ラセン状の暗文が

残る。280は郷。底部に格子状の沈線あり。28Ⅲ 282は器種不明。外面に線刻あり。ヘラ記号か ?。

283～287は婉。283～ 286は内湾する口縁部をもつ。287は口縁端部が外反し端部は尖り気味である。

288～292は高邪。288・ 289は郷部。段をもち外上方に内湾しながら伸び、端部手前で外反する。端部

は丸い。290～292は柱部。291・ 292は裾部は屈曲する。

298～301は甕形土器。293は球形の胴部に外上方に短く伸びる口縁部が付き、端部は「コ」の字状

に丸い。294は肩の張らない胴部に短く外反する日縁部が付き端部は丸い。295は外傾する日縁部の

端部は水平な面をもつ。296は外傾する国縁部の端面はナデにより凹む。297は外傾する口縁部の端

部は厚みをもち、「コ」の字状に丸い。298は短く外反する口縁部の端部は丸い。299は外傾する口

縁部の端部は尖り気味に丸い。300は外傾する口縁部の端部は水平な面をもち凹む。301は長胴で下

半部が膨れる。口縁部は外傾し端部は内側に肥厚される。

302～ 304は壷形土器。302は外傾する口縁部の端部は尖り気味である。303は球形の胴部に外傾す

る口縁部の端部は丸い。304はやや肩の張る胴部。305～ 310は鉢。305は丸い底部に内湾する胴部。

口縁部は短く直立し端部は丸く注口をもつ。306は球形の胴部。口縁部は外傾し端部は尖り気味に丸い。

307は扁平な底部。口縁部は外反し端部は丸い。口縁部は歪んでいる。308は外傾する口縁部。309は

短く外反する口縁部。310は大きく外方向に伸びる口縁部。

3■～315は甑。31日ま底部片。312～315は把手。316は甑の底部か。317・ 318はカマド。319～ 3241ま

フイゴの小片。325は緑釉陶器。

弥生土器 (326～351)

326～ 330は甕形土器。326・ 327は外反する口縁部の端部は「コ」の字状である。3271よ頸部に凸帯

が巡る。328～330は平底の底部片。331～ 340・ 342～348は壷形土器。331～333は口縁端部を拡張し、

凹線文を施す。334は 口縁部の小片。外面に波状文を施す。335は口縁部を下方に大きく拡張し、外

面に波状文を施す①336は大きく開く口縁部。337は複合口縁の拡張部。直立する拡張部は厚みをもつ。

338は複合口縁の拡張部。拡張部はわずかに外反し、外面に斜線充娯による三角文と竹管文を施す。

339は複合口縁。接合部は「コ」の字状で下方に伸びる。340は頸部付近の小片。押圧されたひし形

文様が巡る。 341イよ甕形土器。 _Lげ底の大きな底部。 342～ 348は底部。 342・ 3431よ平底。 344・ 3451ま /Jヽ

さく突出する平底。346・ 347は丸味のある平底。349は鉢形土器。外反する口縁部。350'351は 支脚形

土器。350は受部がわずかに凹む。351は受部は傾斜をもつ。

石製品 (352～361)

352・ 353は石庖丁。材質は結晶片岩である。354は石鏃の完形品。355は有孔円盤。ほぼ完形品である。
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356・ 357はスクレイパー。材質はサヌカイ トである。3581ま剥片。359。 361は砥石。359イよ4面 ともによ

く使い込まれている。360は扁平片刃石斧か。

装身具 (362)

362は滑石製の小玉である。

②～③層出土遺物 (363～367)(第32図 )

363～ 366は須恵器。363は高台不である。高台は水平に接地し中央部が凹む。364は高郭形土器の

柱部である。365は甕形土器である。外傾する回縁部。366は把手付婉。断面円形の把手部である。

367は土師器の皿である。短く外傾する口縁部である。

層位不明出土遺物 (368～418)(第 33～ 36図 )

368～ 377は須恵器である。368は郷蓋である。丸味のある天丼部。端部は丸い。369は台付婉である。

「ハ」の字状に開く高台部は水平に接地し中央部が凹む。370～ 372は高郭である。脚部は外反し端

部手前で屈曲する。郭部は内湾して立ち上がり端部は丸い。371は邪部の小片である。不中位に段を

もつ。372は脚部である。373は壷形土器である。外傾する口縁部の外面に2条の凸帯と波状文を施す。

374～ 376は臨形土器である。底部から頸部までの残存である。374は外面に2条の凹線と刻目文、頸

部付近に波状文を施す。375は小さな平底をもつ。376は底部にヘラ記号を施す。377は平瓶の把手部

である。断面は四角形状である。

378～ 404は土師器である。378～ 381は甕形土器である。378は外傾する国縁部で肩が張らない。

379は外傾する口縁部の端部は丸い。380'381は外傾する口縁部である。382～387は壺形土器である。

382・ 383は外傾する口縁部である。384は内湾しわずかに外傾する口縁部である。385はわずかに内湾

して直立気味に立ち上がる日縁部である。386は外傾し端部がわずかに外反する口縁部である。387

は内湾して直立する日縁部である。388は器種不明土器である。端部は「コ」の字状で内面に線刻が

ある。389～ 391は甑形土器の把手である。392～ 404は高不形土器である。392～ 397はイ部である。

392・ 393は端部が外反する。394～ 396はイ部に段をもつ。397は 内湾気味に立ち上がる。398～ 404は

脚部である。398～ 401は裾部が屈曲する。402は裾部が外反する。403は郭底部から柱部である。404

は柱部である。

405～ 416は弥生土器である。405～ 407は甕形土器である。405は 「L」 字状の口縁部である。406

は「く」の字状の口縁部である。407は平底の小片である。408～ 4121ま壺形土器である。408～ 411は

口縁部である。408は外反する口縁部の端部は拡張され、5条の凹線文と円形浮文を施す。409は複合

口縁である。拡張部は直立気味に立ち上がり端部は丸い。410は口縁部を拡張され、3条の凹線文を

施す。411は複合口縁。拡張部は直立し端部は外反する。412は平底である。413・ 414は高不形土器で

ある。413はわずかに段をもつ邦部である。414は「ハ」の字状に開く裾部である。415'416は 支脚形

土器である。415は受部に傾斜をもつ。416は角状の突起をもつ。

417は平瓦の小片である。

418は石庖丁で材質は結晶片岩である。
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遺 構 と 遺 物

一 -11   零 50

｀

(｀ 92馴

A_∴郷≡ゝ
、ヽ________――――――J日 ]IBI日日日口|1日EE:と

くg惨珍滲昌＼くヽ【惨フレ256    鋼  257

0         5       10cm

第22図 SRl ③層出土遺物実測図 (7)

-28-



古  代

第23図 SRl ③層出土遺物実測図 (8)
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遺 構 と 遺 物

第24図 SRl ③層出土遺物実測図 (9)
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遺 構 と 遺 物
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第31図 SRl ③層出土遺物実測図
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2)掘立柱建物址 (掘立 )
掘立1(第37図 )

調査区中央のE6～ F8区に位置する。規模は東西4間 ×南北1間分を検出した。南側は近世の削平

により消失したと考えられる。柱久の平面形態は隅丸方形で規模は長さ0,6～ 1.05m、 幅0.6～0.9m、

深さ15～34cmを測る。埋土は暗褐色土である。出土遺物には弥生土器と須恵器がある。

時期 :出土遺物と埋土より古代以後とする。
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第36図 SRl出土遺物実測図 (4)
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弥 生 時 代

(2)弥生時代
竪穴式住居址4棟、土坑5基、溝1条を検出した。

1)竪穴式住居址 (sB)
S B3(第 38図、図版3)

調査区北部 C9。 10区に位置し、南半部をS Xlに 中央部をS K18に切られる。平面形態は3ヶ所

のコーナー部を検出しており長方形と考えられる。規模は検出長東西4.7m、 南北4.Om、 壁高8cmを

測る。内部施設は主柱穴と周壁溝を検出した。主柱穴は4基を検出した。平面形態は円形を呈し、規

模は径15～ 35cm、 深さ14～ 32cmを測る。柱穴埋土は黒褐色土である。周壁溝は北側～東側で検出した。

規模は幅9～ 31cm、 深さ4cmを測る。断面形態は「U」 字状である。埋土は暗褐色土である。出土遺

物には弥生土器と須恵器があるが、須恵器は流入品と考えられる。

出土遺物 (419～424)(第 39図 )

419～421は弥生土器である。419は壼形土器の底部片である。420は鉢形土器である。短く外反す

る口縁部の端部は「コ」の字状である。421は支脚形土器の底部片である。422・ 423は土師器である。

422は甕形土器の口縁部片である。423は甑形土器の把手部である。424は須恵器の邪蓋の小片である。

時期 :弥生時代後期末のS K18に 切られているため弥生時代後期後葉に時期比定する。

1

2

暗褐色土

暗褐色土と黄色上の互層 (貝占床 )

Ｏ
ｓＰ‐

H39000m

第38図 SB3測量図
(S=1:60)
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遺 構 と 遺 物
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0         5       10cm
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第39図 SB 3出土遺物実測図

S B7(第 40図、図版3・ 4)

調査区北東部 B3～ C4区に位置する。平面形態はやや不整形ながら長方形を呈する。規模は東西

2.45m、 南北3.00m、 壁高10cmを測る。埋土は暗褐色土である。内部施設は主柱欠と貼り床を検出した。

主柱欠は4基を検出した。平面形態は円形を呈し規模は径18～ 36cm、 深さ4～ 17cmを測る。貼床は床

面全域で厚さ10cmを検出した。土色は橙色粘上である。埋土は暗褐色上である。出土遺物は弥生土

器がある。

出土遺物 (425～437)(第41図 )

弥生土器 (425～437)425～ 430は甕形土器である。425は短 く折り曲げ、端部は上方に拡張され

凹線文を施す。426は 日縁部の小片で外面に凹線文を施す。427は頸部から胴部までの残存である。

428～ 4301ま底部片である。431～ 436は壷形土器である。43Ⅲ 432は 口縁端部に凹線文を施す。433～

435は頸部片である。433は布目圧痕のある貼付凸帯文を巡らす。434・ 435はハケロエ具による「ノ」

の字状の刺突列点文を施す。436は平底である。437は鉢形土器の完形品である。平底の底部に胴部

は中位が張り、口縁部は短く外反し端部は「コ」の字状である。

時期 :出上した遺物の形態から弥生時代中期末～後期初頭に時期比定される。

S B8(第 42図、図版5)

調査区東部 D3～ E6区に位置し、 S B9,S K7・ S K19・ S K25。 S K26・ カクランに切られ、

住居址の南半部を後世の掘肖Jで消失している。平面形態は北半部の遺存状況から円形と考えられる。

規模は検出長で東西9。2m、 南北3.6m、 深さ30cmを測る。埋土は暗褐色土である。内部施設は主柱穴

と貼り床を検出した。主柱穴は5基を検出した。平面形態は円形を呈し、規模は径16～ 52cm、 深さ24

～59cmを測る。貼り床は厚さ12cmを測る。出土遺物は弥生土器と炭化材、焼土、作業台と思われる

石が出土した。
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弥 生 時 代

F

1

2

暗褐色土

橙色粘土 (貝占床 )
H39200m

(S='40)

第40図 SB7測 量図

出土遺物 (438～477)(第43～ 45図 )

弥生土器 (438～ 474)438～ 457は甕形土器である。438・ 439はほぼ完形品である。438はわずか

にくびれる平底、国縁部は折り曲げ端部は拡張され、2条の凹線文と胴部に「ノ」の字状の刺突文を

施す。439は くびれの上げ底で胴部は長く、口縁部は折り曲げ端部に凹線文を1条施す。440～ 454は

口縁部である。440～ 443・ 445～449は口縁端部に凹線文を施す。444は日縁端部を上方につまみ上げる。

450は小片である。451は口縁端部に2条の凹線文と頸部に刻目凸帯文を施す。452は頸部に刻目凸帯

文を施す。453・ 454は口縁端部に凹線文を施す。455～457は底部片である。458～466は壺形土器である。

458～462は日縁部、端部は拡張され凹線文を施す。463は頸部から肩部までの残存である。肩部にハ

ケエ具による「ノ」の字状の刺突列点文を施す。464は頸部から胴部までの残存である。465'466は

平底の底部片である。467は鉢形土器の小型品である。短い口縁部の端部は「コ」の字状に丸い。

468～474は高邦形土器である。468,469は 郭部である。468は国縁部外面に4条の凹線文と柱部上位に

6条の沈線文を施す。469は邦部外面に5条の凹線文を施す。470は脚部である。上位に■条の沈線文、

中位に矢羽根透かし、裾部に3条の凹線文を施す。471・ 472は柱部上位に沈線文を施す。473・ 474は裾

部である。

石製品 (475～ 477) 475は石鏃の未成品である。476は石材で材質は結晶片岩である。477は台石

である。表面が焼けている。作業台として使用したものか ?。

時期 :出土した遺物の形態から弥生時代中期末～後期初頭に時期比定される。
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弥 生 時 代

4鶴0◇
｀

′
◎  

◎

｀
＼ ⑨ ◎

  ◎
⑥

工

ω
Ｏ

膊
０
０
ヨ

1暗褐色土

2暗黄色土 (貼床)

0炭

焼土

H 39 200m

(S=1:80)

第42図 SB8測量図

-47-



テ
房
三三≡煮煮≡≡

戸

「て
==Ξ

三
=夏

く争 445

マ ∋ 453

遺 構 と 遺 物

第43図  SB8出土遺物実測図 (1)

1誓
450

Ⅷ止ノ457
0      5     10cm

(S=1:4)

一一一ヵィを一イ
酬Ⅲ

Ⅷ
吻
勺
　
Ｍ
′

/

フ 濤 454

-48-



弥 生 時 代
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弥 生 時 代

S B9(第 46図、図版6)

調査区東部のE4区に位置し、 S B8を切りS K19に切られ、南西部は後世の掘削により消失して

いる。平面形態は方形である。規模は東西2.9m、 南北2.8m、 壁高12cmを測る。埋土は暗褐色上である。

内部施設は主柱鬼と貼り床を検出している。主柱穴は4基を検出した。平面形態は円形を呈し規模は

径30～ 40cm、 深さ13～ 28cmを測る。貼り床は住居北側で厚さ10cmを 検出した。出土遺物には弥生土

器と土師器がある。

出土遺物 (478～492)(第47図 )

弥生土器 (478～ 488)478～ 483は甕形土器の小片である。478～ 481は 口縁部の小片。端部に凹

線文を施す。482・ 483は底部の小片である。484～ 487は壷形土器である。484485は 口縁部の端部に

凹線文を施す。486・ 487は底部の小片である。488は高邦形土器の裾部に沈線文と矢羽根透かしを施す。

土師器 (489～491)甕形土器の日縁部である。

須恵器 (492) 高郷形土器の口縁部の小片である。口縁下位に段をもち沈線文を施す。

時期 :出上した遺物の形態と弥生時代中期末～後期初頭の S B8を 切っていることから弥生時代後

期後葉に時期比定する。

|:

1

2

3

暗掲色土

黄掲色砂質土 (暗褐色ブロック混 )貝占床

黄褐色土ブロック

“

(S=1:40)

第46図 SB9測 量図
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遺 構 と 遺 物
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第47図 SB9出土遺物実測図

2)土 坑 (sK)
S K15(第 48図、図版6)

調査区北東部のD5区に位置し、 S B4に切られる。平面形態は方形である。規模は長軸1.87m、 短

軸1.46m、 深さ43cmを測る。断面形態は逆台形状である。埋土は褐色土である。遺物は弥生土器が多

量に出土した。

出土遺物 (493～ 517)(第 49・ 50図 )

493～498は甕形土器である。493は 口縁部は短く内湾し直立気味に立ち上がる。494・ 495は肩の張

らない胴部片である。496～498は外反する口縁部である。499～ 514は壺形土器である。499～ 505は

口縁部である。499～ 501は外反する日縁部の端部は下方に垂れる。502～505は外反する口縁部である。

506は頸部から口縁部の残存である。頸部に刻目凸帯文を1条施す。507・ 508は頸部に斜格子の刻目凸

帯文を施す。510・ 511は丸味のある底部である。512は丸底である。513・ 514は丸味のある底部にへ

ラ描きの木葉文を施す。515・ 516は高郭形土器である。515は不部の端部に3条の凹線文を施す。516

は柱部に2条の沈線文と透かしを施す。517は土師器の壷形土器の口縁部片である。

時期 :出土した遺物の形態から弥生時代後期末に時期比定する。

481

484  
ξ霞要昂
≡≡三≡≡≡三≡「
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遺 構 と 遺 物
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弥 生 時 代

15

第50図  SK15出土遺物実測図 (2)

S K16(第 51図、図版7)

調査区北西部のC12区に位置し、 S D2に切られる。平面形態は楕円形である。規模は長軸1.48m、

短軸1.00m、 深さ25cmを測る。断面形態は逆台形状である。埋土は暗褐色土である。出土遺物には弥

生土器と石が多量に出土した。

出土遺物 (518～ 538)(第 52・ 53図 )

甕形土器 (518～523) 518は完形品である。小さな丸味をもつ底部と口縁部は外反し端部は「コ」

の字状に丸い。519は肩の張らない胴部に口縁部は外傾 し端部は「コ」の字状に丸い。520は ケズリ

により突出する底部に口縁部は短く外反し端部は丸い。521・ 522は底部から胴部までの残存である。

丸味のある小さな底部から内湾しながら立ち上がる胴部である。523は平底の底部片である。

壷形土器 (524～ 531)524は丸味のある小さな底部から球形の胴部につづく。口縁部は外反し端

部はわずかに下方に垂れる。525は大きく外反する口縁部の端部は凹む。頸部にハケ状工具による刻

目凸帯文を施す。526は大きく外反する口縁部の端部は丸く、頸部に刻目凸帯文を施す。527は直立

する口縁部である。528は頸部から肩部までの残存である。529は肩部から胴部までの残存である。

中位が大きく張る。530・ 531は口縁部から胴部までの残存である。530は口縁部が外傾して段をもち

直立気味に立ち上がる。胴部はナデ肩である。531は口縁部が直立して内湾する。端部は丸い。

鉢形土器 (532～ 535) 532は丸味をもつ底部に内湾気味に立ち上がる口縁部である。533は不安

定な底部に内湾気味に立ち上がる口縁部の端部は「コ」の字状に丸い。534・ 535は口縁部の小片である。
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遺 構 と 遺 物

H 99 00om

1暗褐色土

0                 1m

(S=1:20)
第51図 SK16測量図

甑形土器 (536) 尖り気味の底部に焼成前の穿孔を施す。

支脚形土器 (537・ 538) 537は 中空で角状突起を2本欠く。538は上面と底部が凹む。

時期 :出土した遺物の形態から弥生時代後期末に時期比定する。

S K18(第 54図 )

調査区北西部のC9・ 10区に位置し、 S B3を切りS Xllこ切られる。平面形態は不定形である。規

模は検出長1.86m、 幅1.35m、 深さ14cmを測る。断面形態はレンズ状である。埋土は黒褐色土である。

遺物には弥生土器がある。

時期 :出土した遺物と埋土から弥生時代後期末に時期比定する。

S K20(第 55図 )

調査区西部の D■・12区に位置する。平面形態は楕円形である。規模は長軸0.77m、 短軸0.65m、

深さ7cmを測る。断面形態は皿状である。埋土は暗褐色土である。出土遺物には弥生土器、河原石と

炭化材がある。

時期 :出土遺物と埋土から弥生時代後期に時期比定する。

Ｅ
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０
０

０
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エ
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第53図  SK16出 土遺物実測図 (2)
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第54図 SK18測量図
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1黒褐色土
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遺 構 と 遺 物

S K28(第 56図 )

調査区中央部の C・ D6区に位置し、S B4。 10に切られる。平面形態は方形である。規模は長さ

2.13m、 幅1.63m、 深さ56cmを 測る。断面形態は逆台形状である。埋土は黒色土である。出土遺物に

は弥生土器がある。

出土遺物 (539～542)(第 56図 )

甕形土器 (539～ 541)539は短 く外傾する国縁部である。540は国縁端部がナデにより凹む。頸

部に布目押圧の凸帯文を施す。541は くびれの上げ底である。

壷形土器 (542)短く外反する日縁部の端部は凹む。

時期 :出土遺物と古墳時代の S B4・ 10に切られることからS K28は弥生時代後期末に時期比定する。

↑

1

2

3

黒色土

茶褐色土

灰掲色土

H38 800m

lm

(S=1:40)

第56図  SK28測量図・出土遺物実測図

3)溝 (SD)
S Dl(第 3図 )

調査区西部の F7～ 12区 に位置し、S B2・ S K13'S D2・ 31こ切られる東西方向の清である。規

模は検出長20。2m、 幅0,7m、 深さ10cmを 測る。断面形態は皿状である。埋土は黒褐色土である。出

土遺物には弥生土器がある。

時期 :出土遺物と古墳時代の S B2に 切られることから弥生時代に時期比定する。

(S=1:4)
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古 墳 時 代

(3)古墳時代
竪穴式住居址を6棟と土坑4基を検出した。

1)竪穴式住居址 (sB)
S Bl(第 57・ 58図、図版7・ 8)

調査区南西部F■～H12区に位置し、S K2・ 3・ 29。 S D3に切られる。平面形態は方形を呈し、

規模は東西5.3m、 南北4.5m、 壁高8cmを測る。埋土は暗褐色土である。内部施設には主柱穴・周壁溝・

カマド・貼り床がある。主柱穴は4基を検出した。平面形態は円形を呈し、規模は径18～ 44cm、 深さ

22～ 37cmを測る。柱穴埋土は黒褐色土である。周壁清は幅が広く全周する。規模は幅23～ 60cm、 深

さ8～22cmを測る。断面形態は「U」 字状である。埋土は黒褐色土である。貼り床は床面全城で厚さ

10cmを測る。土色は黄色土と暗褐色土で硬く締まっている。カマドは北壁の中央東に付設される。

平面形態は馬蹄形を呈し、煙道部は未検出である。規模は南北長120cm、 東西幅58cm、 高さ24cmを測る。

出土遺物は周壁溝内と床面より須恵器と玉が出上した。カマド周辺には粒状の焼土が広がる。

出土遺物 (543～ 570)(第 5960図 )

土師器 (543～ 548)

甕形土器 (543～ 546)543～ 546は外傾する国縁部の端部は「コ」の字状に丸い。

高台邦土器 (547・ 548)水平な不底部に「ハ」の字状に開く高台部である。
須恵器 (549～ 565)

邪身 (549～ 555) 549・ 550は立ち上がりが直立気味に伸び端部は凹む。551～554は短く水平気味

に伸びる受部に内傾する立ち上がりをもつ。555は外上方に伸びる受部は尖り気味である。

高邦形土器 (556) わずかに段をもつ柱部は2方向に透かしを施す。

臨形土器 (557・ 558) 557は 内湾する国縁部の小片である。558は段をもち開く口縁部の端部は内

傾する面をもつ。下部に波状文を施す。

壷形土器 (559～ 562) 559は大きく開く口縁部の外面は2条の凸帯により3区画され波状文を施す。

560・ 561は口縁部の小片である。562は高台部小片である。

563は高邦形土器の脚部の小片である。564は脚部片である。内面に段をもつ。565は器種不明土器

である。受部と立ち上がりをもつ。

566は土師器の円筒埴輪の小片である。突出度の低い台形状のタガと透かしの一部が残る。

弥生土器 (567～ 569)

567・ 568は甕形土器である。569は壺形土器である。

570は滑石製の小玉である。

時期 :カ マドの検出と出土遺物の形態から古墳時代中期に時期比定する。

S B2(第 61図、図版9,10)

調査区中央部西のE9～ F10区に位置し、S Dlを切り、SXlo SK4に切られる。平面形態は方
形を呈し、規模は東西4.94m、 南北4.3m、 壁高22cmを測る。埋土は暗褐色上である。内部施設には

主柱穴・周壁溝・貼り床の他に炉の痕跡と見られるものがある。主柱穴は4基を検出した。平面形態

は円形を呈し、規模は径18～ 28cm、 深さ12～ 29cmを測る。柱穴埋土は黒褐色上である。周壁溝は幅

25～ 50cm、 深さ5～■cmを測る。断面形態は「U」 字状である。埋土は黒褐色上である。貼り床は床
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遺 構 と 遺 物

↑

1

2

暗褐色土

暗黄色土 (貼床)

(S=1:60)

第57図 SBl測量図

面全域で厚さ10cmを測る。上色は黄色土と暗褐色上である。炉は明確なプランの検出には至ってい

ないが、住居中央部に4～ 5cmの窪みと、そのプランの直上埋土中に焼土が長さ184cm、 幅■3cm、 厚

さ4cmの範囲で検出したことより炉址と考える。出土遺物は床面、周壁溝、柱穴内より上師器と須恵

器が出土した他、多量の炭化物を検出している。

出土遺物 (571～597)(第 62・ 63図 )

土師器 (571～ 584)

甕形土器 (571)球形の胴部に外傾する口縁部の端部は丸い。
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古 墳 時 代

¬
⑦

Ｉ
Ｊ 1暗褐色土 (黄色粒混)

2暗褐色土と黄色上の互層

3暗褐色土 (橙色焼土塊多混 )

4暗褐色土 (橙色焼土塊混)

5灰色土

第58図 SBlカ マ ド測量図

壷形土器 (572・ 573) 572は小型丸底壺である。球形の底部にわずかに外傾する日縁部をもつ。

573は丸底の底部小片である。

高不形土器 (574～583) 574は段をもって内湾気味に外傾する邦部、日端部は「コ」の字状に丸い。

575・ 576は段をもって外反する郷部である。577～579は外傾する不部である。580はわずかに外反す

る郷口縁部である。581は段をもつ不部である。582・ 583は脚部である。

甑形土器 (584)把手部の小片である。

弥生土器 (585～ 596)

甕形土器 (585・ 586) 585は肩の張らない胴部に外傾する国縁部をもつ。586は頸部に凸帯文を施す。

壺形土器 (587～ 595) 587は外反する日縁部の小片である。端部に凹線文を1条施す。588は大き

く外反する口縁部の端面に山形文を施す。589・ 590・ 592は口縁部の小片である。端部に凹線文を2条

施す。591は口端部に凹線文を5条施す。593は頸部に斜格子の凸帯文を1条施す。594は胴部の小片で

ある。595は底部片である。
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古 墳 時 代
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第60図 SBl出 上遺物実測図 (2)

鉢形土器 (596)外傾する口縁部の端部は「コ」の字状に丸い。

砥石 (597)両面に敲打された凹みがみられる。

貼床出土遺物 (598～ 623)(第 64図 )

弥生土器 (598～ 614)

甕形土器 (598～605)598～ 600は口縁部の小片である。601～ 605は底部の小片である。

壷形土器 (606・ 607)606は外反する口縁部の端部は「コ」の字状である。607は丸味をもつ厚い

底部である。

不明土器 (608)大きく開く脚部の小片である。

高不形土器 (609～ 611)609は外反する不部である。610は柱部である。貫通しない矢羽根透か

しと沈線文を6条施す。611は脚部である。裾部と端面に凹線を施す。

支脚形土器 (612～ 614)612は 円形の小さな受部の中央部はわずかに凹む。613は角部を欠損し

ている。614は器高が低く受部は凹む。

土師器 (615～ 623)

甕形土器 (615)外傾する口縁部の端部は「コ」の字状に丸い。

高邦形土器 (616～ 623) 616は 不部と柱部である。邦部は段をもち内湾気味に立ち上がり、端部

はわずかに外反する。617～619は不端部がわずかに外反する。620～623は脚部である。620はラッパ

状に開き端部は尖り気味に丸い。621は大きく折曲して開く脚部である。622・ 623は直線的に開く柱

部である。

時期 :出土した遺物の形態から古墳時代中期に時期比定する。

S B4(第 65図、図版10)

調査区北部東寄りB5～ D7区に位置し、S K15と S K28を切り、S B10に切られる。検出は東側

と南側のわずかな部分である。平面形態は方形を呈し、規模は東西7.3m、 南】L7.6m、 壁高25cmを測る。
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第61図 SB2測量図

埋土は暗褐色土である。内部施設には主柱穴がある。主柱穴は盛 を検出した。平面形態は円形を呈し、

規模は径40～ 60cm、 深さ27～ 30cmを測る。柱穴埋土は黒褐色土である。出土遺物は床面より、土師

器と須恵器が出土した。

出土遺物 (624～661)(第 66・ 67図 )

土師器 (624～ 628)

壷形土器 (624)外傾し、折曲する口縁部の端部は丸い。

甕形土器 (625)外傾して内湾気味に立ち上がる。端部は「コ」の字状に丸い。

高不形土器 (626・ 627)626は邦部から柱部までの残存である。627は柱部の残存である。

o            2m

(S=1:60)
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遺 構 と 遺 物

587

∈零琴F言黍.590

ノ唖 4 寸 議 院議駆

5       10om

件 1:a)

403図 S,2出土遠物実測図 (2)

〒 寺 訂
~砲

1
す 鬱

範 ン庫嚢韓藝―繋‐593

O   S  10cm
|

lSキ■4)

-68-



竃 98
詔 欅

599 600

しめヽ

貼床出土遺物実測図

69-

0      5     10cm

(S==1:4)

マ
~□
Ы5

２

　

一

ＢＳ図４６第 (S=113)



遺 構 と 遺 物

暗褐色土

(S=1:80)

第65図 SB4測量図

甑形土器 (628)把手部である。断面は楕円形で接合部に勝をもつ。

須恵器 (629～ 639)

邪蓋 (629～ 632)629は 水平な天丼部に口縁端部は尖り気味に細い。630は丸味をもつ天丼部に

口縁端部は尖り気味で外面にヘラ状工具による線刻を施す。631の 口縁部は尖り気味である。632は

丸味のある天丼部に段をもち口縁部につづく。

不身 (633～ 638)633は外反気味に直立する立ち上がりである。634は水平に短く伸びる受部に

立ち上がりは内傾する。635は水平気味の受部に直立する立ち上がりである。636は短 く水平に伸び
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古 墳 時 代

る受部に立ち上がりは外反気味に直立する。637は 水平気味の受部に直立する立ち上がりをもつ。

638は短 く水平に伸びる受部である。

甕形土器 (639)頸部片である。2条の凸帯と波状文を施す。

弥生土器 (640～ 656)

甕形土器 (640～ 647)640～ 645は日縁部の小片である。640・ 641は 「L」 字状口縁である。端部

を上方に拡張し凹線文を施す。642は外反する日縁部の端面に3条の凹線文を施す。643は口端面が凹む。

644は頸部に凸帯を施す。645は口端部が「コ」の字状に丸い。646・ 647は平底の底部の小片である。

壷形土器 (648～ 654)648・ 649は口縁部である。648は外反する口縁部である。649は口端部を拡

張し浅い凹線文を4条施し、その後、線刻を施す。450・ 451は頸部片である。頸部に凸帯を巡らす。

652～654は平底の底部片である。

655は脚台付鉢の脚部と思われる。656は甕の胴部片である。ハケロエ具による「ノ」の字状の刻

目文を施す。

石製品 (657～ 661)

657は石錐の完形品である。658は石庖丁の小片である。材質は結晶片岩である。659は剥片である。

660は紡錘車である。斜面と底面に斜格子の三角形の文様を施す。材質は滑石である。661は台石 (砥

石)である。

時期 :出土 した遺物の形態から古墳時代後期に時期比定する。

S B5(第 68図、図版10)

調査区北部 B7～ C8区 に位置しS B6を切り、南東コーナー部をS B10に 、南西コーナー部をSK

6に切られる。平面形態は長方形を呈し、規模は東西3.63m、 南北3.12m、 壁高23cmを 測る。埋土は

黒褐色上である。内部施設は周壁溝を検出した。周壁溝は幅5～ 30cm、 深さ6～ 10cmを測る。断面形

態は「 U」 字状である。埋土は黒灰褐色土である。出土遺物は床面より土師器の高不と中央部に作

業台と思われる石が出上した。

出土遺物 (662～ 678)(第69'70図 )

土師器 (662～ 676)

甕形上器 (662～664) 662は丸底の底部に球形の月同部。口縁部は外傾する。663・ 664は外傾する

日縁部の端部は「コ」の字状に丸い。

壷形土器 (665)肩の張らない胴部に外傾する口縁部である。

高郷形土器 (666～675)666～ 6701ま不部である。666・ 667は段をもって外傾する不部である。

668はわずかに外反する邦端部である。669は段をもってわずかに外反する。670は段をもつ不部である。

671～675は脚部である。672・ 673は裾部が内湾気味に接地する。

676は皿である。677は弥生土器。壺形土器の底部の小片である。678はほぼ完形の台石である。

時期 :出土した高不形土器の形態から古墳時代中期に時期比定する。

S B6(第 71図、図版10)

調査区北部 A6～ B8区に位置する。住居址の北壁中央～北東コーナー部は調査区外に続き、東側

をS X3、 西側をS B5に 、住居址の南半部はS B10に切られる。平面形態は北西コーナー部の検出
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遺 構 と 遺 物

H39000m

(S=1:40)
第68図 SB5測 量図

と東壁の遺存状況から方形と考えられる。規模は検出長で東西7.Om、 南北6.Om、 壁高は調査区北壁

で22cmを測る。埋土は暗褐色土である。出土遺物には土師器、須恵器、弥生土器がある。

出土遺物 (679～685)(第 72図 )

土師器 (679～ 684)

甕形土器 (679) わずかに内湾気味に外傾する日縁部の端部は「コ」の字状に丸い。

壺形土器 (680・ 681)頸部から肩部にかけての残存である。
高イ形土器 (682～684) 682は段をもち大きく開く不部である。端部付近は外反し端部は「コ」

の字状である。683は段をもつ邦部である。6841ま大きく開く脚部である。裾部はわずかに外反し端

部は丸い。

685は弥生土器。短く折り曲げる口縁部である。

時期 :出土した遺物の形態から古墳時代前期に時期比定する。

○
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古 墳 時 代

67 676

0     5    刊Ocm

第69図 SB5出上遺物実測図

-75-

5 40cm

676
(S=1:3) (S主1:4)



遺 構 と 遺 物

第70図 SB5出土遺物実測図 (2)

(S-1:3)
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古 壊 時 代

S B10(第 73図、1図版10)

調査1区引

`部

のB5～ D7区に位置し、SB4・ S B5'S B6。 S(23を切り、S K9・ S K10。 SK
14t S K27に切られる。平面形態は方形である。規模は東西6.40m、 南】L7.54H、 壁高30cmを測る。

4Lは暗褐色土である。内部施設には周壁濤と主柱燕 基がある。周壁溝は1七側で検出した.こ 規模は

幅¢～150clllⅢ 深き12cmを測る。断面1形態は「U」 字状である.。 出土遺物に|は土師器、須恵器、弥生

土器、石製品がある。

第71図 SB 6測量図

黒褐色土は鉢尾)

(S‐ 1:601
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遺 構 と遺物

出土遺物 (686～ 695)(第 74図 )

土師器 (686～688)甕形土器の口縁部片である。686・ 687は内湾気味に立ち上がる口縁部である。
688は外傾する日縁部である。

須恵器 (689～ 695)

イ蓋 (689) 直立して接地する口縁部の小片である。

イ身 (690～692)短 く伸びる受部をもつ。
郷 (693)平底の底部小片である。

壺形土器 (694・ 695)694は外傾する口縁部の外面に波状文を施す。695は外傾する口縁部は端部

手前で段をもつ。

時期 :出土した須恵器の形態から古墳時代後期に時期比定する。

679

o         5       10cm

(S幸 1:3)

o       5     10cm

(S=1:4)

第72図  SB 6出土遺物実測図
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1暗褐色土
2暗灰褐色土
3責掲色土
4黒褐色土

古 墳 時 代

第73図 SB10測量図    (S='80)

2)土 坑 (SK)
S K17(第 75図 )

調査区南東部のF4区に位置する。平面形態は円形である。規模は長軸1.03m、 短軸0.81m、 深さ

20cmを測る。断面形態は逆台形状である。埋土は暗褐色土である。出土遺物には弥生土器と土師器

がある。

出土遺物 (696～ 701)(第75図 )

弥生土器 (696～ 698)696は奏形土器。わずかに外反する口縁部である。697は壷形土器の頸部

から胴部にかけての残存である。6981ま高郷形土器の不部小片である。日縁部外面に5条の凹線文が

残る。

土師器 (699～701)699'700は球形の胴部である。701は高邦形土器の脚部である。

時期 :出土遺物から古墳時代とする。

◎蹴⑥%。 ◎
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遺 構 と 遺 物

6

鰯 88 J_函∝9 呟

▼

~琵

0         5       10cm

(S=,3)

第74図 SB10出 土遺物実測図

S K21(第 76図 )

調査区南西部のH■区に位置する。平面形態は方形である。規模は長さ1.26m、 幅1.21m、 深さ20

cmを測る。断面形態は皿状である。埋土は暗褐色上である。出土遺物には弥生土器と須恵器がある。

出土遺物 (702,703)(第 76図 )

702は弥生土器。甕形土器の口縁部の小片である。703は須恵器の蓋である。

時期 :出土遺物から古墳時代とする。

S K22(第 77図 )

調査区南部のG～ H6区に位置し、 S Rlに切られる。平面形態は円形である。規模は長軸1.30m、

短軸1.21m、 深さ23cmを測る。埋土は黒褐色上である。出土遺物には弥生土器と須恵器がある。

出土遺物 (704～707)(第 77図 )

704'705は弥生土器の甕形土器である。704は口縁部、705は底部の小片である。

706・ 707は須恵器である。706は不身である。短く外上方に伸びる受部をもつ。707は壷形土器の口

縁部である。外面に波状文を施す。

時期 :出土遺物から古墳時代とする。
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古 壌 時 代
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遺 構 と遺 物

藷
~~孫
N702

O    S   10Cm._

(SI=1=4)

0       1m

1黒掲色土

2暗掲色土

0       1m

(SFt40)

O        S       tOCm

(Sと■311

(S卜と1:40)

第76図 SK21測量図・ 出土遺物実測図

H.38700m

o    S   10cm

(S‐ 114)

1703

て=F弦

第77図 SK躍測量図・出土通物実測回
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古 墳 時 代

S K24(第 78図 )

調査区南西部のG10。 ■区に位置する。平面形態は不定形である。規模は長さ1.08m、 幅1.04m、

深さ34cmを測る。断面形態は皿状である。埋土は暗褐色上である。出土遺物には須恵器がある。

出土遺物 (708～712)(第 78図 )

708は土師器の不である。丸味のある底部から内湾気味に立ち上がる口縁部の端部は丸い。

709～ 712は須恵器である。709～711はイ身である。短く伸びる受部をもつ。712は「ハ」の字状に

開く壷形土器の脚部である。

時期 :出土遺物から古墳時代とする。

1暗褐色土
0       1m

(S-1:40)

＞

「

井
710

0        5       10Cm

(S==1:3)

第78図 SK24測量図・出土遺物実測図

-83-



遺 構 と 遺 物

(4)中世以降
土坑20基、溝2条、性格不明遺構3基である。

1)土坑 (SK)
S Kl(第 79図、図版■)

調査区南西部のH■区に位置 し、 S Rlを切る。平面形態は円形である。規模は長軸0.83m、 短軸

0,74m、 深さ44cmを測る。断面形態は逆台形状である。埋土は暗灰褐色土である。掘り方にそって20

～30cmの河原石を積み上げる。井戸遺構の可能性が考えられる。出土遺物は土師器の皿が出土して

帝ゝる。

出土遺物 (713・ 714)(第80図 )

713は土師器の皿の完形品である。

714は石核である。石材はサヌカイトである。

時期 :S Rlを切ることと出土した土師皿の形態より中世の遺構と考えられる。

S K2(第 81図 )

調査区南西部の G～ H12区に位置し、 S Blを切る。平面形態は不定形である。規模は長さ1.42m、

幅1.06m、 深さ34cmを測る。断面形態は逆台形状である。埋土は暗灰褐色土 (黄色ブロック混)であ

る。出土遺物には弥生土器と須恵器がある。

出土遺物 (715～717)(第81図 )

715・ 716は弥生土器である。715は甕形土器の国縁部、716は壷形土器の底部小片である。717は須

恵器の雰身の小片である。

時期 :検出した埋土より中世以降の上坑と考えられる。

↑ ↑

H38600m

o             50cm

(S=1:20)

第79図 SKl測量図
- 84 -

1灰褐色土



世

0              5             10cm

(S=1:2)

第80図 SKl出土遺物実測図

H 38600m

∽い才

0        1m

(S=1:40)

第81図  SK 2測量図・出土遺物実測図

凸
て
~05

0         5       10cm

(S=1:3)

1暗灰褐色土
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遺 構 と 遺 物

S K3(第 82図 )

調査区南西部のG■～12区 に位置 し、 S Blを切る。平面形態は円形である。規模は長軸1.07m、

短軸 1.Om、 深さ24cmを測る。断面形態はレンズ状である。埋土は暗灰褐色土 (黄色ブロック混)で
ある。出土遺物には土師器がある。

出土遺物 (718)(第 82図 )

718は土師器の高台付不である。

時期 :検出した埋土より中世以降と考えられる。

S K4(第 88図 )

調査区西部のE10～■区に位置 し、 S B2を切る。平面形態は不定形である。規模は長軸1.47m、

短軸1.20m、 深さ27cmを測る。断面形態は皿状である。埋土は暗灰褐色上である。出土遺物には弥生

土器、須恵器と河原石がある。

出土遺物 (719'720)(第 83図 )

719は弥生土器の壷形土器の口縁部である。720は土釜である。

時期 :検出した埋土と出土遺物より中世と考えられる。

S K5(第 84図 )

調査区南西部のF～ G10区に位置する。平面形態は不定形である。規模は長軸2.55m、 短軸2.36m、

深 さ22cmを測る。断面形態はレンズ状である。埋土は暗灰褐色上である。出土遺物には弥生土器と

須恵器がある。

時期 :検出した埋土より中世と考えられる。

S K6(第 85図 )

調査区中央部北の C7～8区に位置 し、 S B5を 切る。平面形態は楕円形である。規模は長軸2.41m、

短軸2.36m、 深さ15cmを測る。断面形態は皿状である。埋土は暗灰褐色土である。出土遺物には弥生

土器と土師器がある。

出土遺物 (72Ⅲ 722)(第85図 )

721・ 722は土釜である。721は口縁部、722は脚である。

時期 :検出した埋土と出土遺物より中世と考えられる。

S K7(第 86図 )

調査区中央部東のD～ E5区に位置し、 S B8を切る。平面形態は不定形である。規模は長軸2.32m、

短軸 1.80m、 深さ25cmを測る。断面形態は逆台形状である。埋土は暗灰褐色上である。遺物は掘り方

にそって20～ 40cmの河原石が出上した。

出土遺物 (723～ 728)(第 86図 )

723は弥生土器の甕形土器である。日縁部は折り曲げ端部は拡張され2条の凹線文、頸部に刻目凸

帯文を施す。724～ 726は土釜である。727はスクレイパーの完形品である。728は器種不明の金属製品。

時期 :検出した埋土と出土遺物より中世と考えられる。
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遺 構 と遺 物
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遺 構 と 遺 物

S K8(第 87図 )

調査区北東部のC～ D4区に位置する。平面形態は不定形である。規模は長軸2.27m、 短軸1.72m、

深 さ60cmを 測る。断面形態は逆台形状である。埋土は暗灰褐色上である。出土遺物には弥生土器と

須恵器がある。

出土遺物 (729～734)(第87図 )

729は土師器の皿である。730～ 732は須恵器の鉢である。回縁部の小片である。733は土師器の不

口縁部である。734は石製の硯の小片である。

時期 :検出した埋土と出土遺物より中世と考えられる。

S K9(第 88図 )

調査区北東部の C5区に位置 し、S B4。 10を切る。平面形態は楕円形である。規模は長軸1.16m、

短軸 0。9m、 深さ8cmを測る。断面形態は皿状である。埋土は暗灰褐色上である。出土遺物には弥生土

器と須恵器と河原石がある。

時期 :検出した埋土より中世と考えられる。

S K10(第 89図 )

調査区北束のC5～ 6区に位置し、S B4・ 10を切る。平面形態は不定形である。規模は長軸2.25m、

短軸 1,72m、 深さ18cmを測る。断面形態は皿状である。埋土は暗灰褐色土である。出土遺物には10～

30cmの河原石がある。

出土遺物 (735～739)(第90図 )

735は揺鉢である。736～738は土釜である。739は石器素材である。材質は結晶片岩である。

時期 :検出した埋土と出土遺物より中世と考えられる。

SK■ (第 91図 )
調査区北西部の B ll区 に位置する。平面形態は北側が調査区外に続 くため明確ではないが南側の

形状より楕円形と考えられる。規模は長軸 1.26+α m、 短軸1.27m、 深さ9cmを測る。断面形態は皿

状である。埋土は暗灰褐色土である。出土遺物は土師器、須恵器と10～ 40cmの河原石多数が出上した。

出土遺物 (740～ 746)(第92図 )

740'741は須恵器の邦蓋である。742～744は土釜である。745は羽釜である。746は平瓦の小片である。

時期 :検出した埋土と出土遺物より中世と考えられる。

S K12(第 93図 )

調査区中央部西のD9区に位置し、 S Xlを切る。平面形態は不定形である。規模は長軸2.47m、 短

軸 1,97m、 深さ55cmを測る。断面形態は逆台形状である。埋土は暗灰褐色土 (黄色砂質ブロック混 )

である。出土遺物には須恵器と弥生土器がある。

出土遺物 (747)(第 93図 )

747は須恵器の小壺である。

時期 :検出した埋土より中世と考えられる。
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遺 構 と 遺 物

一が

H39000m

1暗灰褐色土
0                 1m

(S=1:20)

第91図 SKll測量図

S K13(第 94図 )

調査区中央部の E～ F8区に位置し、 S Dlを切る。平面形態は楕円形である。規模は長軸1.60m、

短軸1.10m、 深さ7cmを測る。断面形態は皿状である。埋土は暗灰褐色土である。出土遺物はない。

時期 :検出した埋土より中世と考えられる。

S K14(第 95図 )

調査区北西部のB6区に位置しS B10を切る。平面形態は方形である。規模は長さ0,75m、 幅0。 54m、

深さ15cmを測る。断面形態は逆台形状である。埋土は暗灰褐色土である。出土遺物には弥生土器と

河原石がある。

時期 :検出した埋土より中世と考えられる。

S K19(第 96図 )

調査区中央部東の E4区に位置 し、 S B9を切る。平面形態は方形である。規模は長さ1.00m、 幅

0.97m、 深さ22cmを測る。断面形態は逆台形状である。埋土は灰褐色土 (黄色ブロック混)である。

出土遺物はない。

時期 :検出した埋土より中世と考えられる。
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S K23(第 97図 )

調査区束部の El区に位置する。平面形態は円形である。規模は長軸0,90m、 短軸0.77m、 深さ36

cmを測る。断面形態は皿状である。埋土は暗灰褐色土である。出土遺物には弥生土器と須恵器がある。

時期 :検出した埋土より中世と考えられる。

S K25(第 98図 )

調査区中央部の E5区に位置し、 S K26に切られる。平面形態は方形である。規模は長さ1.15m、

幅0.90m、 深さ27cmを測る。断面形態は逆台形状である。埋土は暗灰褐色土 (砂混じり)である。出

土遺物には弥生土器がある。

時期 :検出した埋土より中世と考えられる。

世

743

／

７４５
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暗尿褐色上

触     (養進釘安輩ブ白サ劣尾)

第鯛回 SK12測量図・ 出土還物実測図
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申

S K26(第98図)

調査区中央部のE5区に位置し、S K25を切る。

0,74車 、深さ10cmを測る。1断面形態は皿状である。

と―須恵器がある。

時期 :検出した埋土より中性と考えられ.る。

↑
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第95図 SK14測量図

世

平面形態は方形である。
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規模は長さα91弾 、幅

出土選物には弥生土器
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遺 構 と 遺 物

S K27(第 99図 )

調査区北部のB～ C6区 に位置し、 S B10を切る。平面形態は楕円形である。規模は長軸0177m、

短軸0.60m、 深さ34cmを測る。断面形態は舟底状である。埋土は灰褐色土である。出土遺物には河原

石がある。

時期 :検出した埋土より中世と考えられる。

S K29(第 100図 )

調査区南西部のG■・12区 に位置 し、 S Blを切る。平面形態は円形である。規模は径60cm、 深さ

35cmを測る。断面形態は「U」 字状である。埋土は暗灰褐色土である。出土遺物はない。

時期 :検出した埋土より中世と考えられる。

頃 勢

」

H39000m

ヒ⊂ひ」

1灰褐色±     0       刊m     l暗 灰褐色± o       lm

(S-1:40)                      (s=1:40)

第99図  SK27測量図                        第 100図  SK29測量図

2)溝 (SD)
S D2(第 3図 )

調査区西部のC12～ F■区に位置し、 S Dlと S K16を切り「L」 字状に屈曲する溝である。規模

は検出長15。3m、 幅1.3m、 深さ5cmを測る。断面形態は皿状である。埋土は暗灰褐色土である。出土

遺物はない。

時期 :検出した埋土より中世と考えられる。

S D3(第 3図 )

調査区西部のF12区に位置し、 S Blと S Dlを切る。規模は検出長4.2m、 幅1.Om、 深さ7cmを測る。

断面形態はレンズ状である。埋土は暗灰褐色土である。出土遺物はない。

時期 :検出した埋土より中世と考えられる。
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3)性 格不明遺構 (SX)
S Xl(第3図 )

調査区北西部に位置しS B3、 S K12・ S K18を 切る。平面形態は不整形な溝状に広い範囲に浅く

広がる。埋土は灰褐色上である。出土遺物には土師器と須恵器がある。

出土遺物 (748～769)(第 101図 )

748・ 749は弥生土器の壷形土器である。750～ 754は土師器である。750・ 752'753は 皿である。751は

邦である。754は甑の把手である。755～ 765は土師器である。766～ 768は括鉢である。769は高台婉

である。

時期 :検出した埋土と出土遺物より中世と考えられる。

S X2(第 102図 )

調査区北東部のB4～ C5区に位置する。平面形態は不整形である。規模は長さ4.4m、 幅2.8m、

深さ30cmを測る。埋土は灰褐色土である。出土遺物には土師器がある。

出土遺物 (770)(第 102図 )

770は こね鉢である。

時期 :検出した埋土と出土遺物より中世と考えられる。

S X3(第 103図 )

調査区北東部の B5・ 6区に位置しS B6を切る。平面形態は方形である。規模は長さ2.5m、 幅2.4m、

深さ10cmを測る。埋土は灰褐色上である。出土遺物には鉄製品がある。

出土遺物 (771)(第 103図 )

771は元祐通賓である。

時期 :検出した埋土と出土遺物より中世以降と考えられる。

4)柱 穴 (SP)(第 104・ 105図 )

柱穴は調査区北側で多数検出した。柱穴埋土は灰褐色土と暗灰褐色土と暗褐色土に分けられる。

柱穴内からは弥生土器、須恵器、土師器が出上し、S P 126か らは土師器と古銭、S P 146か らは古

銭が出土した。

S P126出 土遺物 (772～ 780)(第 104図 )

772773は土師器の邪である。774～780は銭貨である。774は元豊通賓である。775・ 776は天聖元賓

である。777は元祐通賓である。778と 780は紹聖元賓である。779は洪武通賓である。

S P146出 土遺物 (781)(第 105図 )

781は永楽通費である。

SP出土遺物 (782～801)(第 106・ 107図 )

弥生土器 (782～ 787) 782・ 783は甕形土器である。784～787は壷形土器である。

土師器 (788～792) 788～ 791は甕形土器の口縁部である。792は鉢形土器である。
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lT_「T¬二1____二Ifm
(S=1:3)

1灰褐色土

H39200m

第102図  SX 2測量図・出土遺物実測図

須恵器 (793～ 795)793は邦蓋である。794・ 795は不身である。

796は土鍋である。797は輸入陶磁器の婉である。

石製品 (798～ 801)798は器種不明である。799は紡錘車である。材質は滑石である。800は スク

レイパーである。材質はサヌカイトである。801は器種不明である。外面に煤が付着している。

(5)Ⅳ層出土遺物
“

o2～ 80の (第 10姻 )

802は 弥生土器の高邦形土器である。803は 土師器の甕形土器である。804・ 805は須恵器である。

804は壺形土器である。805は高台不である。806は甑の把手である。8071よ土釜である。808は土錘で

ある。809は輸入陶磁器の婉である。
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遺 構 と 遺 物

―
(S=1:2)

0       1m

(S=1:40)

第103図 SX 3測量図・出土遺物測図

(6)V層出土遺物 ●lo～83の (第 109・ 110図 )
弥生土器 (810～818)810・ 811は甕形土器の口縁部である。812～816は壷形土器である。817は

支脚形土器である。818は紡錘車の未成品である。

土師器 (819～827)819・ 820は甕形土器の口縁部である。821は壼形土器の口縁部である。822・

823は甑形土器の把手部である。824・ 825は土釜の口縁部である。826は茶釜の底部である。827は土

釜の脚部である。

須恵器 (828～ 836)828～ 830は邦蓋である。831～833は邦身である。834・ 835は高台不である。

836は壷形土器の口縁部である。

837は緑釉陶器の皿である。

石製品 (838・ 839)

838は砥石と思われる。839は扁平片刃石斧と思われる。材質は結晶片岩である。

(7)その他・層位不明出土遺物 ●40～ 84か (第 112・ 113図 )
840は石鏃である。材質はサヌカイ トである。841は不明石器である。842は片刃石斧である。
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ま と め

刊Ocm

(S=1:2)

第113図  その他層位不明出土遺物実測図 (2)

5。 まとめ
本調査では弥生時代から中 。近世までの遺構と遺物を確認した。

層位 :本調査では、土層を12層確認した。以下、下層部より年代についてまとめを行う。

第�層～第Ⅵ層は無遺物層である。第Ⅶ層は土層観察よりAT火山灰と判明した。よって第Ⅷ層以

下は23,000年以前の雄積層である。第 V層は弥生土器と須恵器が出土していることより、古墳時代の

堆積層である。第Ⅳ層は須恵器と土師器が出土 していることより、古代～中世の堆積層である。第

Ⅲ層と第Ⅱ層からは弥生土器、土師器、陶磁器が出上していることより、中 。近世の堆積層である。

第 I層は現代の水田及び水田床土である。

今回の調査ではAT火山灰を検出した。AT火山灰は現在までに松山平野の中で本遺跡が位置す
る「桑原地区」から「釜ノロ地区」までにかけて確認されている。とくに今回確認した第Ⅵ層 。第

Ⅶ層 (AT火山灰)の堆積状況は、調査地南西300mに位置する束本遺跡4次調査で確認 した第Ⅳ層
～第Ⅵ層の土質と堆積状況が類似しており、第Ⅵ層 。第Ⅶ層のAT火山灰は1次堆積層と考えられる。
このことよりAT火山灰堆積後には広い範囲に安定した生活を行う土地があったと考えられる。また、

調査区北西部で検出した第�層はAT火山灰を切って堆積しておりAT火山灰堆積後の河川の氾濫
を示しているものであり、桑原地区の調査を行う上での良好な資料と言える。

弥生時代 :竪穴式住居址4棟、土坑6基、溝1条は全てが弥生時代中期末～終末期に時期比定される

ものである。これ等の遺構は、切り合いや出土遺物より3グループに分かれた。1段階は中期末～後

期初頭の S B7・ 8、 2段階は後期後葉の S B3・ 9、 3段階は S K15・ 16・ 18・ 28である。

また、竪穴式住居址は平面形態より円形と方形に大別できた。円形は1棟で直径9.2m、 面積66ド、

5基の主柱束 と貼床をもつ。一方、方形は3棟で規模には面積が7～ 8だ と19∬のものがあり、4基の主

柱穴と貼床をもつ。

出土物では、 S K15。 16か ら多量の土器が出土 している。 S B8で は炭化材が出上している。 SK
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15'16で は土坑検出面から基底部まで出上した。出土品は完形品はなく破片と河原石であった。よっ

て出土物は出土状況と遺存状況より順次廃棄したものと推察できる。 S B8で は土器の出土は甕形土

器と高邪形土器の完形品、石庖丁、作業石、それと炭化材と焼土が出上した。出土状況からは住居

の廃絶時に意図的に遺物を据えたものか、演化材と焼上の出土から火災にあったと推察できる。

古墳時代 :竪京式住居址6棟は切り合いや出土遺物から3グループに分かれた。第1段階は古墳時代

前期の S B6、 第2段階は古墳時代中期の SB1 2・ 5の 3棟、第3段階は古墳時代後期の S B4・ 10の 2棟

である。

住居形態は方形と長方形がある。方形住居 S Blの周壁溝は幅20cm～ 60cmと 広いものである。この

ように住居の床面に広い溝が巡るのは松山平野の中では弥生時代後期の束本遺跡4次調査 S B5と 筋

違遺跡 C遺跡 S B5の 2棟が報告されているが、現在までに古墳時代の住居は報告されていない。

出土物では、 S B2の床面より炭化材と完形の高邦形土器が正置の状態で出土している。出土状況

からS B2は、火災にあったか住居廃絶時の祭祀が行われた住居と考えられる。また周壁溝の南西部

が途切れる箇所があり出入口の可能性が考えられる。また、柱京内より高邦の脚部が出土しており、

ここでも柱の抜き取りによる祭祀が行われたと考えられる。

古代 :掘立柱建物と自然流路がある。 S Rlか らは多量の遺物が出土した。遺物には摩滅がみられ

ないため流れてきたのではなく、この場所に廃棄したものと考えられる。また、遺物の形態から大

きく7世紀後半と8世紀後半の2回の時期に廃棄が行われたと推測 される。出土遺物には焼け歪みのあ

る土器と鉄滓が多数出土 しており、周辺に鍛冶遺構と生産工房の存在が考えられる。また、遺物の

中に松山平野の中では稀少な硯4個体が出土しており、その1個体には使用痕が認められ使用された

硯である。このことから周辺には寺院や役所に関連する施設の存在も考えられ、今後周辺の調査に

は注目する遺跡である。

中世 :土坑20基、性格不明遺構3基がある。土坑には石組みを施すものがある。 S Klは形状より

井戸として使用された可能性が考えられる。他の上坑では土羨墓の可能性も考えられるが石の規則

性がなく乱れており出土遺物も明確でないため、今後の調査では化学分析も取り入れて解明を行いたい。

近世 :2基の柱穴内より古銭が出土した。桑原地区での古銭の出土例では樽味高木遺跡2次調査の

礫積琢と樽味高木遺跡4次調査 S X01がある。 S X01か らは10枚の寛永通賓を藁で束ねた絹銭が出土

している。本調査の S P146出土の古銭も束になって出上しており出土状況が類似する。

自然科学分析 iSB2・ 8、 S K20出土の木炭について樹種同定を行った。 S B2は シャシャンボ、

S B8、 S K20は コナラ属アカガシ亜属であった。 S B2・ 8は住居の施設材、 S K20は廃棄材と考え

られる。
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遺 構 一 覧

遺構・遺物一凡例一

(1)以下の表は遺物の計測値及び観察一覧である。

(2)各記載について

法  量  欄  ( ):復 元推定値。

形態 。施文欄  土器の各部位名称を略記。

例)口→口縁部、胴上→胴部上半、天→天丼部。

胎土 。焼成欄  胎土欄では混和剤を略記した。

例)砂→砂粒、長→長石、石→石英、密→精製土、金→金雲母。

( )内の数値は混和剤粒子の大きさを示す。

焼成欄の略記について。◎→良好、○→良、△→不良。

表 4 土坑一覧

1 竪穴式住居址一覧
竪 穴

(SB)
時  期 平面形

規  模
長さ×幅×深さ(m)
(長径 )(短径 )

主柱穴

(本 )

内 部 施 設
周壁溝 備 考

高床 土墳 炉 カマ

1 古  墳 方  形 5.30× 4.50× 0.08 O ○
SK2'3'29、 SD31こ切ら″しる。
粘床10cm

2 古  墳 方  形 4.94× 4.30× 0.22 4 ○ ○
3K4、 SXJこ切られる。SDlを規
る。貼床10cm 焼上、炭化物

3 弥  生 長 方 形 4.70× 4,00× 0.08 4 ○
SK18、 SXlに切られる。
貫占ラR8cm

4 古  墳 方  形 7.60× 7.30× 0.25 4
SB101こ切られる。
SK15。 23を切る。

5 古  墳 長 方 形 3.63)(3.12〉〈0.23 ○
SK6、 SB101こ切られる。
RR令芹切る^

6 古  墳 方  形 7.00× 6.00XO.22 ○ SB5・ 10、 SX3に切られる。

7 弥  生 長 方 形 3.00× 2.45× 0.10 4 員占ラR10cm

8 弥  生 円  形 9.20× 3.60× 0.30 5 ○
SB9、 SK7・ 19'25・ 26、カクラ
ンに妍られる。貼床12cm

9 弥  生 方  形 2.90× 2.80× 012 4
SK19に切ら才略。SB8お切る。
貼床10cm

古  墳 方  形 7.54× 6.40× 0.30 4 ○
SK9・ 10・ 14'271こ切ら″とる。
SB4・ 5'6、 SK28を切る。

2 ・ カマ ド

竪 穴

(SB)
時  期 炉 カマド 位  置 平面形

規  模
長さ×幅×深さ(m)

備  考

1 古  墳 ○ 北  壁 馬蹄形 1.20× 0.58× 0.24

3 柱建物址―

掘立
規 模

(間 )
方位

桁  行  長 梁  行  短 床面積

(請 )
時 期 備  考

棄長 (m) 実長 (m)

4× (1) 13.34 古 代 南側は消滅してい

る。

土 坑

(SK)
地 区 平面形 断面形

規  模
長さ×幅×深さ(m)

埋  土 出土遺物 時  期 備  考

1 Hll 円形 逆 台 形 0,83× 0.74)(0.44 培灰 褐 色 土 土師器 中世
SRlを切る。
有綿

2 H12・ G12 不定形
逆 台 形
(HHpあ bⅢ

1.42× 1.06XO.34 土列髄ブロッ
倣随

弥生土器・須恵器 中世以降 SBlを切る。
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土坑一覧

遺 構 一 覧

(2)

土 坑

(SK)
地区 平面形 断面形

規  模
長さ×幅×深さ(m)

埋  土 出土遺物 時 期 備  考

Gll'12 円  形 レンズ 107× 1.00× 0.24
噌 炊 褥 色 土
(黄色ブロック) 土  師  器 中世以降 SBlを切る。

4 E10。 11 不定形 皿 1.47× 1.20× 0,27 暗 灰 褐 色 土 弥生土器・須恵器 中  世 SB2を切る。

5 F10・ GlC 不定形 レンズ 2.55× 2.36× 0.22 暗 灰 褐 色 土 弥生土器・須恵器 中  世

6 C7・ 8 楕 円形 皿 2.41× 2.36X015 暗 灰 褐 色 土 弥生土器・土師器 中  世 SB5を切る。

D5・ E5 不定形
形
め
台
賜
逆
仲 2.32X l.80× 0.25 暗 灰 褐 色 土 河原石(20～ 40cm) 中  世 SB8を切る。

8 C4・ D4 不定形
形
い
ムロ雌勒

逆
伸 2.27× 1 72XO.60 暗 灰 褐 色 土 弥生土器・須恵器 中  世

C5 楕円形 皿 1.16× 0,90× 0.08 暗 灰 褐 色 土 弥生土器・須恵器 中  世 SB4・ 10を切る。

C5。 6 不定形 皿 2.25Xl.72X O.18 暗 灰 褐 色 土 中  世 SB4・ 10を切る。

Bll 楕 円形 皿 1.26× 1.27× 0.09 暗 灰 褐 色 土 河原石(10～ 40cm) 中  世

D9 不定形
形
め育賜

匹
仲 2.47× 1.97× 0.55

嗜灰 褐 色 土
(芸争色猛此質;ハロッ刺 弥 生 土 器 中  世

SXlを切る。

E8・ F8 楕 円形 皿 1.60)く 1.10)く 0.07 暗 灰 褐 色 土 中  世 SDlを切る。

14 B6 方  形 逆台形 0.75× 0.54× 0。 15 暗 灰 褐 色 土 弥 生 土 器 中   世 SB10を切る。

D5 方  形 逆台形 1.87× 1.46× 0.43 褐  色  土 弥生土器 (多量 ) 弥生後期 SB41こ切られる。

C12 楕 円形 逆台形 1.48〉 (1.00× 0.25 暗 褐 色 土 弥生土器 (多量 ) 弥生後期 SD21こ切られる。

17 F4 円  形 逆台形 1.03× 0.81XO.20 暗 褐 色 土 弥生土器・土師器 古   墳

C9・ 10 不定形 レンズ 1,86× 1.35》〈0.14 黒 褐 色 土 弥 生 土 器 弥生後期
SXllこ切られる。
SB3を切る。

E4 方  形 逆台形 1,00× 0.97× 0.22
灰 褐 色 土
(艶ブロックイ昆) 河  原  石 中   世 SB9を切る。

20 Dll・ 12 楕円形 皿 077× 0.65× 0.07 暗 褐 色 土 弥 生 土 器 弥生後期 炭あり。

Hll 方  形 皿 1.26)(1.21× 0.20 暗 褐 色 土 弥生土器・須恵器 古   墳

G6・ H6 円  形 レンズ 1.30× 1.21× 0。 23 黒 褐 色 土 弥生土器・須恵器 古  墳 SRllこ切られる。

El 円  形 皿 0.90)(0.77〉く0.36 暗 灰 褐 色 土 弥生土器・須恵器 中  世

24 G10・ 11 不定形 皿 1,08× 1.04× 0.34 暗 褐 色 土 須 恵 器 古   墳

E5 方  形 逆台形 1.15× 0。 90× 0.27
土
Ｊ
色
混
褐灰
砂
暗
そ 弥 生 土 器 中  世 SK26に切られる。

E5 方  形 皿 0,91× 0.74)(0.10 暗 灰 褐 色 土 弥生土器・須恵器 中  世 SK25を切る。

B6・ C6 楕円形 舟底状 0,77× 0.60× 0.34 灰 褐 色 土 河  原  石 中  世 SB10を切る。

C・ D6 方  形 逆台形 2.13× 1.63X O.56 黒  色  土 弥 生 土 器 弥   生 SB4・ 101こ切られる。

G12 円  形 U字状 0,64〉く0.62XO,36 暗 灰 褐 色 土 中  世 SBlを切る。

溝

(SD)
地  区 断面形

規 模

長さ×幅×深さ(m)
埋  土 出土遺物 時 期 備  考

1 F7～ F12 皿 20.2× 0,70× 0.10 黒 褐 色 土 弥   生
SK13、 SB2、 SD2・ 3
1こ切られる。

C12～Fll 皿 15.3)(1.30× 0.05 暗灰褐色 土 SK16、 SDlを切る。

F12 レンズ 4.20× 100〉く0.07 暗灰褐色 土 SDl、 SBlを切る。
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表 石製品

出土遺物観察表

6 SRl ①層出土遺 上製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調   整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

1 支脚 残高 7.2 角部。
ナデ(指頭痕)
ハケロ風工具

黄灰白色
石・長(1～ 2)
金
◎

高不
８

０

径

一局

底

残

直線的な脚部は、端部手前で段
をもち開く。端部は丸味をもつ。

①ナデ

④ヨコナデ い
アけ］輯
色

色

橙

橙

石'長 (1～ 2)
金
◎

邪蓋
口径 (26.9)

残高 2.7

水平な天丼部からゆるやかに内湾して、口
縁部につづく。口縁端部手前でわずかに
外反する。端部はlL」字状に折り曲げ丸い。

∋回転ヘラケズⅢ
D回転ナデ

回転ナデ
灰黄白色

乳灰白色

彦・長 (1)

◎

4 郷身
口径 (10.9)

残高 4.4

口縁部はわずかに内傾し、端面
は凹面をなす。受部は外上方に
伸びる。

D回転ナデ
◎回転ヘラケズⅢ

回転ナデ
色

色

灰

灰

石・長(1～ 2)

◎

5 皿
口径 (23.8)

残高 29

外上方に伸びる口縁部は端部手
前でわずかに外反する。口端部
外面に凹みあり。

④回転ナデ
Dナデ

回転ナデ
灰白色

灰白色

石'長 (1～3)

○

郷
径

高

底

残
(9.4)
水平な底部から外上方に伸びる
体部。

④回転ナデ→ナデ

D回転糸切り
回転ナデ

灰色

灰色

長 (1)

◎

7 イ

４
９
８

径
高
径

口
器
底

水平な底部にわずかに内湾する
口縁部をもつ。口縁部は歪んで
ヽヽる。

④回転ナデ
Dナデ

回転ナデ
淡黄橙色

にぶい橙色

長 (1～ 3)
金
◎

茶釜
底径 (29,0)

残高 2.9

丸味をもつ底部に、外上方に立

ち上がる胴部。
延)指頭形整→ナデ

Θナデ
Dマメツ
Θナデ

にぶい橙褐色

にぶい橙褐色

石'長 (1～3)

◎
黒 斑

土釜 残高 5。3

口縁部外面に丸味をもつ三角形
状の凸帯を貼り付ける。

Θヨコナデ

⑩ナデ(指頭痕)
ナデ

灰褐 色
にぶい橙褐色

ド ぶぃ搭 想 名

一則
金
◎

石

10 土釜 残高 7.4 土釜の脚部。 ナデ 饉面Dナデ
にぶい橙色

にぶい橙色

石・長(1～ 3)
金
◎

婉
口径 (16.0)

残高 1.5

口端部はわずかに外反する。端
部は丸い。 施釉 比釉

⑫灰自色

③滋鸞嬰

密

◎
鰤９Ｃ後．鰤

婉
径

高

底

残
(8.1)

1.9
高台はわず力Wこ内湾し丸昧をもつ。施釉 施釉

⑦灰色

③訴鳥亀

密

◎

釉
後
投

緑
９Ｃ
猿

婉 残高 1.3 丸昧をもつ口端部。 施釉 施釉

り 余 日色

砂謹鸞盟

密

◎

釉
前
北

緑
９Ｃ
洛

甕 2.2)く 2.4 胴部の小片。軟質土器か? 脂子タタキ ハケ(11本/cm)
乳桃橙色

黒灰色

石・長 (1)

◎

紡錘車
径
孔径
厚さ

７

８

８

４

０

０
完形品。端部は丸味をもつ。 ナデ ナデ

茶色

茶色

石・長 (1)
密
◎

表7 SRl 出土遺笏観察

番号 器 種 残 存 材 質
法  量

備 考 図版

長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

石  鏃 完  形 サ ヌカイト 1.8 0.45 3.618

敲  石 結 晶 片 岩 130.2

砥  石 石英粗面岩? 7.8 4.3 230,7
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表8 SRl ①層出土遺物観察表 装身具

番号 器 種 残 存 材  質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

河ヽ 玉 完  形 ガ  ラ  ス 0.127

出土遺物観察表

SRl ②層出土遺物観察表 土製品 1

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

20 郭蓋
口径 (11.7)

残高 1.4

口縁部の端部外面にナデによる
面を作り右上りの刻目を施す。 回転ナデ 回転ナデ

青灰色

青灰色

密・石 (1)

◎

郷蓋
回径

器高

８

　

２

扁平な天丼部に宝珠のつまみが

付く。受部は下方に垂れかえり|ま
内傾し、端部は尖り気味である。

り 回転ナデ
Э回転ヘラケズリ
③回転ナデ

回転ナデ
暗緑灰色

灰色

石・長(1～2)

◎

自然釉

焼き歪み

郷蓋
口径

残高

０

１

笠状の天丼部のつまみは欠失し
ている。受部は水平に伸び、かえ
りは短く端部は尖り気味に丸い。

Э回転ヘラケズリ

0回転ナデ
Э回転ナデ→ナデ

D回転ナデ
淡青灰色

灰色

長 (1～ 2)

◎
院と歪み

邦蓋
口径 (9.1)

残高 2.1

かえりの端部は内傾し尖り気味
である。

α)回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ
回転ナデ

浅黄青灰色

灰色

密

◎

自然釉

焼き歪み

邦蓋
口径 (9.2)

残高 2.3

受部は水平に伸び、かえりは短く
尖り気味に丸い。 回転ナデ

Э回転ナデ→ナデ

D回転ナデ
灰黄色

灰黄色

密

◎

邦蓋

６

　
９

８

　
１

径

高
口
残

受部は水平に伸び、かえりは短く
尖り気味である。

⊂)回転ヘラケズリ
Θ回転ナデ

回転ナデ
色

色

灰

仄

石・長 (1)

◎

郷蓋
口径 (11.0)

残高 2.2

丸味をもつ天丼部。かえり1よ内傾
し端部は尖り気味で接地しない。

⊂訪回転ヘラケズリ
Θ回転ナデ

回転ナデ

掲灰 色
炎青 灰 色

に名

密

◎

自然釉

焼き歪み

27 郭蓋
口径 (8.5)

残高 2.2
かえりは短く、端部は丸い。

∋回転ナデ
③回転ナデ→ナデ
延D回転ナデ

Dナデ
③回転ナデ

俊灰黄色

灰色

密 (砂2.5)

◎

28 不蓋
径

高
口
残
(9.1)

25

受部は、下方に伸び端部は丸い。
かえりは垂直気味に接地し、端部
は尖り気味である。

○晰ヘラケルナデ
Θ回転ナデ

回転ナデ
灰黄色

灰黄色

酵・石。長(1)

◎

29 郷蓋
径

一局

口
残
(7.2)

1.5

低い天丼部にかえりは内傾し端
部は丸い。器壁はうすい。

⊂9回転ヘラケズリ
Θ回転ナデ

回転ナデ
天色・暗灰色

天色・暗灰色

密'長 (3.5)

◎
自然釉

イ蓋
口径 (10。9)

残高 1.4

水平に伸びる受部。かえりは垂直
気味に接地し端部は尖り気味で
ある。

回転ナデ

(一部ナデ)

回転ナデ

←部回転ナデ→ナ淵

俊灰黄色

羽灰色

石・長 (1)

◎

邦蓋
口径 (13.2)

残高 1.5

口縁部は屈曲して接地する。端
部は尖り気味に丸い。

回転ナデ

(一部回転ナデ→ナ労

回転ナデ

(一部回転ナデ→ナデ)

色

色

灰

灰

密

◎

郷蓋

つまみ径3.2
つまみ高0.5
残高 1.2

水平な天丼部に扁平なつまみが
付く。

整Dナデ
⊃回転ナデ
ス)回転ヘラケズリ

回転ナデ→ナデ

(一部ナデ)

灰赤褐色

灰褐色

石,長 (1～ 2)

◎

邦蓋

つまみ径2.4
つまみ高0.5
残高 1.5

水平な天丼部に扁平で中央部が
凸形のつまみ部。 練

蒙う回転ヘラケズi

回転ナデ
黄灰色

灰色

石・長(1～ 9)

◎

34 不蓋

つまみ径3.5
つまみ高1.2
残高 1.9

中央部が凹むつまみ部。
理のナデ

⊃ 回転ナデ
ナデ

青灰色・淡青灰色

青灰色

密'石 ,長 (1)

◎

添蓋

つまみ径1.9
つまみ高0.7
残高 13

中央部が凸形のつまみ部。 糾
殉 回転ヘラケズL

回転ナデ

(一部ナデ)

淡緑灰色

淡緑灰色

密・長 (1)

◎

郭蓋

つまみ径2.8
つまみ高0.5
残高 1.2

扁平なボタン状のつまみ部。 マメツ ナデ
灰黄色

黒灰色

石・長 (1)
△
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番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

邦身
口径 (11.8)

残高 5.8

立ち上がりとよ、内傾した後直立気
味に伸びる。受部は外上方に伸
び端部は丸い。

D回転ナデ
D回転ヘラケズ!

回転ナデ・ナデ
色

色

灰

灰

石・長(1～ 2)

○

郷身
口径 (11,7)

残高 3.5

立ち上がりは、内傾しわずかに外
反する。受部は外上方に伸び端
部は丸い。

]転ナデ 回転ナデ
灰自色

灰白色

石・長 (1)

◎

邦身
口径 (13.0)

残高 3.7

立ち上がりは内傾する。回端面
は内傾し凹面をもつ。受部は外
上方に伸び端部は丸い。

ヨ転ナデ 回転ナデ
色

色

灰

灰

石・長(1～ 3)

◎

邦身
口径 (12.3)

残高 3.1

立ち上がりは内傾し、直線的に伸
び太い。端部は丸い。受部は水
平に伸び端部は丸い。

回転ナデ 回転ナデ
色

色

灰

灰

石・長 (1)

◎
自然釉

41 邦身
口径 (12.9)

残高 31

立ち上がりは短く内傾しわずかに
外反する。端部は丸い。受部は水
平に伸び端部は尖り気味である。

回転ナデ 回転ナデ
色

色

灰

灰

石'長 (1～ 3)

◎

42 郷身
口径 (13.1)

残高 3.7

立ち上がり1よ内傾し端部は丸い。
受部は水平に伸び端部は丸い。

D回転ナデ
D回転ヘラケズリ

回転ナデ
色

色

灰

灰

石'長 (1～ 2)

◎

刀
仕 邦身

口径 (11.7)

残高 2.9

立ち上がりは内傾した後に直立
気味に伸びる。受部は水平に短
く伸び端部は丸い。

回転ナデ 回転ナデ
青灰色

青灰色

石,長 (1～2)

◎

44 邪

径
高
径

口
器
底

(9.4)

3.9

(7.0)

平底の底部より直線的に立ち上
がリロ縁部はわずかに外反する。
端部は丸い。

Э回転ナデ

D回転ヘラ切り→ナデ
回転ナデ

灰色

灰色

密

◎

45 邦
ａｖ　つ０

径

高
口
残

口縁部は内湾気味に立ち上がり
端部は尖り気味に丸い。 回転ナデ

Θ回転ナデ

廻)回転ナデ→ナデ
淡緑灰色

淡灰色

長 (1～ 5)

◎

46 婉
径

高
口
残

口縁部は外傾し端部は尖り気味
に丸い。体部に2本の沈線文を
施す。

◎回転ナデ

④回転ナデ→ナデ
回転ナデ

色

色

灰

灰

密

◎

47 不身
口径 (12.0)

残高 3.9

外傾する口縁部の端部は丸い

底部は焼歪み。
Θ回転ナデ

Θ回転ナデ→ナデ
回転ナデ

淡黄灰色

乎L灰色

石'長 (1～2)

○

48 坑
腑

径
高
径

口
器
底

「ハ」の字状に開く脚部の端面は
凹む。口縁部は外傾し端部は丸
い。体部に1条の沈線文。

回転ナデ

⑮台認婆
回転ナデ

色

色

灰

灰

密

◎

49 高台郷
底径 (10.4)

残高 1.8

「ハ」の字状に開く高台部は、端
部内面が接地する。

④回転ナデ

僅)回転ナデ'ナデ
回転ナデ

淡緑灰色

灰色

密.石 (1)長 (3)

○

50 高台JTN
底径 (10.2)

残高 2.1

直立気味に接地する高台部。端
部は平坦である。

④回転ナデ

Θ回転ナデ
回転ナデ

浅黄橙色

にぶい橙色

石・長(細粒～1)

△

高台不
底径 (10。 1)

残高 2.2

底部端に短い高台が付く。高台
接地面に1条の凹線。

④回転ナデ

◎綿質) 回転
ナデ
緑灰色

灰色

密

◎

高台不
底径 (12.0)

残高 3.2

底部端に直立気味の高台が付く。
体部は内湾気味に立ち上がる。 マメツ 回転ナデ

俊 蔭 色

乳黄灰色

洛 緒 名

S.長 (lu粒～1)

△

高台邦
底径 (11.0)

残高 30

短い高台が付く。体部は内湾気
味に立ち上がる。

④マメツ

D回転ナデサデ
D回転ナデ
D回転ナデ→ナデ

明灰色

灰色

密

○

高台不
径

高

底

残

「ハ」の字状に開く高台は端部
内面が接地し丸味をもつ。

④回転ナデ
◎回転ナデ.ナデ

回転ナデ

(一部ナデ)

淡青灰色

淡青灰色

密

◎

皿

回径 (12.4)
器高 1.9
底径 (10.6)

わずかに丸味をもつ底部に外上方
に立ち上がる口縁部。端部は丸い。

Э回転ナデ

④ヘラ切り→ナテ
D回転ナデ
Dナデ

淡灰黄色

淡灰黄色

密

○

SRl ②層出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

(2)

-115-



番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

高盤
基部径8.2

残高 4.4

「ハ」の字状に開く脚部に1条の
凹線が巡る。 マメツ

リ マメツ

召岳占霞rデ )
乳灰黄色

灰白色

密 (砂 )
△

57 高邦
口径 (13.3)

残高 5.1

婉形の邪部。口縁部はゆるやか
に外反し、端部は丸味をもつ。 回転ナデ・ナデ

恒Dナデ
④回転ナデ

淡緑灰色

淡緑灰色

密。長 (4)

①

58 甕
口径 (16.8)

残高 10.2

外反する口縁部。端部は上下に拡張される。
口縁部上位に8条 1組の波状文、下部に13
条1組の波状文、中位に2本の凸帯をもつ。

D回転ナデ
D自然釉付着不明

()自然釉付着不明

煙頚D回転ナデ

青灰色

青灰色

石・長 (1)

◎
自然�

59 甕
口径 (18.7)

残高 5.7

わずかに外反する口縁部。端部
外面下に1条の凸帯。外面にカキ
目を施す。

回転ナデ
Θ回転ナデ

煙説回転ナデ'ナデ
灰色

灰色

長 (1～ 2)

◎

60 甕
口径 (23.9)

残高 4.9
外反する口縁部。 回転ナデ 回転ナデ

色

色

自

白

灰

灰

石・長 (1)

◎

61 甕
口径 (33.4)

残高 3.3

外反する口縁部の端部は上方に
拡張される。外面に1条の凸帯と
波状文を施す。

回転ナデ 回転ナデ
嗜青灰色

嘗青灰色,灰色

石・長 (1)

◎

な
υ 甕

口径 (30.9)

残高 3.1

外反する口縁部の端部はわずか
に上方に拡張される。外面に1条
の凸帯と幅広の波状文を施す。

自然釉付着不明自然釉付着不明
灰色

灰色

石・長(1～2)

◎
自然利

Ｏ
υ
虔
υ 甕

口径 (19.0)

残高 6.1

外反する口縁部の端面はわずか
に凹む。 回転ナデ 回転ナデ

青灰色

青灰色・灰色

石・長(1～ 2)

◎

64 甕
口径 (16.7)

残高 3.6

外反する口縁部の端部は「コ」
の字状に丸味をもつ。 回転ナデ マメツ

淡黄灰白色

淡黄灰白色

石・長 (1)
△

65 甕
口径 (20.9)

残高 8.4

短く外反する口縁部は外方向に
肥厚され丸味をもつ。

Э回転ナデ
⑩平行夕舛・力絹

Θ回転ナデ

⑩タタキ桐胡文

灰色

灰色

石・長(1～ 4)

◎

66 壼

口径 (10.8)
君ξ拝承 24.5
底径 (13.7)

口縁部は外反し端部は内側に肥
厚される。胴部上位に1条の沈線。
底部には短い高台が水平に付く。

Θ⑩回転ナデ

◎ナデ
Θ⑪回転ナデ

Θナデ
暗灰緑色

灰色

石・長(1～ 3)

◎
自然刈

67 壺
径

高

底

残
(9.5)

11.7

高台は内側に面をもち、端部は凹
む。

D回転ヘラケズリ
(一部ナデ)
D回転ナデ

⑩回転ナデ

Θナデ
乳桃茶色

乳桃茶色

密・石,長 (1)

◎

68 重
口径 (23.1)

残高 4.8

外反する口縁部。端部は丸味を
もち下方に垂れる。

D回転ナデ
◎ハケ→カキロ

回転ナデ
灰色

灰黄白色

石・長(1～2)

○

69 亜

口径 (10.1)

残高 5,0

外傾し直線的に伸びる口縁部。
端部は尖り気味。外面中位に2条
の凸帯。下位に波状文を施す。

回転ナデ
D自然釉付着不明
9回転ナデ

灰色

黒灰色

密・長(4.5)

◎
自然釉

70 壺
底径 (13.6)

残高 2.6

短く「ハ」の字状に開く脚部。端
部内面が接地する。 回転ナデ ⑩ナデ'回転ナデ

淡黄橙色

乎L黄白色

百。長 (1)
△

71 長頸重
径

高

底

残

「ハ」の字状に開く高台部。端部
は内面が接地する。

⑩回転ヘラケズリ
(後一部ナデ)
④回転ナデ

ヨ転ナデ
淡青灰色

灰色

酢長(1～3)

◎
自然釉

平瓶 残高 3.1 頸部から月同部1こか1)ての/Jヽ片。
⑭回転ナデ
e自然釉付着不明

回転ナデ
⑭指頭痕
(指紋が残る)

黄灰色

明灰色

長 (1～ 3)

◎
自然釉

提瓶 残高 7.3 カギ状の把手をもつ。
⑩カキロ

回転ヘラケズリ
回転ナデ

指頭痕

色

色

灰

灰

野・石.長 (2～ 4)

◎
自然釉

74 器台 残高 3.9
端部は「コ」の字状に丸い。外面
に波状文を施す。 回転ナデ コ転ナデ

灰白色

灰白色

石。長(1～3)

◎

SRl ②層出土遺物観察表 上製品

出土遺物観察表
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番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整

色調
土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

器台 残高 5.3
外面に2条の凸帯と波状文を施す。

回転ナデ 回転ナデ
色

色

灰

灰

紫

青

密・長 (1)

◎
自然刈

76 郷

８
６
０

径
高
径

口
器
底

わずかに丸味をもつ底部。口縁
部は、外上方に立ち上がり端部
は丸い。

D回転ナデ
④回転ヘラケズリ
Dナデ

回転ナデ
にぶい橙色

橙色

密

◎

邦

口径 (132)
器高 1.4
底径 (10.6)

平坦な底部にわずかに外反する
口縁部。端部は尖り気味に丸い。

Dヨヨナデ

Dヘラ切り
Dヨコナデ

Dナデ
乳黄橙色

浅黄橙色

密

◎

郭
径

高

底

残

平坦な底部に内湾気味に立ち上
がる体部。

0ナデ(マメツ)

◎
;啓与え身首lり

ナデ
燈色.にぶい橙色

橙色

密

◎

邪
口径 (10.9)

残高 2.2

外上方に立ち上がる口縁部。日
端部は丸い。

ヨコナデ(マメツ)

指頭痕

ヨコナデ(マメツ)

指頭痕

橙色

浅黄橙色

密

○

80 郷 残高 2.7
外上方に短く立ち上がる口縁部。

ヨコナデ マメツ 浅黄橙色
密

○
ホ色塗形

皿

口径 (17.0)
器高 3.4
底径 (12.8)

外傾する口縁部の端部は丸い。
マメツ マメツ

浅黄橙色

灰白色

石'長 (1～ 2)

○

82 皿

口径 (138)
器高 1.8
底径 (11.2)

短く外反する口縁部。端部は尖
り気味である。

Θマメツ

煙)ヘラ切り→ナデ
回転ナデ

淡黄色

浅黄橙色

密

◎

83 高台不
径

高

底

残

底部端に短く伸びる高台部。端
部は丸味をもつ。

④ナデ

Θ奏軍
デマメツ 浅黄橙色.赤橙色

浅黄橙色

密

◎

84 邦
０

９

径

一局

底

残

わずかに丸味をもつ底部に外傾
する体部。

④ヨコナデ

に)ヘラ切り→ナデ
ヨヨナデ

陸色

残黄橙色

密

◎

85 高郷
口径 (16.2)

残高 4.2

外傾する邦部。端部は尖り気昧
に丸い。 マメツ マメツ

橙色

橙色

石。長(1～ 2)

○

86 高不
口径 (152)

残高 3.8

邦部。不端部はわずかに外反す
る。底部付近に段をもつ。

Dヨコナデ

Эマメツ
Θヨコナデ

Эナデ

色

色

瞳

陵

密

◎

87 壼
口径 (15.3)

残高 4.7

外反する口縁部。端部は肥厚さ

れ外方向に拡張される。 ナデ ナデ
色

色

橙

橙

密・石,長 (1)

◎

高邦
底径 (10.6)

残高 7.9

ラッパ状に開く脚部。端部は尖り
気味に丸い。

①ナデ
⑬ヨコナデ

υケズリ
エ具痕
Dヨコナデ

色

色

橙

橙

EF'長 (1～3)

金

89 甑 残高 4.5
厚みのある把手部。

ナデ ナデ

淡赤橙色
淡黄橙色

膳 名

石。長(1～ 2)

○
黒 斑

90 甕
口径 (500)

残高 12.6

外反する口縁部。外面下部に幅
広の断面三角形状の凸帯1条。

Θヨコナデ

⑩ナデ
マメツ

そこぷいrt― tョ
灰黄褐色

溝 善 緒 侮

石'長 (1～2)

◎

91 土釜
口径 (19.8)

残高 6.6

口縁端部の外面に断面三角形
状の凸帯を貼り付ける。

③ヨコナデ

Dナデ(指頭痕)
Dヨヨナデ

④ナデ
にぶい橙色

にぶい橙色

石。長(1～3)

◎
屎付着

92 土釜 残高 3.7

口縁外面に断面三角形状の凸
帯を貼り付ける。 ナデ

ヨコナデ

ナデ

にぶい褐色

にぶい橙色

石・長(1～2)

◎

∩
フ 皿

口径 (15.0)
器高 1.2
底径 (12.0)

短く外傾する口縁部。端部は尖
り気味に丸い。 マメツ マメツ

橙色

浅黄橙色,橙色

密

◎

SRl ②層出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表
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番号 器 種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内画)

土

成

胎

焼
備聘 図版

外 面 内 面

94 土釜 残高

脚部。
ナデ ⑩ ナデ 明褐色

百・長(1～ 2)

◎
煤付着

土釜 残高 75
脚部。

ナデ ⑩ ナデ にぶい橙色
百・長 (1)

◎
煤付着

瓦 ナ軍さ 2.2
平瓦。

(凸面 )

タタキ

(凹面 )

ナデ

灰色

暗灰色

石'長 (細粒～1)

◎

97 壺

つ
υ
　

Ａ
Ｖ

っ
け

　

刀
仕

径

高

底

残

短く直立する口縁部の端部は尖
り気味である。底部に高台接合
面が見られる。

マメツ マメツ

⑫乳白色

③箋異琶 密
8 C
奈良三彩

98 坑
径

高

底

残

円盤高台。中央部は接地しない。ヨコナデ

②指頭痕
ヨコナデ・ナテ

④灰色・灰茶色
D予し灰緑色

密

◎

9C後
緑 釉

99 婉
４
　
４

径

一局

底

残

水平に接地する円盤高台。
マメツ マメツ

④茶白色
D淡緑黄色

密
9C後
緑 釉

100 坑
径

高

底

残

垂直に伸びる短い高台。端部は
尖り気味である。

ヨヨナデ

⑩ ヘラケズリ
マメツ

④灰白色

砂淡灰緑色

密

◎

10C前

緑 釉

101 婉
４
　
５

径

高

底

残

円盤高台。 マメツ

①糸切り
マメツ

④茶白色
Э淡緑黄色

密 録 釉

102 塊
４
　
１

径

高

底

残

円盤高台。中央部がわずかに凹
む。

マメツ

⑬糸切り
マメツ

④茶白色

砂予し緑黄色
密 録 釉

＾
Ｖ 甕

口径 (27.1)

残高 2.2

短く伸びる口縁部。端面に1条の

凹線文。頸部に刻目凸帯文を施
す。

回転ナデ 回転ナデ
淡黄色

淡黄色

石・長 (1)
金
◎

雲 斑

104 甕
口径 (19.4)

残高 1.6

口端部を上方に拡張し端面に1
条の凹線文を施す。 ヨヨナデ ヨコナデ

にぶい橙色

にぶい橙色

石・長(1～2)

◎

105 甕
口径 (16.0)

残高 5.8

口端部を上方にわずかに拡張す
る。端面と頸部内面に1条の沈線
文を施す。

Θヨコナデ

⑩ナデ
Dヨコナデ

⑩ナデ
にぶい黄橙色

にぶい橙色

石。長 (1)

◎
黒 斑

106 甕
口径 (17.9)

残高 3.4

口縁端部はナデにより上方にわ
ずかに拡張される。

マメツ

(一部回転ナデ虜0
Θ回転ナデ
Dマメツ

赤橙色

にぶい赤橙窪

石。長 (1)
金
○

107 甕
８

８

径

高

底

残

平底の小さな底部。
ナデ上げ ナデ

にぶい橙色

にぶい責橙窪

石・長(1～ 3)
金
◎

108 壺
口径 (14.0)

残高 26

外反する口縁部はナデにより拡
張され端面|こ3条の凹線文を施す。ヨヨナデ ヨコナデ・ナデ

褐灰色.灰黄褐色

灰黄褐色

石・長(1～ 2)

◎

109 壺
口径 (17.1)

残高 21

外反する口縁部の端部は上下に
拡張され端面上部に竹管文、下
部にハケロエ具 |こよる刻目を施す。

Эヨコナデ

⑭ナデ(ハケ)
ヨコナデ

にぶい橙色

淡黄橙色

石・長(1～4)
金
◎
黒 J/1

110 壺
口径 (12.3)

残高 1.4

外反する口縁部は拡張され端面
|こ3条の凹線文を施す。 ⑮ヨコナデ ヨコナデ

場灰色・黒褐色
こぶい黄橙色

石・長(1～ 3)
金
◎

111 壺
口径 (13.9)

残高 3.9

口縁端部は拡張され端面に2条
の凹線と頸部に押圧された凸帯
を1条巡らす。

ヨコナデ ヨコナデ
こぶい橙色

こぶい橙色

石・長(1～ 3)

◎
黒 斑

重
口径 (18.3)

残高 4.2

外反する口縁部の端面に刻目を
施す。

Θヨヨナデ
◎ナデ

Θヨコナデ

◎ナデ
凋褐灰色

[ぶい橙色

石・長(1～ 3)
金
◎

SRl ②層出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表
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SRl ②層出土遺物観察表 土製品

表1l SRl ③層出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

(6)

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

上

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

つ
０ 壺

口径 (13.8)

残高 42

複合口縁の内傾する拡張部。口
端部は「コ」の字状に丸い。端面
はナデにより凹む。

ハケ(4～5本/cm)

色のココナデ

D冷朝作)
淡橙色

淡黄橙色

石・長(1～ 3)
金
◎

114 壷 残高
複合口縁の拡張部。外面に波状
文を施す。 ヨコナデ ナデ

色

色

橙

橙

石・長(1～ 4)
金
◎

115 董
回径 (11.0)

残高 2.3

直口口縁。外傾する口縁部の端
部は丸い。外面に細い沈線文と

斜線による山形文を施す。
ナデ

ミガキ

(ハケ少し残る)

色

色

橙

橙
密・長 (1)

◎

壷
径

高

底

残

平底。
″ヽケ(5貿沐/cm) マメツ

にぶい橙色

橙色

石・長(1～ 3)

○
黒 III

鉢 残高 4.0
短く外反する口縁部。

Θヨコナデ

◎け併休/耐
マメツ

こぶい橙色

こぶい橙色

石・長(1～ 3)

◎

118 鉢 残高 3.6
短く外反する口縁部。

マメツ マメツ
黒色

俊黄橙色

石・長(1～ 2)

○

表10 SRl ②層出土遺物観察表 石製品

番 号 器 種 残 存 材  質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

119 スクレイパ ー 完  形 サ ヌ カ イ ト 0.85 7.276

120 砥  石 石 英粗面 岩 ? 14.2

121 素  材 完 形 結 晶 片 岩 20.1 1.25

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整

色調
土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

122 不蓋
口径 (12.1)

残高 4.0

天丼部は丸味をもち、日縁部はわずかに

内傾し、端部は内傾する面をもつ。天丼
部と口縁部を分ける稜は断面三角形状。

の回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ
Dナデ
D回転ナデ

暗緑灰色・灰色

暗青灰色

密・長 (2)

◎
自然釉

123 雰蓋
口径 (11.9)

残高 3.8

口縁部はわずかに内湾し端部は
内傾する面をもち凹む。天丼部と
口縁部を分 1する稜は明瞭。

の回転ヘラケ卵,

Θ回転ナデ
回転ナデ

淡青灰色

青灰色

密・石。長(2)

◎

自然釉

焼き歪み

124 邦蓋
口径 (13.8)

残高 3.5

口縁部はわずかに内湾し端部は
尖り気味に丸い。

回転ナデ→

一部ナデ

回転ナデ→

一部ナデ

色

色

灰

灰

石・長(1～2)

◎

125 郷蓋
口径 (13.3)

残高 3,7

口縁部は内湾気味に外方向に

伸び端部は尖り気味に丸い。口

縁部を分ける稜は不明瞭。

電訪回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ
回転ナデ

淡緑灰色

灰色

酵。長(4.5)

◎

126 雰蓋
口径 (15.0)

残高 4.6

丸味のある天丼部に内湾する口

縁部端部は丸い。
α)回転ヘラケズリ

Θ堅箪示

Э回転ナデ→ナデ

Θ回転ナデ
灰色

灰色

石・長(1～ 3)

◎
自然釉

127 不蓋
口径 (14.2)

残高 3.2

口縁部はわずかに内湾し端部は
丸い。端部外面に面取りを行い
刻目を施す。

D回転ヘラケズリ
→ナデ
ロ)回転ナデ→ナデ

回転ナデ
色

色

灰

灰

淡

淡

長 (1～ 3)

◎

128 郷蓋
口径 (152)

器高 41

天丼部はわずかに平坦面をもち
口縁部は内湾し端部は尖り気味
に丸い。

D回転ヘラケズリ

D回転ナデ
○回転ナデ→ナデ

Θ回転ナデ

色

色

灰

灰

石。長(1～4)

◎
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番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整

色調
(外面)

(内面〕

生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

邦蓋
口径 (14.1)

残高 2.2

内湾する口縁部。端部内面に段
をもち先細りする。 回転ナデ 回転ナデ

淡紫黒色

嗜赤灰色,赤灰色

密

◎

邦蓋 残高 1.6
丸味をもつ天丼部。外面に短い

沈線 (ヘラ記号 ?)。 回転ナデ(マメツ) ナデ
淡黄灰色

黄灰色

密

○
ヘラ記号

邦蓋
口径

器高

つ
Ｏ
　
Ａ
Ｖ

０

　

４

天丼部は丸味をもち口縁部は内
湾し端部は丸い。

Э臀:|【
';り

D回転げ(マメ功
回転ナデ(マメツ)

乳灰色

乳灰黄色

石。長(1～5)

△

郷蓋
口径 (10.5)

残高 3.0

口縁部は内湾し端部は丸い。 回転ナデ
→一部ナデ

回転ナデ
渋灰黄色

明灰色

密

◎
雪然釉

蓋

つまみ径3.2
つまみ高0。 9
残高 3.0

丸い天丼部に中央が凹むつまみ
が付く。

鐙)ナデ

Э留肇了饗
回転ナデ・ナデ

灰白色

灰白色

石・長 (1)

◎
ヨ然釉

134 邦蓋

ロイ垂 7.5
つまみ径1.2
つまみ高0.8
署ξ干慧  3.4

笠状の天丼部に乳頭状のつまみ
が付く。かえりは内傾する。 縮 荒

D回転ナデ
回転ナデ

浅黄灰色
にぶい橙色

濃 音 鷹 白 名

石。長 (1)

○
完き歪み

郷蓋

回径と 7.6
つまみ径1.0
つまみ高0.8
暑辞下霊  3.2

笠状の天丼部に中央が突出する
つまみが付く。 刺

デ労”蚊
回転ナデ

青灰色

青灰色

石'長 (1～ 2)

◎
先き歪み

郷蓋
径

一局

口
残

受部は水平に伸びかえりは短く
端部は尖り気味。 回転ナデ 回転ナデ

灰色

灰色

石・長 (1)

◎

邦蓋
口径 (9,0)

残高 1.8

かえりはわずかに内傾し、端部は
尖り気味である。

の回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ
回転ナデ

灰色

灰色

石・長 (1)

○

邦蓋
径

高
口
残

天丼部は丸味をもちつまみ部は

欠失している。かえり|ま直立し接
地し端部は尖り気味である。

回転ナデ 回転ナデ
灰黄色

灰黄色

石・長(1～ 2)

○

邦蓋

口径   9.6
つまみ径16
つまみ高1.1
号ξ荏き  3.6

天丼部は丸味をもち、中央部が
突出するつまみが付く。かえりは
内傾し、端部は尖り気味である。

り 回転ナデ
恋)回転ヘラケズリ
の回転ナデ

回転ナデ
灰白色

灰白色

石・長 (1)

◎
自然�

140 不蓋
６
　
０

径

高
口
残

扁平な天丼部のつまみは欠失す
る。かえりはわずかに外反し端部
は丸い。

Э絲 )

Θ回転ナデ
回転ナデ

灰色

灰白色

石・長 (1)

◎
自然刈

141 邦蓋
口径 (11.4)

残高 1.8

低い天丼部。かえりは直立気味
に接地し端部は尖り気味。

露)回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ
回転ナデ

オリーブ灰色

灰白色

石。長 (1)

◎

刀
壮 郷蓋

口径 (7.6)

残高 1.9

かえりは短く内傾する。 α)回転ヘラケズリ
Θ回転ナデ

回転ナデ
暗灰色

灰色

石・長(1～ 2)

◎

ガ
■ 郷蓋

径

高
口
残
(7.4)

■4

受部は下方に垂れ、かえりはわず
かに内傾し端部は尖る。

C)回転ヘラケズリ
Θ回転ナデ

回転ナデ 庭
随

石。長 (1)

○

144 郷蓋
つまみ径2.1

残高 29

丸味をもつ天丼部に中央部が突
出するつまみが付く。

《遷豆》ナデ,回転ナデ

回転ナデ
回転ナデ

赤灰色

灰赤色

長 (1)

◎

145 郷蓋
口径 (15,9)

残高 2.1

低い天丼部のつまみは欠失して
いる。口縁部は短く屈曲し、端部
は尖り気味。

に)回転ヘラケズリ
Θ回転ナデ

D回転ナデ→ナデ

Θ回転ナデ
灰自色

灰自色

石。長 (1)

○

146 郷蓋
口径 (18.6)

残高 1,1

低い天丼部。口縁部はわずかに
屈曲し丸い。 回転ナデ

蓋)回転ナデ→ナデ

③回転ナデ
灰白色

灰白色

石。長 (1)

○

147 郭蓋
口径 (17.8)

残高 1.5

回縁部はわずかに屈曲し丸い。
ナデ ナデ

オリーブ灰色

オリーブ灰色

石・長 (1)
△

SRl ③層出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表
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番号 器 種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

148 邦蓋

つまみ径2.5
つまみ高0,7
残高 1.7

水平な天丼部に中央部が凹むつ

まみが付く。
墾⊃ナデ
回転ナデ
ゐ回転ナデ

回転ナデ→ナデ
緑灰色

緑灰色

石'長 (1～ 2)

◎

149 郷蓋

つまみ径2.6
つまみ高0.7
残高 1.5

平坦な天丼部に中央部がわずか
に突出するつまみが付く。 回転ナデ ナデ

灰白色

灰白色

石。長 (1)

◎

邦蓋
口径 (22.8)

残高 2.5

水平な天丼部から大きく屈曲す
る口縁部。

のマメツ

Θ回転ナデ
マメツ

灰白色

灰白色

石・長 (1)
△

郷蓋
口径 (26.2)

残高 2.3

低い天丼部にわずかに屈曲して
接地する口縁部。端部は丸い。

○回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ
回転ナデ

乳白色

乳白色

長 (1)

O

不身
口径 (11.7)

残高 3.9

短く外上方に伸びる受部。立ち
上がりはわずかに外反気味に内
傾し、端面は内傾する。

Θ回転ナデ

建)回転ヘラケズリ
回転ナデ

色

色

灰

灰

E・長(1～ 3.5)

○

不身
口径 (11.8)

残高 4.2

受部は短く、外上方に伸びる。立
ち上がりは直線的に伸び端面は
内傾し凹む。

D回転ナデ

D回転ヘラケズリ
回転ナデ

青灰色・灰色

青灰色

静石・長(1)

◎

郷身
口径 (12.2)

残高 3.4

受部は短く水平に伸び、立ち上
がりは内傾し端部は先細りである。回転ナデ 回転ナデ

淡緑灰色・緑灰色

淡緑灰色

石'長 (1～ 3)

◎

郷身
口径 (11.4)

残高 2,9

受部は短く水平に伸び立ち上が

りは内傾する。端部は肉傾する

面をもつ。

Э回転ナデ

D回転ナデ→ナデ
回転ナデ

青灰色,灰色

青灰色

密

◎

156 郷身
口径 (13.5)

残高 3.3

受部は短く水平に伸びる。立ち
上がり1ま直線的に伸び端部は先
細りで丸い。

Θ回転ナデ

◎回転ヘラケズリ
回転ナデ

灰色

炎灰色

密・石 (1)

◎

157 郷身
口径 (13.4)

残高 3,8

受部は外上方に伸びる。立ち上
がりは外反気味に内傾し端部は
尖る。

Θ回転ナデ

Θ回転ヘラケ卵)
回転ナデ

灰色

淡紫灰色

石・長(1～ 4)

○
自然釉

158 郷身
口径 (11.7)

残高 3.1

受部は水平に伸びる。立ち上が
りは内傾し端部は先細り。

Θ回転ナデ
→一部ナデ
嘔)回転ヘラケズリ

回転ナデ
乳灰色

乳灰色
密・長 (1)

○

159 不身
口径 (12.0)

残高 3.0

受部は短く水平に伸びる。立ち
上がりは内傾し端部は先細りで

丸い。

Θ回転ナデ

嘔訪回転ヘラケズリ
回転ナデ

灰色

灰色

静石・長(2)

◎

160 郷身
口径 (12.8)

残高 3.6

受部は短く水平に伸びる。立ち
上がりは短く内傾する。

Θ回転ナデ

嘔)回転ヘラケ抑,
回転ナデ

明褐灰色

明褐灰色

密・砂(25)

○

161 郷身
口径 (11.3)

残高 2,8

受部は短く丸い。立ち上がり1よ内
傾しわずかに外反する。端部は
先細りする。

回転ナデ 回転ナデ 庭
随

密

◎
院き歪み

162 郷身

口径 (13.1)
器高 3.3
底径 (8.9)

受部は水平に伸びる。立ち上が

りは内傾し端音日よ尖り気味である。
Э回転ナデ

Θ回転ヘラケズリ
Э回転ナデ

Θ回転ナデ→ナデ

色灰

色

青

灰

石・長(1～2)

◎

不身
口径 (123)

残高 2.6

受部は水平に伸びる。立ち上が
りは内傾する。

Θ回転ナデ

Θ回転ヘラケ利
回転ナデ

色

色

自

白

灰

灰
百'長 (1～ 3)

△
自然刑

164 郷身
口径 (14.1)

残高 3.3

受部は水平に伸び尖り気味であ
る。立ち上がりは直立し端部は先
細り。

Θ回転ナデ

嘔訪回転ヘラケズリ
○回転ナデ

Θ回転ナデ→ナデ

色

色

灰

灰

淡

淡

石・長(1～ 2)

○

165 邦身 残高 3.3
受部は外上方に伸び端部は丸い。Θ回転ナデ

に9回転ヘラケズリ
回転ナデ

色

色

灰

灰

淡

石・長 (1)

◎

166 郷身

口径 95
器高 3.7
底径 6.0

完形品。扁平な底部。立ち上がり
は短く内傾する。

⑦回転ナデ
D回転ヘラケズリ
→ナデ

Э回転ナデ

D回転ナデ→ナデ 色
色

灰

灰

明

石。長 (1)

◎

自然釉

焼き歪み

SRl ③層出上遺物観察表 上製品

出土遺物観察表
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番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整

色調
(外面)

(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

167 郭身

つ
υ

ａ
ｖ

・ｎ
ｖ

９

３

４

径
高
径

口
器
底

扁平な底部。わずかに残る受部。
立ち上がりは短く、内傾する。

9回転ナデ
D回転ナデ→ナデ
ナデ

回転ナデ
色

色

灰

灰

石・長(1～2)

○
焼き歪み

郷身
径

高
口
残
(9.0)

3.2

受部は短く上方に伸び、立ち上

がりは内傾し短い。
D回転ナデ
回転ナデ→ナデ
D随ヘラケ刑サデ

回転ナデ
色

色

灰

灰

石・長(1～3)

◎

郭

４

０

３

８

３

５

径
高
径

口
器
底

丸味をもつ底部。口縁部はわず
かに外反する。端部は丸い。

D回転ナデ
⑪ナデ

回転ナデ(一部ナ分
色

色

灰

灰

密

◎

自然釉

焼き歪み

添

Ｅ
υ
・
ｒ
Ｕ
・
０
０

９

３

５

径
高
径

口
器
底

丸味をもつ底部。口縁部はわず
かに外反する。

D回転ナデ
◎釉付着の為不明

回転ナデ
灰赤色

灰黄色

密

◎
自然釉

郷

６

１

３

９

４

７

径
高
径

口
器
底

不安定な底部。口縁部は直線的

に伸び端部は丸い。
D回転ナデ
⑮回転ヘラ枡リサデ

回転ナデ
青灰色

青灰色

密

◎
自然釉

172 邪

口径 (10.4)
器高 3.7
底径 (7.6)

丸味をもつ底部。口縁部はわず
かに外反する。端部は丸い。

D回転ナデ
◎ナデ

回転ナデ
色

色

灰

灰

密

○

邦

口径 (10.6)
器高 4.6
底径 (7.2)

丸味をもつ底部。口縁部は直線

的に伸び端部は丸い。
D回締デ←部ナ刃
◎回転ヘラ枡リサデ

回転ナデ
色

色

灰

灰

長 (1)

◎

ヘラ記号

焼き歪み

174 郭

口径 (10.5)
器高 (7.9)
底4垂  3.5

口縁部は内湾気味に伸び端部

は丸い。
D回転ナデ→ナデ

◎回転ナデlψ叫
Θ回転ナデ

Θナデ
灰黄白色

灰黄白色

石・長(1～2)

◎
自然釉

邦

口径 (10.2)
器高 3.0
底径 7.0

扁平な底部。口縁部はわずかに

外反し、端部は丸い。
D回転ナデ
D晰ヘラ切,サデ

回転ナデ
色

色

灰

灰

青

石・長 (1)

◎

邦
口径 (10.3)

残高 3.6

直立する口縁部の端部は丸い

外面に2条の凹線。
③回転ナデ

Dナデ
回転ナデ

培緑灰色

嗜緑灰色

密・石(25)

◎

邦

径
高
径

口
器
底

(9.8)

33
(7.4)

直線的に伸びる口縁部。端部は
尖り気味である。外面底部付近
に1条の凹線。

マメツ マメツ
灰白色

淡黄灰色

密・長 (2)
△

邦

口径 (12.2)
器高 2.7
底径 (7.7)

内湾気味に伸びる口縁部。端部

は丸い。 マメツ マメツ
淡黄灰白色

淡黄灰白色

密

△

179 添
口径 (13.4)

残高 (3.0)

内湾気味に広がる口縁部。端部

は丸い。
マメツ

(一部回転ナデ)

マメツ

(一部回転ナデ)

淡黄灰白色

淡黄灰白色

密

△

邦

口径 (12.5)
器高 36
底径 (7.3)

外傾する口縁部。端部は尖り気

味に丸い。
D回転ナデ
D回椰剃〕サデ

回転ナデ
乳灰色

乳灰色

密

△

郷

口径 (13.0)
底径 (8.5)
残高 3.2

外傾する口縁部。端部は丸い。 D聞冨
Dナデ

回転ナデ
淡灰色

淡灰色

石。長 (1)

◎

邦
底径 (9.6)

残高 2,7

丸味をもつ底部。 Dマメツ
Dマメツ(ヘラ切け

マメツ
淡黄灰色

灰白色

石 。長 (1)
△
硫き歪み

高台邦

口径 (15.4)
器高 4.6
底径 (10.0)

「ハ」の字状に広がる高台。内湾
気味に立ち上がる口縁部の端部
は丸い。

Θ回転ナデ

Dマメツ
D回転ナデ
Dナデ

灰白色

灰白色

石・長 (～ 1)

△

高台邦

口径 (14.6)
器高 3.5
底径 (10.4)

「ハ」の字状に水平に接地する
高台。口縁部は内湾気味に立ち
上がり端部は丸い。

D回転ナデ
⑧回転ナデサデ

回転ナデ
青灰色

灰色

石。長(～ 1)

◎

185 高台JTN
口径 (15.4)
器高 5.8
底径 (10.4)

丸味をもつ高台。口縁部は直線

的に伸び端部は丸い。 回転ナデ 回転ナデ
にぶい橙色

にぶい橙色

密

△

SRl ③層出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表
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番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整

色調
土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

186 高台不
底径 (10.2)

残高 3.8

短く水平に接地する高台。 ④回転ナデ
D回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ
灰白色

灰白色

密

◎

187 高台邦
径

高

底

残
(9.6)

2.1

丸味をもつ高台。
④回転ナデ
Dナデ

回転ナデ(一部ナガ
色

色

白

灰

灰

密

◎

高台不
底径 (12.7)

残高 2.1

「ハ」の字状にわずかに広がる高台。

端面は凹む。 回転ナデ 回転ナデ
灰白色

灰白色

密

◎

189 高台邦

口径 (12.2)
器高 6.0
底径 (9.2)

高台端面は内傾する。口縁部は

直線的に立ち上がり、端部は先
細りで丸い。

マメツ マメツ
灰白色

灰白色

密

△

190 郷
口径 (16.1)

残高 5,7

外傾する口縁部。端部は丸い。
回転ナデ 回転ナデ

灰褐色

褐灰色

石・長 (1)

◎

191 高台JTh
３

６

９

１

径
高
底
残

「ハ」の字状の高台。 ④回転ナデ
D路巧

回転ナデ・ナデ
灰色

灰色

密・石・長(2)

◎

192 高台JTN
９
　
２

径

高

底

残

高台端面は外傾し凹む。 ④回転ナデ

④回転ヘラ切リサラ
回転ナデ

灰臼色

灰色

石・長(～ 1)

◎

193 高台郷
底径 (114)

残高 3.2

直線的に伸びる高台の端部は丸
|｀ 。

マメツ マメツ
灰白色

灰白色

百。長 (1)
△

高台邦
底径 (8.8)

残高 2.1

高台端部は「コ」の字状に丸い。④回転ナデ
◎昌簗み漏

回転ナデ
色

色

白

灰

灰

密

◎

195 高台折
圧ミ雀と  9,9

残高 1.6

高台端面は内傾し凹む。底部外

面に輪状の線刻がある。
④回転ナデ

厄)回転ナデ'ナデ
回転ナデ・ナデ

褐灰色1にぶい橙色

灰褐色

長 (1)

○

196 高邦 残 高 4.2
邪部。外面に1条の凹線文と波

状文を施す。
璽り回転ナデ

Φ 回転ヘラケズリ
① 回転ナデ

Cここ)釉‖着の為不珊

色

色

灰

灰

石・長(～ 1)

◎
自然釉

高郭

０

１

８

４

径

高

底

残

脚部片。端部は内傾し尖り気味

である。長方形の透かし。 回転ナデ 回転ナデ
色

色

一人
一人

石・長(～ 1)

◎
自然釉

高邦

口径 (14.8)
器高 12.1
底径 (9.6)

脚部は外反し、端部は先細りで
丸い。柱部中位に1条の凹線。口

縁部は焼け歪み。
回転ナデ

D固樹デ←部ナ労
⑩回転ナデ
(し 1ゴリ痕)

色

色

一人

灰

石・長(～ 1)

◎

自然釉

焼き歪み

199 高不
９
４

径

高

底

残

「ハ」の字状に開く脚部。端部は
尖り気味で端面は内傾する。脚
上位に3方向の円孔。

ヨ転ナデ 回転ナデ
灰黄色

天色・灰黄色

密

◎

200 高郷
底径 (12.5)

残高 1.6

脚部片。端部手前に段をもつ。
EH3転ナデ 回転ナデ

オリーブ灰色

オリーブ灰色

密

◎

201 高邪
底径 (10.3)

残高 7.0

外反する脚部。端部はナデにより
下方に拡張し接地する。端部は
丸い。

回転ナデ ]転ナデ(しばり痕)
灰色

灰色

密

◎

202 高郷
底径 (10.5)

残高 7.5

外反する脚部。端部はナデイこより

下方に拡張し接地する。 回転ナデ
Э回材デ←部ナ司
⑩回転ナデ

灰自色

灰白色

石・長(～ 1)

◎

高郭

３

　
８

９

　
４

径

高

底

残

外反する脚部。端部はナデにより
下方に拡張し尖り気味である。
中位に凹線1条。

回転ナデ 回転ナデ(しばり痕)
灰白色

灰白色

密

○

204 高邦
７

４

径

高

底

残

低脚。裾部は大きく外反し、端面

は凹む。 マメツ マメツ
灰自色

灰白色

密・石 (2)
△

SRl ③層出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表
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番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調   整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

205 高邪
底径 (9,0)

残高 1.7

外反する脚部。低脚。
マメツ マメツ

色

色

自

白

灰

灰

密

△

206 高郷 残高 5.5
柱部。中位に縦方向の然 の沈線。

(記号 ?) ]転ナデ Э
ナデ

D回転ナデ
灰白色

灰白色

石・長(～ 1)

◎
靱
端

207 高邪 残高 4.9
柱部。中位とこ2条の凹線。

回転ナデ 回転ナデ
色

色

自

白

一人

灰

密

◎
自然釉

208 高イ 残高 4.3
郭部から柱部。

回転ナデ
Э回転ナデ

⑩しばり痕
天白色・灰色

灰白色

石・長 (～ 1)
金
○

209 高不 残高 4.9
脚部片。

マメツ マメツ
色

色

白

自

灰

灰

密

△

皿

口径 (16.8)
器高 1.3
底径 (14.9)

短く外傾する口縁部。端部は丸い。④回転ナデ
D回転ナデ→ナデ

④回転ナデ

に動回転ナデ→ナデ
淡緑灰色

淡緑灰色

密'長 (1.5)

◎
自然釉

皿

口径 (16.2)
器高 1.5
底径 (13.6)

短く外傾する口縁部。端部は丸い。④回転ナデ位メ朔

◎ナデ(マメツ)

④回転ナデ

Θ回転ナデ→ナデ
淡黄灰白色

淡黄灰白色

石・長(1～ 3)

○

212 皿

口径 (24.1)
器高 2.1
底径 (22,0)

短く内湾気味に立ち上がる口縁

部。端部は丸い。
④回転ナデ
◎晰ヘラケ利サデ

回転ナデ

ー部ナデ

灰色

灰黄色・灰色

密・長 (2)

◎

甕
口径 (22.2)

残高 6.7

外反する口縁部。端部は、上下

に肥厚させ丸くおさめる。
④釉付着の為不明

Θカキ]伸～mホ/h‖
C)釉付着の為不明

◎回転ナデ
色

色

灰

灰

石・長(1～3)

◎
自然釉

甕
口径 (21.0)

残高 3.0

外反する口縁部。
回転ナデ 回転ナデ

色

色

灰

灰

石,長 (～ 15)

◎

甕
口径 (18.0)

残高 3.4

外反する口縁部。端部は、上下

に肥厚させる。
④回転ナデ

僅Эカキロ0本/m)
回転ナデ

色

色

灰

灰

石・長(～ 1)

◎

甕
口径 (17.2)

残高 3.5

外反する口縁部。端部は丸い。
回転ナデ 回転ナデ

オリープ灰白色
オリーブ黒色

ナ iユ _ザ靡 白名

酢長(1～3)

△

217 甕
口径 (12.2)

残高 2.8

外反する口縁部。端部は丸い。
回転ナデ ]転ナデ

色

色

灰

灰

百・長(1～ 3)

◎

甕 残高 4.1
外反する口縁部。端部は肥厚さ
せ尖り気味である。外面に波状
文を施す。

回転ナデ ヨ転ナデ
暗灰色

オリーブ灰色

石。長(1～ 3)

◎

219 広口壷 残高 4.0
外反する口縁部。端部は「コ」の
字状である。外面とこ波状文を施す。回転ナデ 回転ナデ

オリーブ灰色

オリーブ灰色

石'長 (1～2)

○

220 壷
径

高
口
残
(7.2)

6.6

外反する口縁部。端部は尖り気味で

ある。口縁部外面に1条の凹線と5条
の波状文、肩部に刺突列点文を施す。

回転ナデ 回転ナデ(しばり痕)
灰白色

灰白色

石・長 (1)

○
自然釉

壺
４
　
５

径

高
口
残

外反する口縁部。端部は尖り気

昧に丸い。外面に波状文を施す。回転ナデ 回転ナデ
オリーブ灰白色

医白色

長 (1)
金
○

222 壷
径

高
口
残

直立気味に立ち上がる頸部に外

反する口縁部。 コ転ナデ 回転ナデ
色

色

灰

仄

長 (1)

◎

223 壺
口径 (11.4)

残高 3.1

大きく外反する短い口縁部。端

部は尖り気味に丸い。
③回転ナデ
⑮タタキ

Θ回転ナデ

◎ナデ・タタキ
灰色

灰色

密

◎

SRl ③層出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表
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番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調   整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内  面

224 短頸壼
８
　
４

径

高
口
残

短くタト傾する口縁部。端部は丸い。
回転ナデ 回転ナデ

青灰色

青灰色

石'長 (1～ 1.5)

◎
自然釉

225 長頸重
口径

残高

直立気味に開く回縁部。端部は
丸い。 回転ナデ

じ回転ナデ

°そし弔とり周
色

色

自

白

灰

灰

石。長 (1)

◎
自然釉

226 壷
口径 (13.9)

残高 5.1

短く外反する口縁部。 鬱 マメツ

DF争イ|タタ刊
D⑫マメツ

D稲慧験タタキ)
灰自色

灰白色

石'長 (1～ 1.5)

△

壼
口径 (12.7)

残高 3.8

外反する口縁部。端部はナデに
より上下に短く伸びる。 釉付着の為不明 回転ナデ

灰色

灰色

石・長(1～2)

◎
自然釉

短頸重
４
　
６

径

高
口
残

短く直立する口縁部の端部は尖
り気味に丸い。肩部に1条の凹線。回転ナデ 回転ナデ

仄白色,灰色

灰白色

石・長(1～3)

◎

229 短頸重
口径

残高

７

　

０

短く内傾する口縁部の端部は丸
い 。 回転ナデ 回転ナデ

灰色

灰色

密

◎ 自然釉

230 短頸重
６
　
０

径

高
口
残

短く直立する口縁部の端部は尖
り気味に丸い。 回転ナデ 回転ナデ

色

色

自

白

灰

灰

石・長 (1)

◎

短頸重
口径 (218)

残高 8.4

外傾する口縁部。端部は丸い
口縁中位に1条の凹線。

⑭ 回転ナデ

⑭話締高
D回転ナデ
Эマメツ
Dタタキ

灰白色

灰白色

長 (1～ 2)

△

壺 残高 2.6

口縁部小片。外面に細い波状文
を施す。 回転ナデ 回転ナデ

灰色

灰白色

密

◎

壷 残高 4.0

頸部から肩部までの小片。外面
に2条の凹線。凹線間に櫛歯状
工具による刺突列点文。

回転ナデ
EH3転ナデ

(しばり痕 )

緑灰色

青灰色

密。長 (1)

◎

234 壷 残高 4.6
小片。頸部に1条の凸帯。

回転ナデ EH3転ナデ
灰赤色

灰色

密

◎

壺 残高

小片。頸部下位に波状文を施す。
回転ナデ

カキロ12～ 13本 /cm)
回転ナデ

灰色

灰白色

百・長 (1)

◎
自然釉

236 壼 残高

肩の張る胴部。肩部に1条の凹線。
上位に櫛歯状工具による刺突列
点文を施す。

Φ 釉付着の為不明

唖3効キ!0■膵/c耐
EH3転ナデ

灰白色

青色色

長 (1)

◎
自然釉

壼 残高

胴部片。胴部最大径を胴中位に
取る。

の マメツ

の 回転ナデ→ナデ
耐 ヘラナデ

コ転ナデ
灰色

灰色

酢長(1～ 2)

◎
自然釉

238 壺 残高 12.2

肩の張る胴部。外面に他の須恵
器片が付着する。

⑭回転ナデ

D手持ちヘラケズリ
D回転ナデ
Dナデ

灰色

灰色

百・長(1～3)

◎
自然�

239 壼
径

高

底

残

「ハ」の字状の高台。端部は「コ」
の字状に丸く内側が接地する。
底部中央に二次的穿孔。

⑦諄銘帯
D回転ナデ

コ転ナデ
灰色

灰色

長 (1～ 2)

◎

240 壺
９

６

径

高

底

残

「ハ」の字状に開く高台が付く。
器壁は厚い。 回転ナデ 回転ナデ

灰色

灰白色

石・長 (1)

◎

241 壼
ガ士　Ｏυ

径

高

底

残

「ハ」の字状に開く高台は内側が
接地し端面は凹む。 回転ナデ 回転ナデ

色白

色

灰

灰

石・長 (1)

◎

242 長頸重
８

　
６

９

　
４

径

高

底

残

「ハ」の字状に開く短い高台は内
側が接地し端面は凹む。 D回転ナデ

D回転ナデサデ
ナデ

色白

色

灰

灰

石・長(1～2)

◎

SRl ③層出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

(7)

- 125-



番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

壷
径

高

底

残
(90 高台端部

は内側が接地し端面は
凹む。

D回転ナデ

D鰈 デ
回転ナデ

灰白色

灰自色

石。長 (1)

◎

244 長頸豆
８
　
４

径

高

底

残

短い高台の端面は凹む。 回転ナデ

回転ヘラケズリ
回転ナデ

灰色

灰色

石・長(1～ 2)

◎

245 脚付坑
１
２
８

径
高
径

口
器
底

直立する口縁部の端部は丸い。体
部中位に1条の凹線。脚部は「ハ」
の字状に開き、中央に太い凹線1条。

回転ナデ EHI転ナデ
灰色

灰色

石・長(1～2)

◎
焼き歪み

246 塊
口径 (12.4)

残高 7.5

わずかに内側する口縁部の端部
は丸い。体部中位に1条の凹線。

回転ナデ

回転ヘラケズリ
回転ナデ

灰自色

灰色

石・長(～ 1)

○

247 高台坑
径

高

底

残

「ハ」の字状に開く高台部は、水
平に接地する。

④ナデ

0'覗語み
回転ナデ

暗赤灰色,浅黄橙t

赤灰色

長 (～ 1.5)

○

248 平瓶
口径 (6.2)

器高 (13.4)

直線的に伸びる口縁部の端部は
丸い。

D◎回転ナデ
0回転ナデ→ナデ
D手持ちヘラケズリ

コ転ナデ
色

色

自

白

灰

灰

石・長(1～2)

◎

249 盟
口径 (9,3)

器高 11.5

段をもち大きく開く口縁部。底部
は扁平である。口縁部・頸部・】同
部に1条の凹線。穿孔はカギ状。

D◎回転ナデ
の回転ナカー部ナデ
D回転ヘラケズリ

ヨ転ナデ

(しばり痕 )

色

色

灰

灰

石'長 (1～3)

◎

壷 残高 4.3
小片。2条の凸帯と波状文を施す。

回転ナデ
回転ナデ

(指頭痕 )

色

色

灰

灰

石'長 (～ 1,5)

◎

提瓶 残高 3.3

カギ状の把手。
ナデ

回転ナデ

(指頭痕 )

灰色

紫灰色

百・長(～ 1)

◎
自然釉

器台
底径 (35.8)

残高 7.4

脚部片。端部は「コ」の字状に丸
い。外面に凹線と波状文を施す。

⑩回転ナデ

Эナデ'回転ナデ
回転ナデ

灰白色

灰白色

酢長(1～3)

◎

253 器台
底径 (23.3)

残高 5.8

朕I部片。端部は「コ」の字状に丸
い。外面に凹線と波状文を施す。回転ナデ 回転ナデ

色

色

灰

灰

石。長(1～2)

◎
自然釉

254 器台 残高 76
小片。外面に櫛描による山形の
波状文、凸帯、長方形と思われる
透かしを施す。

回転ナデ 回転ナデ
灰白色

灰白色

密
金
◎

255 器台 残高 3.5
脚部の小片。外面に刺突文、波
状文、凹線を施す。 EH3転ナデ 回転ナデ

色

色

自

白

灰

灰

長 (1)

◎

器台 残高 4.3

脚部の小片。外面に山形の波状
文を施す。 回転ナデ 回転ナデ

天白色

灰白色

石。長(1～2)
金
◎

257 邦 残高 0.7
小片。底部外面に4本のヘラ記号。不明

(一部回転ヘラケズリ)
ナデ・回転ナデ

炎黄灰色

俊灰色

石・長(1～ 3)

◎
ヘラ記号

硯
口径 (26.4)

残高 4.3

内堤は直立し端面は内傾し凹む。
硯部と脚部は別々に成作する。 回転ナデ 回転ナデ

天茶色,灰色

天茶色・灰色

密

◎

259 硯

口径 (16.2)
器高 7.6
底径 (18.8)

硯部と脚部は同時に作成する。硯面部
にナデによる内堤を作る。脚部は外反
し裾部がわずかに内湾し端部が凹む。

回転ナデ 回転ナデ
青灰色

青灰色

密

◎ 自然釉

260 硯

口径 (17.8)
器高 8.0
底径 (21,0)

硯部と脚部は同時に作成する。
脚部は外反し裾部がわずかに内
湾し端部が凹む。

ナデ

回転ナデ

ナデ

回転ナデ

色

色

灰

灰

密

◎

硯
底径 (20.0)

残高 6.6

外反し内湾する脚部。脚端部は
凹む。 回転ナデ 回転ナデ

色

色

灰

灰

密・石。長(1)

◎

SRl ③層出土遺物観察表 土製品
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番号 器 種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整

色調
上

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

262 壷
径

高
口
器

胴部最大径は中央部にもつ。口

縁部は直立し端部は内傾し凹む。
4方向にカギ状の把手。

ヨヨナデ
輛ケ
'キ

|卜体れ14]サ
'ナデ

タ舛→力朝体は/耐

D◎ヨコナデ
D同心円文タタキ

色

色

灰

灰

密

◎

263 甕
口径

残高

４

６

球形の胴部。口縁部は外傾し端
部手前でわずかに内湾する。端
部は丸い。

D回転ナデ
D平行タタキ・ カキ目

D回転ナデ
Dタタキ→ヨサテ
の同心円文タタキ

灰色

灰色

密

◎

264 高台競
径

高

底

残

短い高台が付く。端部は内側は
接地し、端面は凹む。 回転ナデ 回転ナデ

色

色

燈

燈

密

◎

265 高台皿 残高

先細りの高台が付く。
マメツ マメツ(ハクリ)

色

色

橙

橙

石'長 (1～2)

○

高台規
底径

残高

８

２

９

４

丸味をもつ高台。 ④マメツ

Dヨヨナデ(マメツ)
ナデ

乳黄橙色

橙色

長 (～ 1.5)

○

267 高台坑
口径 (14.8)

残高 6.1

外傾して伸びる口縁部。端部は
尖り気味である。 回転ナデ 回転ナデ

浅黄橙色

橙色

石・長(～ 1)

○

268 不 明
底径 (19.0)

残高 12

短い高台。端部は「コ」の字状に
丸い。内面にラセン状の暗文。

の回転ナデ

D:こ守:'i啄リ
マメツ(一部暗文)

色

色

橙

橙

石・長(～2)

○

269 郷

口径 (12.8)
器高 3.7
底径 (6.2)

内湾気味に立ち上がる口縁部。

端部は丸い。

げ
”
瑚

回
附

ヘ

Ｄ
④
Ｄ

D回転ナデ
D⑥けデ上げ

にぶい橙色

橙色

密
金
○
黒 斑

邦
径

高

底

残
(5.0

■8

平底の底部から内湾気味に立ち
上がる体部。 ナデ (マメツ) ナデ(マメツ)

こぶい橙色

七博色,にぶい橙色

密

○

郷
０
　
４

径

高

底

残

平底
④マメツ,コヨナデ

◎マメツ(板状痕)
マメツ(ヨヨナ刑

色色,浅黄橙色

陰色

密

○ 黒 斑

272 坑
径

高

底

残
(8.6)
円盤高台

マメツ マメツ
色

色

隆

瞳

密

◎

273 邦
口径 (15.5)

残高 3.3

丸味をもつ平底から内湾気味に
立ち上がる口縁部。口縁部の器
壁はうすい。

マメツ マメツ
曳黄橙色.淡橙色

曳黄橙色・淡橙色

密

○

274 皿

口径 (15.6)
器高 1.6
底径 (12.6)

短く伸びる口縁部。端部はわず
かに外反し尖り気味に細い。 ナデ(マメツ) ナデ

黄灰白色

橙色・浅黄橙色

密

○

275 皿

口径 (13.8)
器高 1.6
底径 (11.3)

平底の底部にわずかに外反する
回縁部。端部は丸い。

のマメツ
⑮ヘラケズリ

マメツ
乳橙色

完黄橙色・淡橙色

密

○

276 皿

口径 (13.6)
器高 1.5
底径 (10.8)

外傾する口縁部。端部は尖り気
味に丸い。 マメツ マメツ

浅黄橙色

浅黄橙色

密

○

277 皿

口径 (13.7)
器高 1.6
底径 (11.2)

短く外反する口縁部。端部は丸い。 0回転ナデ

D呼 刺 マメツ
橙色

淡黄色

密

○

278 郷 残高

ラセン状の暗文がごくわずかに残
る。 胡 キ (マメツ)

乳茶色

黒色

密,石・長(1)

◎

不 明 残高

ラセン状の暗文が残る。

手持ちヘラケズⅢナデ
暗茶橙色

暗茶橙色

菌,石・長(1)

◎

280 郷 残高 1.7
底部に格子状の沈線あり。

ナデ ナデ
黒色

暗茶色

雪・石・長(1)

◎

SRl ③層出土遺物観察表 土製品
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番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調   整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

281 不 明 残高 0.7
外面に線刻。ヘラ記号か?

マメツ ナデ (ミガキ?)
色

色

橙

橙

乳

乳

密,石・長(1～ 2)

◎

282 不明 残高 0.8
外面に線刻あり。 ヨコナデ

(ミガキ?)

ヨヨナデ

(ミガキ?)

嗜茶橙色

嗜茶橙色

密・石。長(1)

◎

283 筑
口径 (14.5)

残高 5.6

内湾する口縁部。端部は丸い。
マメツ

Dナデ

D暗文(ミガキ?)
浅黄橙色

浅黄橙色

石・長(1～2)
金
○

234 婉
口径 (12.2)

器高 4.7

丸底の底部より内湾して立ち上
がる。端部は尖り気味に丸い。

Dヨコナデ
④Oナデ
指頭痕

じヨコナデ
④にDI則とよるナテ
指頭痕

橙色

橙色

密
金
◎

285 婉
口径 (13.6)

残高 5.6

内湾する口縁部の端部は尖り気
味である。

Dココナデ(マメツ)
Dミカミ(マメツ)

リ キ(マメツ)
橙色

橙色

石。長(～2)

◎

286 婉
口径 (11.0)

器高 5.0

丸底の底部。口縁部は内湾し端
音焉は丸帝ヽ。

じ回転ナデ
DΘナデ
指頭痕

D回転ナデ
のに身丁寧なナデ
指頭痕

色

色

陸

隆

密

◎

287 婉
口径 (12.3)

残高 5。4

口縁端部は外反し尖り気味である。 D回転ナデ
Dマメツ(ハクリ)

マメツ(ハクリ)
橙色

淡橙色

密

○

288 高郷
口径 (17.5)

残高 5.8

郷部。段をもち外上方に内湾しな
がら伸び端部手前で外反する。
端部は丸い。

ヨコナデ(マメツ)

⑦督躙
ヨヨナデ

⑮ ナデ
橙色

橙色

石・長(～3)

◎

289 高邦
口径 (13.0)

残高 4.2

郷部。わずかに内湾し口縁部手
前で外反する。端部は丸い。 ヨコナデ(マメツ) ヨヨナデ

橙色,黄橙色

橙色

石'長 (1～ 2.5)

◎

290 高邪 残高 10,9

柱部。器壁は厚い。
マメツ

⑮ナデ(マメツ)

⑩ハケロ小口痕
橙色

橙色

石・長(1～4)

○

291 高邪
４

５

９

　
６

径

一品

底

残

柱部。裾部は屈曲して広がる。端
部は丸味をもち接地する。

延)ヨコナデ

ナデツ ケヽ
Dケ利しばり痕)
Эヨヨナデ

橙色

橙色

石・長(1～ 5)

◎

292 高邦 残高 7.7
柱部。裾部は屈曲する。

ナデ(ハケロ小回痕)
⑩ケ利しI鋤痕)
のココナデ

淡黄橙色

淡黄橙色

石'長 (1～ 3)
金
◎

甕
口径 (13.8)

残高 13.5

球形の胴部。口縁部は外上方に

短く伸び端部は「コ」の字状に丸
↓ヽ。

◎麺Dヨコナデ
マメツ

マメツ
明赤褐色

明赤褐色

石'長 (1～ 2)
金
○

294 甕
口径 (158)

残高 12,7

肩の張らない胴部。口縁部は外
反し短く伸びる。端部は丸い。 マメツ(ハケ)

Dヨコナデ

⑩′サは～休/cm)

にぶい橙色

にぶい橙色,褐灰色

石・長(1～ 3)
金
○

295 甕
口径 (22.8)

残高 5,6

外傾する口縁部。端部は水平な
面をもつ。

Dマメツ

Dマメツ(ハケ)
Θハケ俯本/cm)
⑭ヨコナデ

にぶい橙色

にぶい橙色

石,長 (1～ 3)多

◎

296 甕
口径 (20.3)

残高 7.0

外傾する口縁部。端面はナデに
より凹む。

り
Eヨ

ナ
桑フ舗

DおYЪ本/m)

動 ヨコナデ
Dけ 0～ 1休 /cln)
の,サ併iV耐サデ

に�鴫害酬瑣髄
にぶい糟色.褐灰色

石.長 (1～ 5)多

◎
黒 斑

297 甕
口径 (21.6)

残高 7.3

外傾する口縁部。端部は厚みを
もち「コ」の字状に丸い。

Dマメツ

Dマメツツヽケ
マメツ

橙色

にぶい黄橙色

石'長 (1～ 5)多

○

298 甕
口径 (26.2)

残高 9。2

短く外反する口縁部。端部は丸い。
Dヨコナデ

⑩
'サ

“

～7本 /cln)
Dヨコナデ

Dナデ(工具痕)
淡黄橙色

灰白色

石'長 (1～ 3)
金
○

299 甕
口径 (29。 2)

残高 7.0

外傾する口縁部。端部は尖り気
味に丸い。

Dマメツ(一部ナ労

Dマメツ(ハケ)
働マメツ(一部ナ分

⑩ナデ(マメツ)

渋黄橙色

渋黄橙色

石'長 (1～2.5)
赤色粒・金
◎
黒 斑

SRl ③層出土遺物観察表 土製品
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番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調   整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

300 甕
口径 (17.1)

残高 6.0

外傾する口縁部。端部は水平な

面を持ち凹む。 ヨコナデ(マメツ)
D認
のマメツ(一部ナデ)

灰黄橙色

灰黄褐色

石,長 (1～ 3)
赤色粒
◎
黒 ryI

甕
口径 24.6

署ξ拝尋 30.4

長胴で下半部がふくれる。口縁
部は外傾し端部は内側に肥厚さ
れる。

Dマメツ伸コナデ)
Dノウ僚本/cm)

Dハケ
延

"サ

→ナデ脚賊)

倣茶色・灰色

乳灰茶色,灰色

石・長(1～ 5)

◎

302 壺

４

　
９

９

　
３

径

高
回
残

外傾する口縁部。端部は尖り気
味である。

⊃⑬ヨサデ位メ剪

⑩マメツ
マメツ

橙色

黄橙色

密
金
○

壷
口径 (12.8)

残高 11.1

球形の胴部に外傾する日縁部。
端部は丸い。

⊃⑬ヨコナデ

D,サ (1～ 1琳/cn)

じヨコナデ
⑭指押え
のケズリ

淡黄色,灰白色

淡黄色・灰白色

石'長 (1～ 3)
石粒多
○
黒 斑

304 壷 残高 13.3

やや肩の張る胴部。
マメツ

① ヨコナデ

ナデ・指頭痕

橙色1にぶい黄橙色

にぶIⅢ黄橙色.にぶIヽ褐t

石・長(1～3)

○
黒 斑

鉢
口径 (183)

残高 21,8

丸い底部に内湾する胴部。口縁
部は短く直立し端部は丸い。注
口をもつ。

マメツ

(一部ヨコチデエ具に筋ナ月

Θ廻⊃マメツ

の ナデ'指頭痕

淡黄橙色,淡赤橙色

にぶい黄橙色

石・長(1～5)
金
○
黒 斑

306 鉢
径

高
口
器

球形の胴部。口縁部は外傾し端
部は尖り気味に丸い。

③ヨコナデ
⑭⑩ハケほ‐14/�
Dナデ

D◎ヨヨナデ
延)板状工具によるナデ

淡黄橙色

淡黄橙色

石。長(1～ 2)
金
◎
黒 斑

鉢
口径 (12.7)

残高 101

扁平な底部。口縁部は外反し端
部は丸い。口縁部歪んでいる。 マメツ マメツ

にぶい橙色

橙色

石・長(1～4)
金
○
黒 斑

308 鉢
口径 (22.8)

残高 7.7

外傾する口縁部は端部手前でわ
ずかに外反する。

Θヨコナデ
ハケ僚～8本/cm)

Θナデ
ハケ仰～8本 /cm)

こぶい橙色

燈色

石'長 (1～ 3)

◎

鉢
口径 (30,1)

残高 5.6

短く外反する口縁部。端部は丸い。Θヨコナデ

ナデ(ハケ.指頭痕)
③
'サ
6～休/cln)
ケズリ

褐灰色

にぶい橙色

石・長(1～ 3)

◎
黒斑

鉢
口径 (29.2)

残高 6.3

大きく外方向に伸びる口縁部。
端部は「コ」の字状に丸い。

Θヨコナデ
′サ他～5本 /cm)
Θ穂ポ
ナデ

黒褐色

明赤褐色

日,長 (1～ 3)多

◎

甑 残高 4,9
底部片。

ナデ(指頭痕) ナデ
にぶい橙色

にぶい橙色

石.長 (1～ 2)
金
○

甑 残高 5.6
把手。

ナデ ナデ
色

色

橙

橙

石・長 (1)

◎

313 甑 残高 4,3
舌状の把手。

ナデ マメツ
色

色

燈

燈

石,長 (1～ 3)
金
○

314 訥 残高 6.6
把手。

ナデ ナデ
二ぶい橙色

三ぶい橙色

石・長 (1)
金
◎

甑 残高 7.9
把手。

ナデ(ハケ) 阪状工具によるナデ
色

色

橙

橙

石・長(1～ 3)
金
◎

甑

５

４

４

　
１

さ

さ

長

厚

小片。甑の底部か。
ナデ ナデ

茶色

茶色

石。長(1～ 3)

◎

カマド
口径 (31.0)

残高 5.9

端部は「コ」の字状で水平な面を
もつ。

Q砂 ヨコナデ
ハケ(7～ 8本/cm)
→ナデ

⊆砂ヨコナデ

ナデ(ハケ)

にぶい橙色.赤橙色

橙色・灰褐色

石,長 (1～ 5)

◎

318 カマド残高 10.9
内湾しながら接地す。端面は凹む。Эヨコナデ

Dメサ守～8本 /c耐
Эヨヨナデ(ハケ)
Dナデ

にぶい橙色

にぶい橙色.橙色

石'長 (1～ 3)
金
◎

SRl ③層出土遺物観察表 上製品

出土遺物観察表
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番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外回,

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

フイゴ

４

６

２

さ

　

さ

長

幅

厚

羽回の小片。(2.8)cmの 円孔。
ナデ(指押え) マメツ

乳灰桃色

茶色

石・長(1～3)

◎

320 フイゴ

６

４

１

さ

　

さ

長

幅

厚

羽口の小片。(2,9)cmの 円孔。
マメツ マメツ

灰白色

茶色

石'長 (1～ 7)多

◎

フイゴ

さ

　

さ

長
幅
厚

】Σ回の小片。(2.4)cmの 円孔。
端部に鉄滓付着。気泡多い。

灰色

灰茶色

石.長 (1～ 3)多

◎
鉄滓付着

322 フイゴ
ホ三さ  5,7
幅  4.8
厚さ 2.1

羽回の小片。(2.2)cmの 円孔。
マメツ マメツ

灰白色

予し茶色

石・長(1～4)多

◎

フイゴ
長さ  4.1
瑚ヨ   4.9
厚さ  2.0

羽回の小片。(2.4)cmの 円孔。
マメツ マメツ

灰茶白色

乳桃色

密

◎

324 フイゴ

１

３

６

さ

　

さ

長

幅

厚

羽回の小片。鉄滓付着。
端部に気泡。 天色・赤灰色

石・長(1～ 2)

◎
鉄滓付着

婉
４

１

径

高

底

残

円盤高台。中央部は接地しない。
ヘラケズリ マメツ

④茶白色
麟 緑色

密

○ 緑釉

326 甕
口径 (24.1)

残高 8.2

外反する口縁部は「コ」の字状で
面をもつ。

Dヨコナデ
⑪ミガキ

ミガキ 諦野
色

こぶい橙色

石,長 (1～3)
金
◎

327 奏
口径 (26.9)

残高 3.8

短くゆるやかに外反する口縁部
端部は「コ」の字状で端面は凹む
頸部に布目押圧凸帯が1条巡る

ヨコナデ マメツ
褐色

褐灰色

石'長 (1～3)
金
◎

328 甕
４

５

径

高

底

残

平底。
Dミガキ
Dナデ

板ナデ
淡黄橙色

淡黄橙色

石・長(1～3)
金
◎

黒斑

甕
６
　
０

径

高

底

残

小さな平底。
ケヽ(7～ 8本 /cln) マメツ

こぶい橙色

燈色

石・長(1～ 3)
金
◎

330 甕
８
　
８

径

高

底

残

厚みのある小さな平底。
マメツ マメツ

淡黄橙色

橙色

石・長(1～4)
赤色粒
○

331 壼
口径 (16.5)

残高 2.8

口縁部端部は上方に拡張され端
面に3条の凹線文を施す。

Dヨコナデ
9ナデ

Эヨコナデ
⑭ナデ
燈戻雹色
淡橙褐色

石・長(1～ 3)

◎
赤色顔料

332 壼
回径 (11.4)

残高 4.3

外反する口縁部。端部は拡張さ
れ端面に3条の凹線文を施す。

Dヨヨナデ(マメツ)
⑭マメツ(ミガキ?)

Θヨコナデ(マメツ)

◎ナデ
黄橙褐色

灰黄橙褐色

石・長(1～ 2)

◎
黒TII

壺
口径 (11.6)

残高 4.5

外反する口縁部は端部を拡張し
端面に3条の凹線文を施す。

Dマメツlgコナデ)
◎マメツ代舛?)

DF告蔀発ナガ
Эナデ

淡黄橙色

淡黄橙色

密・茶色粒

◎

334 壷 残高 3.3

口縁部は丸い。外面に波状文を
施す。 ヨコナデ

ヨコナデ
ハケ(6本/cm)

淡橙色

浅黄橙色

石・長(1～ 2)

◎

壺
口径 (25.3)

残高 3.5

口縁部は下方に大きく拡張され
外面に波状文を施す。

ヨコナデ

(マメツ)
ナデ (マメツ)

黄灰色

灰黄橙色

石・長(1～4)
赤色粒
◎

壷
口径 (22.0)

残高 4.4

大きく開く口縁部。端部は「コ」の
字状で端面はナデによりわずか
に凹む。

⑩ ヨコナデ
Dハケ

“

‐lI祠→ナデ
のハケllA/cnl)サデ

ハケ(4～ 5本/cm)
→ナデ(マメツ)

淡橙褐色

淡橙色
褐灰色

石。長(1～3)
赤色粒・金
◎

337 壷
口径 (19.0)

残高 5.5

複合口縁の拡張部。直立する拡
張部は厚みをもち端部は丸い。

ヨコナデ

(マメツ )

(:]:3)マメリ岬]コナ謝
Θマメツ←→部ナ〕

淡橙褐色

黄橙褐色

密。長 (2)
赤色粒・金
◎

SRl ③層出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

(12)

- 130-



番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

338 壺
口径 (28.0)

残高 4.3

複合口縁。拡張部はわずかに外反
し端部は「コ」の字状に丸い。外面
に斜線充ナ勲こよる三角文と竹管文。

ヨコナデ(マメツ) ナデ
淡灰橙色

淡経雹
色石
・長(1～ 3)

◎

壺 残高 9.2
複合口縁。接合部は「コ」の字状
で短く下方に伸びる。

q型叩
ご諭尋、η朔

QD,ヽケ鱗/m)サデ
ナデ
〇 (ハケ)

灰黄橙色

橙褐色 璽基◎
340 壷 残高 3.5

頸部付近の小片。押圧されたひ
し形の文様が巡る。 マメツ マメツ

橙色

淡黄橙色

石,長 (1～4)

赤色粒・金
○

341 甕
底径 (10.0)

残高 6.1

上げ底の大きな底部。 ナデ

ヨコナデ

ナデ

(ミガキ)

灰黄白色

明帽灰色

石・長(1～3)
金
◎
黒 斑

壷
径

高

底

残
(7.7)

3.5

平底。 Dマメツ
(ミガキ)
⑫マメツ

阪ナデ
淡黄橙色,淡赤橙色

淡橙色,褐灰色

石・長(1～ 2)

◎

力
■ 壺

会υ　つυ

径

高

底

残

丸みのある平底。
マメツ

ケヽ(4～ 5本/cm)

(14～ 15本 /cm)

押圧痕

にぶい黄灰色

にぶい黄橙色

一勲
金
◎

石

煤付着

344 壷
径

高

底

残

4.5

4.1

小さく突出する平底。
ナデ ナデ

赤橙色

淡黄橙色

石・長(1～3)
赤色粒・金
◎
燥付着

345 壺

３

　
０

カ
生
　
つ
け

径

高

底

残

小さく突出する平底。厚みをもつ。 Dマメツ
ー
31サ lll‐Ⅳ耐
Dナデ

ハケ(4本 /cln)
にぶい橙色

にぶい橙色

酢長(1～ 3)
赤色粒・金
○

346 壷

０

　
９

４

　
５

径

高

底

残

丸味をもつ平底。厚みをもつ。 Dマメツ
(ハケ)
Dマメツ

ハケ(7～ 8本 /cm)
→ナデ

淡橙色

明褐灰色

石・長(1～4)

赤色粒。金
◎
黒 斑

壷
４
　
４

径

一局

底

残

丸味をもつ平底。厚みをもつ。
D′サ(5-跡ア伽)
⊃強いハケ

ナデ

(押圧痕 )

炎黄橙色

炎黄橙色

石。長(1～5)
赤色粒
◎
黒 斑

348 壷
径

高

底

残
(4.7)

3.7

丸味をもつ平底。
ケヽ(6～7本/cm) ナデ

淡黄橙色

黄橙色

石・長(1～3)
金
◎

349 鉢
口径 (23.4)

残高 3.8

外反する口縁部。端部は丸い。 ③ヨコナデ
(ハケ)
めかケ化輔//mサデ

∈9ハケ他～7本/耐
一部ナデ
∩ミガキ

灰褐色

灰黄橙色

石・長(1～ 3)
金
◎

350 支脚
器高 5.3

底径 6.9

平底。受部はわずかに凹む。
ナデ 淡黄橙色

石'長 (1～ 5)
金
◎

支脚 器高 7.7
中空。受部は傾斜をもつ。

ナデ
ナデ

(一部しばり痕)

橙色

淡黄橙色

石・長(1～5)
金
◎

SRl ③層出土遺物観察表 土製品

表12 SRl ③層出土遺物観察表 石製品

出土遺物観察表

(13)

番号 器 種 残 存 材 質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 引目(cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

352 石  庖  丁 約 1/3 結 晶 片 岩 4.8 0.5 13.526 丁 寧 な 研 磨

353 石  庖  丁 約 1/2 結 晶 片 岩 3.2 19.527

354 石 鏃 完   形 サ ヌカ イト ? i5 （
Ｖ 0.947

355 有 孔 円 盤 ほ ぼ 完 形 滑 石 宅登2.8 子し宅登0.2 0.2 3.492

- 131-



SRl ③層出土遺物観察表 石製品

表15 SRl 出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

(2)

番 号 器 種 残 存 材  質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

356 スク レイパ ー 完   形 サ ヌ カ イ ト 4.1 9.212

357 スクレイパ ー 完   形 サ ヌ カ イ ト 9,083

剥 片 結 晶 片 岩 4,0 0.5 15.513

砥 石 ほぼ完形 石 英 粗面岩 ? 4.7 3.4
4面ともよく使いこ
まれているぃ

360 扁平片刃石斧 ? 結 晶 片 岩 0.65 10.734

361 砥 石 5,8 590.1

表13 SRl ③層出土遺物観察表 装身具

番号 器 種 残 存 材  質
法  量

備  考 図版
長さ(mm) 幅 (mm) 厚さ(mm) 重さ(g)

362 小  玉 ほ ぼ 完 形 滑  石 4.5 2.0 0.126

表14 SRl ②～③層出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

363 高台邦
径

高

底

残
(9.4)

3.1

底部端よりやや内根口こ高台が付く。
高台は水平に接地し中央部が凹
む。

④回転ナデ

D回転ナデ・ナデ
回転ナデ

色

色

灰

灰

密

◎

364 高lTh 残高 50
厚みのある柱部。

回転ナデ
CDナデ
①回転ナデ

灰色

灰白色

石・長 (1)

①

甕
口径 (20.5)

残高 7.6

外傾する口縁部の端部は丸い D回転ナデ

D睾存昆キ
Θ回転ナデ

⑩タタキ
灰白色

灰白色

石'長 (1～ 2)

◎
ヨ然釉

366 脚
剛

１

　
０み

幅

厚

断面円形の把手。
ナデ ナデ

色

色

灰

灰

密

◎

皿
口径 (13.5)

器高 1.6

短く外傾する口縁部の端部は尖り
気味である。

D路零
∩ナデ

ナデ
色

色

橙

橙

密

◎

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整

色調
土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

368 邦蓋
底径 (10.5)

器高 3.7

丸みのある天丼部。口縁部はわ
ずかに外反し接地する。端部は
丸い。

乏う音擦扁屈と|デ
Θ閤新

回転ナデ
灰白色

灰白色

百・長(1～ 2)

◎

369 台付顔

口径 (13.4)
器高 5,7
底径 (8,3)

「ハ」の字状の高台は水平に接
地し中央部が凹む。口縁部は外
反し端部は先細りで丸い。 魯∃曇多] 回転ナデ

色

色

白

灰

灰

紫

石・長 (1)

◎
自然釉

高邦

径
高
径

口
器
底

12.5

7.7

7.8

外反する脚部の端部は折曲する。
邪部は内湾して立ち上がる。端
部は丸い。

回転ナデ
の回転ナデ

Dナデ・回転ナデ
灰色,灰白色

灰白色

石'長 (1～ 2)

○
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番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内画)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

高邦 残高

イ中位に段をもつ。
回転ナデ 回転ナデ

灰色

暗灰色

密

◎ 自然釉

372 高邦
４

　
７

８

２

径

高

底

残

外反する脚部。端部tttBFSさ″%。
回転ナデ 回転ナデ

培紫灰色

嗜紫灰色

密

◎

７
‘ 壺

４

　
４

９

４

径

高
口
残

わずかに外傾する口縁部。端部は
尖る。外面に2条の凸帯と波状文
を施す。

回転ナデ 回転ナデ
紫灰色

紫灰色

密

◎

脳 残高 7.5
胴部は中位が張る。外面に2条の

凹線と刻目を施す。口縁部下位
に波状文。

① 不明

⑮聯
鯛電⊃回転ナデ
⑮ ナデ指頭痕

色

色

灰

灰

石・長(1～ 2)

◎
自然釉

臨
３
　
９

径

一局

底

残

小さな平底をもつ。胴部と口縁部
に凹線を施す。

ワ① 回転ナデ

⑮ 日,1書
ラ例

の回転ヘラ切り→ナデ

⑭回転ナデ'し IFll炭

匠⊃回転ナデ
灰白色

灰白色

石。長 (1)

◎

醜 残高 7.4
肩の張る胴部に1条の凹線。底
部にヘラ記号を施す。

⊆D回転ナデ

臣E3)叫ラ例
②しばり痕
④回転ナデ

灰白色

灰白色

石。長(1～2)

◎
ヘラ記号

377 平瓶 残高 5.0
断面四角形状の把手。

ナデ 同心円文タタキ
紫灰色

紫灰色

密

◎

甕
口径 (22.4)

残高 18,7

外傾する口縁部の端部は丸い。
】同部は肩が張らない。 義M)

Dハケ(6～ 3本/cm)

醜 マメツ
0◎かケ膵れ|→]サデ

Θ耕霧
橙褐色.黄橙褐色

灰黄褐色

石・長(1～7)

◎
黒斑

379 甕
口径 (18.6)

残高 5.3

外反する口縁部の端部は丸い
マメツ(一部ナガ マメツ

色

色

褐

橙

橙

淡

石・長(1～ 4)
赤色粒,金

○

380 甕
口径 (15。 2)

残高 4.3

外傾する口縁部の端部は丸い Dヨコナデ
⑭ハケ→ナデ

Dヨヨナデ
Эナデ
Dハケ

色

色

橙

橙

石,長 (1～ 3)

◎

381 甕
口径 (22.8)

残高 4.8

外傾する口縁部の端部は先細り
し丸い。

Dマメツ

D{ちΥ/耐
マメツ

乳橙色

俊黄橙色

石,長 (1～ 2)

赤色粒・金
○

亜

口径 (18,6)

残高 6.1

外傾する口縁部の端部は「コ」
の字状に丸い。

Dヨヨナデ・ナデ

Dヨコナデ(マメツ)

餓 ヨコナデ

〔巨)7→ナデ
佐灰褐色,淡黄橙色

灰黄褐色

石・長 (1)
金
◎

黒斑

Ｏ
Ｏ 壷

口径 (16.0)

残高 5.3

外傾する口縁部の端部は丸い マメツ

(一部ヨコナデ・ハケ)

Эマメツ伸ヨナデ)
◎ナデ

燈褐色

兵橙褐色

密。長 (2)
金
◎

384 壷
径

高
口
残

内湾しわずかに外傾する口縁部
端部は「コ」の字状に丸い。

Dマメツ・ハクリ
Θ強いココナデ
局マメツ←部ナ労

醐 ヨコナデ
③マメツ(一¶弔鳴→
②ナデ(マメツ)
∩ケズリ

黄橙色

黄橙色,灰黄橙色

石.長 (1～ 5)多
赤色粒・金
◎

黒斑

壺
口径 (11.8)

残高 7.4

わずかに内湾し直立気味に立ち
上がる口縁部。端部は丸い。

Dヨヨナデ(マメツ)

⑭
lちΥ/耐

Θヨヨナデ(マメツ)
◎ナデ
緬ケズリ→ナデ

灰黄橙色

灰橙褐色

蕗・石。長(1)
金
◎

386 一亜
０
　
５

径

高
口
残

外傾する口縁部は端部がわずか
に外反する。

ヨコナデ

(マメツ・ハケ)

Dl写七F」,デ
碕ナデ

黄橙褐色

灰黄橙色

密
金
◎

黒斑

０
０ 壼

口径 (15,3)

残高 4.8

内湾して直立する国縁部。端部
は丸い。

ヨコナデ

(マメツ )

Dヨヨナデ(マメツ)
◎ナデ(マメツ)

褐灰色

灰黄褐色

密
金
◎

388 不明
口径 (12.4)

残高 1.6

端部は「コ」の字状。内面に線刻
あり。 ヨコナデ ヨコナデ

色

色

茶

茶

乳

乳

密・石・長(1)

◎

389 甑 残高 5.0
丸味のある長い把手。

ナデ ナデ
淡黄橙色

淡黄橙色

石・長 (1)
金
◎

SRl 出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表
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番 号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整

色調
土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

390 甑 残高
把手。水平に伸び先端部は丸い

ナデ ナデ
こぶい橙色

三ぶい橙色

石'長 (1～ 2)
茶赤粒・金
◎

つ
じ 甑 残高

把手。先端部は外上方に伸びる。ナデ

(一部ハケ)
マメツ 謎

髄`
燈色

長 (1)
茶石粒・金
◎

Ｏ
Ｊ 高邪

口径 (17.0)

残高 4.3

大きく開く郭部。端部は外反し丸
|ゝ 。 ヨコナデ ヨヨナデ

淡黄橙色

淡黄橙色

石・長(1～ 4)
金
◎

393 高邦
口径 (17.4)

残高 3.3

外反する口縁部の端部は丸い。 ③ヨコナデ
Dマメツ

マメツ 蜜君雹
色

黄橙色

但
粒石。長絲
◎

394 高邦
口径 (18.4)

残高 4.1

郭部。底部と口縁部の境に稜を
もつ。端部は丸い。

④ ヨヨナデ

⑦ ナデ

Dヨコナデ

Эマメツいケ)

にぶい橙色

にぶい橙色

石・長(1～ 2)
金
◎

395 高邦
口径 (16.6)

残高 5.0

段をもち内湾気味に立ち上がる
口縁部。端部は丸い。 マメツ マメツ

橙色

橙色

石。長(1～ 2)

◎

396 高邦
口径 (12.8)

残高 4.8

段をもち内湾気味に立ち上がる
口縁部。端部は「コ」の字状に丸
い 。

④ ヨコナデ

⑮ ナデ

⑩ ヨコナデ

∈こZ訪ハケ0～ 1,本 lcm)
淡黄橙色

淡責橙色・黒色

密,石・長(1～ 2)
金
◎

黒斑

397 高不
口径 (17.1)

残高 4.1

内湾気味に立ち上がる口縁部の

端部は丸い。 ヨヨナデ マメツ
黄橙色

橙色

石・長(1～2)
茶赤粒
◎

398 高郷
底径 (10.3)

残高 7.1

脚部。裾部が屈曲し、端部は尖り
気味に丸い。

③ナデ
Эヨコナデ］”輯

淡橙色

淡黄橙色

酢長(1～ 2)
茶赤粒
◎

黒斑

399 高不
６

４

径

一局

底

残

脚部。裾部が屈曲する。端部は

丸い。 ナデ
Dしぼり痕サデ
Dマメツ

淡黄橙色.淡橙色

淡黄橙色

百・長(1～ 2)
金
◎

高郷
４
　
１

径

高

底

残

脚部。裾部が屈曲し、わずかに肉
湾する。

③ナデ

Эヨヨナデ
ガ例
ヨコナ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

にぶい橙色

にぶい橙色

石'長 (1～ 3)

◎

401 高郷
５

４

径

高

底

残

脚部。裾部が大きく屈曲する。端
音焉は丸しヽ。

Dナデ
Эヨコナデ

Dマメツ
Эヨコナデ

色

色

橙

橙

石・長(1～ 3)
金
◎

402 高イ
口径

残高

脚部。短く外反する裾部。端部
は丸い。

③ナデ

Эヨコナデ
Dしばり痕サズリ
Эナデ

にぶい橙色・橙色

にぶい橙色・橙色

密

◎

403 高郷 残高 8.4

不底部から柱部。 電霊鬱ヨコナデ(マメツ)
⑩マメツ

砂 ナデ(マメツ)
Dナデ.ケ利←部ナ労
∩ナデ

浅黄橙色

浅黄橙色

密

◎ 黒斑

404 高不 残高

柱部。
ナデ

しばり痕

ケズリ

浅黄橙色

浅黄橙色

石'長 (1～ 3)
茶赤粒
◎

405 甕
口径 (15。8)

残高 6.2

「劇字状の口縁部。端部はナデに
よりわずかに上方に伸びる。

Dヨヨナデ(マメ朔
Dマメツ(ナデ)

Dヨコナデ

⑩マメツ
灰黄褐色・淡黄色

灰褐色

石・長(1～ 2)

◎
黒J/1

406 甕
口径 (19.0)

残高 5.2

「く」の字状に折れ曲がる口縁部。
端部は「コ」の字状に丸い。

Эヨサデ(マメ労
⑩ハケ(マメツ)

Dヨコナデ(マメツ)
Dナデ(マメツ)

黒褐灰色.凩橙褐て

黒褐灰色.尻繊雀

石,長 (1～ 3)

◎

407 甕
０

　
６

４

　
２

径

高

底

残

平底。 ミガキ・ナデ

(マメツ)

ナデ

(工具痕 )

灰橙褐色

淡黄灰色

石・長(1～ 2)

◎
黒斑

408 壺
口径 (23.6)

残高 5.0

外反する口縁部。端部は拡張され、
5条の凹線文と円形浮文を施す。

Dコヨナデ(マメツ)
◎ナデ(マメツ) ツ］”輯

色

色

褐

褐

灰

茶

石,長 (1～2)

赤色粒
◎

SRl 出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

(3)

- 134 -



SRl 出土遺物観察表 土製品

表16 SRl 出土遺物観察表 石製品

出土遺物観察表

(4)

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

409 壷
口径 (14.4)

残高 2.8

複合口縁。拡張部は直立気味に
立ち上がり端部は丸い。

ヨコナデ

(マメツ)

ヨヨナデ

(マメツ)

燈褐色

燈褐色

石。長(1～3)

◎

410 壼
口径 (15.2)

残高 2.6

口縁部の端部は拡張され3条の

凹線を施す。
ヨコナデ

(マメツ)

mpマメツ
Dヨコナデ(マメツ)
②ナデ

灰黄橙色.灰褐色

淡黄橙色

石,長 (1～4)
赤色粒
◎

411 壷
口径 (20.7)

残高 105

複合口縁。接合部は「コ」の字状
でわずかに下方に垂れ拡張部は
直立し端部が外反する。

D]コナデ(マメツ)
◎マメツ但サデサガ

マメツ・ハクリ

(ヨコナデ)

淡黄灰色

淡黄橙色

石・長(1～2)
金
◎
黒 斑

412 壷
径

高

底

残

平底。 励 ミ舛的 リ
Dナデ(マメツ)

ナデ

(マメツ)

淡黄橙色

橙褐色

石・長(1～4)多
砂
◎
黒 斑

413 高邦 残高 3.9
わずかに段をもつ邦部。 D福紗綿

Dナデ 駐藉
淡黄色,黄灰色

淡責色,責灰色

石。長(1～4)
金
◎

414 高邦
８

８

径

高

底

残

「ハ」の字状に開く裾部。 ナデ(ハケ)
ヨコナデ(マメツ)

ヨヨナデ

(マメツ)

淡黄橙色

橙褐色

密
金
◎

支脚 器高 6.0

中空。受部は傾斜を持つ。
ナデ (ハケ) ナデ

淡黄橙色

淡黄橙色

百・長(1～3)
金
◎

416 支脚 残高

角状の突起をもつ。 ナデ

ナデ→タタキ

ナデ

(しばり痕)

黄橙褐色

橙褐色

石'長 (1～6)
赤色粒・金
◎
黒 斑

417 平瓦

４

３

９

さ

　
　
　
さ

長
幅
厚

小片。 ⑮
マメツ

⑩
布目痕 淡橙灰褐色

やや密

やや軟

番号 器 種 残 存 材  質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

418 石  庖 丁 1/2強 結 晶 片 岩 0.6 47.031 丁寧 な研 磨

表17 SB3 出土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整

色調
生

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

419 壷
６

６

径

高

底

残

平底。 マメツ(ミガキ?)

短9頼状I則こよるナデ
ナデ

乳灰茶色

茶色

石'長 (1～3)
金
◎

420 鉢
口径 (34.0)

残高 12.5

短くわずかに外反する口縁部。
端部は「コ」の字状である。

Dヨヨナデ

D平
照無
ハケ

mヨコナデ

∃;學幽 )

ハケ→ミガキ

予L灰茶色

乳灰茶色

石。長(1～ 3)

◎

421 支脚
径

高

底

残
(6.6)

12.8

上げ底の底部。
指押えナデ 指押えナデ

乳橙茶色

乳橙茶色

石・長(1～4)

◎

422 甕 残高 2.8
外傾する口縁部。端部は丸い

ヨコナデ マメツ
色

色

灰

灰

石'長 (1)少

◎
煤付着

423 甑 残高 4.4
丸味をもつ長い把手部。

指押えナデ 指押えナデ
橙色

灰茶自色

石・長(1～ 2)

◎

424 不蓋
口径 (11.8)

残高 2.9

段をもちわずかに開く口縁部。端
部は内側に面をもち凹む。 回転ナデ 回転ナデ

色

色

灰

灰

酵・石・長(1)

◎
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表18 SB7 出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

425 甕
口径 (23.0)

残高 20,8

口縁部は短く折り曲げ端部は上
方に拡張され凹線文を施す。頸
部内面にも凹線文を施す。

⑭ヨコナデ
の ハケ1本/耐→

"應 ナカミ汁

じヨコナデ
ロ サ他本/cm)
應 ミガキ

灰茶色

灰茶色

石・長(1～ 3)

◎

426 甕 残高 1.6
口縁部の小片。端部に凹線文。

ヨコナデ ヨコナデ
灰茶色

灰茶色

石・長(1～ 2)

◎

427 甕 残高 6.9
頸部から胴部にかけての残存。 ⑭ヨコナデ

Dミガキ
Dヨコナデ
Dミガキ

乳灰茶色

暗茶色

石・長(1～ 5)

◎

428 甕
４
　
５

径

高

底

残

平底。 ミガキ

に身板状I員によるナデ
ナデ

灰茶色

暗茶色

石・長(1)少

◎
黒 TII

429 甕
力生
　０じ

径

高

底

残

やや上底。 ミガキ

Θナデ
ナデ

茶色

暗茶色

石・長(1)少

◎
黒 斑

０Ｏ
υ
力
生 甕

４

　
０

７

　
６

径

高

底

残

平底の底部に外傾して立ち上が
るB同音焉。

⑩流 )功
Dナデ

Dケズリ

Dナデ
茶色

乳茶色

石・長 (1)
金
◎
黒 斑

ガ
生 壺

口径 (16.2)

残高 2.5

外反する口縁部の端部は拡張さ
れ2条の凹線文を施す。

ヨコナデ

ハケ(5～ 6本 /cm)
ヨヨナデ

乳灰茶色

乳灰茶色

石・長(1～ 2)

◎

432 壷 残高 1.2

口縁部の小片。端部は上下に拡
張され3条の凹線文を施す。 ヨヨナデ ヨコナデ

茶色

乳灰茶色

石・長(1)少

◎

433 壷 残高 3.8
頸部に布目圧痕のある貼付凸帯
文を1条巡らす。 ヨコナデ づキ(マメツ)

色

色

橙

橙

茶

茶

石・長(1～ 3)

◎

434 壷 残高 3.2
肩部にハケロエ具による「ノ」の
字状の刺突列点文を施す。 ハケ(7本/cm) ナデ

色

色

茶

茶

石・長(1)少

◎

435 壷 残高 5.7
肩部にハケロエ具による「ノ」の
字状の刺突列点文を施す。

ヨヨナデ
メサ住0～ 1休 /cln)

ハクリ
乳桃茶色

乳黄茶色

石,長 (1～4)

◎

６つ
０
オ
仕 壷

底径 (7.6)

残高 2.0

平底。 ナデ→ミガキ

Θミガキ
ナデ

色

色

灰

灰

石・長(1～ 3)

◎

７つ
υ
力
■ 鉢

５
１
４

径
高
径

口
器
底

平底の底部。胴部は中位が張る。
口縁部は短く外反し端部は「コ」
の字状である。

〉ヨヨナデ

計,鰐庄洋

Oヨコナデ

D行
至

'4高

導ぅ
のナデ

嗜黄茶色

嗜灰黄色

石・長(1～3)

○
雲 斑

出土遺物観察表

表19 SB8 出土遺物観察表 土製品 1

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整

色調
土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

438 甕

４

０

６

０

．
５

．
６

．

径
高
径

口
器
底

わずかにくびれる平底。口縁部は折
り曲げ、端部は拡張され2条の凹線文。
胴部に「ノ」の字状の刺突列点文。

側”］囀蒻

0ヨコナデ
⑩ ハケ(10本 /cm)
◎ ケズリ
Θナデ

色

色

灰

茶

茶

百・長(1～ 3)

◎
黒 刻

439 甕

口径 (21.6)
器高 33.1
底径 5.6

くびれの上底。胴部は長く口縁
部は折り曲t端部に凹線文を1条。

Dヨヨナデ
こ)ハケ1休/耐→ミ肘
Dナデ

ツメヨコナデガ舛ガ

Ｄ
◎
Ｄ
⑧

暗灰茶色

乳茶灰色

石・長(1～ 2)

◎
煤付茫

440 甕
口径 (30.0)

残高 2.4

折曲口縁。端部に深い凹線文を
1条施す。

じヨコナデ

⑭」量蝉
Θヨコナデ
◎ハケ9本/cm)

色

色

茶

茶

石.長 (1～ 3)ウ

◎

441 甕
回径 (17.6)

残高 5.3

回縁部は「劇字状に折り曲げ端

部に1条の凹線文を施す。

じヨヨナデ

Dり勁)研
Dヨコナデ
Dナデ

色

色

茶

茶

乳

乳

石.長 (1)少

◎

442 甕
口径 (180)

残高 5,1

口縁部は「劇字状に折り曲げ端

部は凹む。

9ヨヨナデ

D甥却ガ
Dヨヨナデ
Dハケ→ナデ

色

色

茶

茶

乳

乳

石・長(1)少

◎
煤付着
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番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

”
■
刀
仕 甕

口径 (13.8)

残高 6.6

口縁部は折り曲げ端部に1条の

凹線文を施す。
Dヨコナデ
⑩′サ俯本/cm)

Dヨコナデ

Dナデ
黒灰色

乳灰茶色

石。長(1～ 2)少

◎

444 甕
口径 (15.2)

残高 54

口縁部は折り曲げ端部は上方に
つまみ上げる。 ハクリ・マメツ ハクリ・マメツ

茶白色

灰白色

石・長(1)少

◎

445 甕
口径 (12.4)

残高 3.7

短く外傾する口縁部。端部に1条
の凹線文を施す。 マメツ マメツ

乳茶色

乳茶色

石・長(1～3)

褐色粒
◎

446 甕 残高

口縁部は折り曲げ端部に1条の

凹線文を施す。
Dヨコナデ
⑭け他～休/cm)

Эヨコナデ
⑩ナデ(獄工員)

嗜茶色

嗜茶色

百・長(1)少

◎

447 甕
口径 (15,6)

残高 3.3

口縁部は折り曲げ端部に浅い凹
線文を2条施す。 ヨコナデ

③ヨコナデ

⑭ナデ
灰茶色

灰茶色

石.長 (1～ 2)少

◎

448 甕
口径 (19.2)

残高 4.6

口縁部は折り曲げ端部に2条の

凹線文を施す。
Dヨコナデ

⑭け儡～1鉢/cm

デ
Ｖ

ヨコナ

ブヽケ‐６々７

′ヽ ケ

③
⑮
⑭

乳茶色

乳茶色

石・長(1)少

◎

449 甕
口径 (18.0)

残高 3.1

口縁端部に2条の凹線文を施す。廻⊃ハクリ

⑧◎ヨコナデ

Dヨコナデ
⑮ナデ

色

色

灰

灰

黒

黒

石'長 (1～ 2)

◎

450 甕
口径 (186)

残高 1.1

口縁部の小片。
ヨヨナデ ヨコナデ

嗜灰色

培灰色

石・長(1)少

◎

451 甕
口径 (22.2)

残高 7.3

口端部に2条の凹線文、頸部に

刻目凸帯文を施す。
Dハクリ・マメツ

Dハクリ(ミガキ?)
□
"ヽ

クリ・マメツ

Dハクリ(ミガキ?)
橙白色

橙灰白色

石・長(1)少

◎

452 甕 残高

頸部に刻目凸帯文を施す。 9ヨコナデ

⑭あ
ガキ
Dコヨナデ

⑭ナデ版状工具)
灰茶色

黒灰色

石,長 (1～ 2)少

◎

453 甕 残高

口縁部の小片。端部に凹線文を

施す。
ヨヨナデ

(ア クヽリ)

ヨヨナデ

ナデ

乳茶色

乳茶色

石。長(1)少

◎

454 甕 残高 1.1

口縁部の小片。端部に凹線文を
施す。 ヨコナデ ヨヨナデ

灰茶色

灰茶色

石・長(1)少

◎

455 甕
径

一局

底

残

くびれの上げ底。 ナデ
Θヨコナデ

ナデ
色

色

茶

茶

乳

乳

石・長(1～ 2)

◎

456 甕
径

高

底

残 4.7

わずかに上げ底。 匡)ミガキ

Dナデ

ナデ上げ(板状工具)
→ミガキ
Θ指押え

乳橙色,灰白色

灰茶色

石・長(1)少

◎

457 甕
底径 (5.8)

残高 2.9

わずかにくびれる平底。 ミガキ

Θナデ
ナデ

灰茶色

灰茶色

石,長 (1～ 2)り

◎

458 壺
口径 (17.6)

残高 4.3

外反する口縁部の端部は拡張さ
れ4条の凹線文を施す。

ヨコナデ
′サ

“

本/cm)
→ヨコナデ

ヨコナデ
天茶色

灰茶色

石・長(1)少

◎

459 重
口径 (12.0)

残高 4.8

直立気味の頸部に外反する口縁
部。端部は拡張され4条の凹線
文を施す。

ヨコナデ

ハケ俯本/cm)

ヨコナデ

ナデ

色

色

白

自

茶

茶

石'長 (1～ 3)少

◎

460 壷
口径 (15.2)

残高 1.4

外反する口縁部の端部は拡張さ

れ3条の凹線文を施す。 ヨコナデ ヨコナデ
乳茶色

乳茶色

石,長 (1～ 3)少

◎

461 壼
径

高
口
残
(8.4)

3.4

短く外反する口縁部の端部は拡
張され3条の凹線文を施す。

ヨコナデ
ハケ低～6本 /cm)
→]コナデ

ヨコナデ
ナデ
ナデ上げ

乳茶色

乳茶色

石・長(1～3)少

◎

SB8 出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

(2)
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SB8 出土遺物観察表 土製品

表21 SB9 出土遺物観察表 上製品

出土遺物観察表

(3)

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調

(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

壼
口径 (9.2)

残高 2.2

短く外反する口縁部の端部は
拡張され3条の凹線文を施す。 ヨコナデ ヨヨナデ

灰茶色

灰茶色

石,長 (1～ 4)

◎

刀
仕 壷 残高 3.5

肩部にハケロエ具による「ノ」の
字状の刺突列点文を施す。

ヨコナデ
ハケ俗本/cm)

ナデ
茶色

茶色

石・長(1)少

◎

464 壷 残高 18.3

細い頸部に大きく丸い胴部。 ⑭壕EFナデ

∩;守ダ堂ぐメキ縁脇 )

→ミガキ

嗜赤茶色

嗜赤茶色

石・長(1)少

◎

465 壷
底径 (10.4)

残高 4.8

厚みのある平底。 ハクリ・マメツ

(一部ミガキ)
① ハクリ

マメツ
乳茶色

灰色

石,長 (1～ 6)

◎

466 壼
底径 (10,8)

残高 4.1

平底。 ミガキ

◎編ェ鋤
ミガキ

黒色・灰茶白色

乳茶色

石・長(1～ 2)少

◎
黒 斑

467 鉢
口径 (12.6)

残高 4,7

小型品。短い口縁部の端部は
「コ」の字状に丸い。

Θヨヨナデ
④ミガキ

Dヨコナデ
④ケズリ
ミガキ

医茶白色

乳橙色

石・長(1～ 2)

◎

468 高不
回径

残高

０

５

不部は外傾し、端部付近は直立
する。口縁外面に4条の凹線文、
柱部上位に6条の沈線文を施す。

Dヨヨナデ
Эミガキ
ミガキ→ナデ

デ

］輯吟］
茶灰色

灰茶色

石・長(1～ 3)

◎
黒 斑

469 高邪
回径 (193)

残高 4.1

郭部の口端部は直立し、外面に5
条の凹線文を施す。

Dマメツ
Эミガキ(マメツ)

9ヨコナデ
Эハケt卜 1本 /1ml
→ミガキ

色

色

白

茶

茶

乳

石・長(1)少

◎

470 高郭
底径 (10.0)

残高 9.9

脚部上位に11条の沈線文、中位
に矢羽根透かし、裾部に3条の凹
線文を施す。

Dミガキ

⑩ ヨコナデ

麹勲ミガキ

⑩ズ夢9痕
・乳茶色
乳茶色

石'長 (1～ 2)少

◎

471 高郷 残 高

柱部上位に5条の沈線文が残る。
ミガキ(マメツ)

0マメツ

⑩ヶ雰′痕
・予し茶色
子し茶色・灰色

石・長(1)少

◎

472 高郷 残高 3.8
柱部上位に2条の沈線文が残る。

ミガキ
リミガキ

⑩ヶ雰子
痕・乳茶色
子し茶色

石。長 (1)

◎

高不
底径 (13.0)

残高 4.1

脚裾部に3条 の凹線文、中位に
矢羽根透かしが一部残る。

ハケ

(5～6本/cm)
マメツ

マメツ
天色・乳茶色

乳茶色

石・長(1)少

◎

高郷
底径 (15.6)

残高 2.3

大きく開く脚部。端部は「コ」の字
状に丸い。

鍛ハケ
住陳/cm7～ 8本/clll
廻砂ヨコナデ

ハケ

(7本/cm)
孝し茶橙色

乳茶橙色

石・長(1～ 3)

◎

表20 SB8 出土遺物観察表 石製品

番号 器 種 残 存 材  質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

475 石   鏃 完 形 品 5.5 2.8 0.7 11.500 未 成 品

476 石   材 2 // 3 結 晶 片 岩 0.5 33.571

477 台   石 37.6 26.1 11.4 15,950

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

８７
‘
刀
仕 甕

口径 (24.0)

残高 1.0

口縁部の小片。端部に1条の凹
線文を施す。 ヨコナデ ヨコナデ

灰茶色

灰茶色

百。長(1～ 2)

◎
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番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整

色調
土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

479 甕 残高 0。9

口縁部の小片。端部に1条の凹
線文を施す。 ヨヨナデ ヨコナデ

嗜灰茶色

嗜灰茶色

石・長 (1)

◎

480 甕 残 高 0,9

口縁部の小片。端部に1条の凹
線文を施す。 ヨコナデ ヨコナデ

黒灰色

黒灰色

石.長 (1～ 2)

◎

甕 残高 0.9

口縁部の小片。端部に2条の凹
線文を施す。 ヨコナデ ヨコナデ

乳茶色

乳茶色

石,長 (1)少

◎
燥付着

482 甕
６
　
７

径

高

底

残

平底。 ミガキ

Θ聯
にナデ

黒灰色

灰茶色

石'長 (1～ 2)

◎

483 甕
４

２

径

高

底

残

わずかに上げ底。
マメツ マメツ

灰桃色

乳黄色

石・長 (1)

◎

484 壺
口径 (12.3)

残高 1.3

外反する口縁部。端部に3条の凹
線文を施す。 ヨコナデ ヨコナデ

乳茶色

乳茶色

石。長(1～ 2)少

◎

485 壷
口径 (15.0)

残高 1.8

外反する回縁部。端部に2条の
凹線文を施す。

マメツ

(ヨヨナデ)
マメツ

灰色

乳茶色

石・長(1～ 3)

◎

486 壷
径

高

底

残
(3.6)

2.2

わずかに上げ底。 ヨコナデ

◎ナデ

ハケ(8本 /cm)
→ナデ

色茶

色

乳

茶

石・長(1)少

◎

487 壷
５

８

径

高

底

残

平底。 ミガキ

◎ナデ
ナデ

灰桃茶色

灰桃茶色

但
粒石。長随
◎

488 高 邦
底径 (12.2)

残高 3.4

脚裾部に6条の沈線文と矢羽根
透かしを施す。 マメツ ヨコナデ

色

色

茶

茶

灰

灰

百,長 (1)少

◎

489 甕
口径 (19.0)

残高 2.8

外傾する口縁部は水平な面をも
ちわずかに凹む。 ヨコナデ ヨヨナデ

灰茶橙色

灰茶橙色

石・長 (1)
褐色粒
◎

490 甕
口径 (12.8)

残高 2.5

わずかに外反する口縁部の端部
は丸い。 マメツ マメツ

暗茶色

暗茶色

石・長(1～ 2)

◎

491 甕 残高 3.5
外傾する口縁部の端部は丸味を
もつ。

マメツ

(ハケ)
マメツ

乳灰茶色

乳灰茶色

石・長(1～ 2)

◎

492 高郷 残高

不口縁部。端部手前に段をもつ。
下部に7条の波状文を施す。 回転ナデ 回転ナデ

青灰色

青灰色

密

◎

SB9 出土遺物観察表 土製品

表22 SK15 出上遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

(2)

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外回,

色調
(内面)

上

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

493 奏
口径 (14,9)

残高 9.0

短く内湾し直立気味に立ち上が
る回縁部。端部は丸い。

Θヨコナデ
⑩ハケ
(6～7本/cm)

こ)ハケ→]コナデ

⑭ ナデ
局 ハケ俯本/cm)

桃茶色

桃茶色

密'石 ,長 (1)

◎
黒 斑

494 甕 残高 8.2
肩の張らない胴部。 建9ハヶ→ョコナデ

Θ タタキ→ハケ
∩ タタキ

'ヽ
ケ→ナデ

培灰色

嗜灰色

石'長 (1～ 2)

◎

495 甕 残高 26.2

肩の張らない胴部。 水平タタキ→ハケ

但5～ 16本 /cm)
謬チψ3黒ン係
(指頭痕 )

灰茶橙色

茶橙色

石'長 (1～ 3)

◎
県付着

496 甕
口径 (13.6)

残高 1.6

外反する口縁部の端部は下方に
垂れる。

恒Dナデ
ハケ(7本 /cm)

ハケ(7本 /cm)
乳茶色

乳茶色

石・長(1～ 2)

◎
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番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調   整 (外面)

色調
(肉面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

497 甕
口径 (19.8)

残高 1.9

外傾する口縁部。 ハケ(4～ 5本/cm)
→ヨコナデ

ヨコナデ
乳茶色

灰色

石。長 (1)

◎

498 甕
口径 (14.6)

残高 2.3

外傾する口縁部。 ⑪ ヨヨナデ
ハケ(16～17本 /cm)
→ナデ(指押え)

ヨコナデ
天色・乳茶色

え色・乳茶色

一帥
金
◎

石

壷
口径 (20.0)

残高 1.1

外反する口縁部の端部は下方に
垂れる。

⑩ ヨコナデ

ハケ
ミガキ

子し茶桃色

予L茶色

石・長 (1)

◎

500 壺
回径 (21.0)

残高 1.1

外反する口縁部の端部は下方に
垂れ尖り気味である。 ヨコナデ ハクリ

渋灰黄色

淡灰黄色

石・長(1～ 2)

◎

501 壺
口径 (18.0)

残高 1.6

外反する口縁部の端部は下方に
垂れる。

⑪ ヨヨナデ

ハケ(7本 /1m)→ミガキ
ミガキ

乳黄茶色

乳黄茶色

石・長(1～2)
金
◎

502 壷
口径 (230)

残高 2.9

大きく外反する口縁部の端部は

丸味をもつ。
ハクリ ハケ(6～7本/cat)

乳灰黄茶色

乳灰黄茶色

石・長(1～ 2)

◎

503 壺
口径 (20.8)

残高 3.8

大きく外反する口縁部の端部は

丸味をもち下方に垂れる。
≪⊃ヨコナデ
マメツ・ハケ(団彰/cm)

(8本 /cta)

ハケ(3本/cm)
乳灰茶色

乳灰茶色

石・長(1～ 4)

◎

504 壺
口径 (25.6)

残高 1.5

外反する口縁部。 ⑪ ヨコナデ

ハクリ
マメツ(ミガキ?)

乳黄色

乳黄茶色・灰色

石。長 (1)

◎

壼
口径 (18.0)

残高 2.6

外反する口縁部の端部はわずか
に凹む。

⑪ ヨコナデ

ハケ(7本/cm)
ハケ(7本/cm)

子L茶桃色

茶橙色

石・長(1～ 2)

◎

506 壷 残高 5.6
頸部から口縁部の残存。頸部に

刻目凸帯文を1条施す。
ハケ(8本 /cm)
→ミガキ
競
ガ

灰茶白色

影し茶色

石。長(1～ 3)
金
◎

507 壺 残高 3.0
頸部から肩部。頸部に斜格子の

刻目凸帯文を1条施す。 ハケ(6本 /cm) ナデ(指押え)
茶橙色

乳灰茶色

石・長(1～ 3)

◎

508 壷 残高 5.2
頸部に斜格子の刻目凸帯文を1

条施す。

ヨコナデ
ハケ(6～ 7本/cm)
→ミガキ

9ハケ→ナデ

D笙弊
/�
色

色

茶

白

乳

茶

石・長(1～ 2)

◎

509 壷 残高 4.7
丸味のある肩部。

ハケ仔本/m)→ミ舛
裁
指押ぇ．ナデ
『

⑪
⑮
防

茶橙色

灰茶白色

石・長(1～ 4)

◎

510 壼
４
　
５

径

高

底

残

丸味のある底都。
マメツ(ハケ)

ハケ(6本/cm)
→ナデ上げ

色

色

茶

白

乳

茶

石,長 (1～4)

◎

壷

６

９

４

　
６

径

一品

底

残

丸昧のある底部。 平行タタキ→

ハケ(13～14A/cm)
ハケ(9本/cm)

乳灰橙茶色

乳橙茶色

E。長(1～3)

◎
黒 渕

壷
４
　
７

径

一島

底

残

丸底。
ハケ(7本 /rul)→ミガキ! ハケ(5本 /伽 )→ナデ

乳灰茶色

乳茶橙色

石'長 (1～4)

◎
黒 斑

壷

５

　
６

７

　
０

径

高

底

残

丸味のある底部にヘラ描きの木
葉文を施す。

⑩ハケ(休/耐→ミ州

Θナデ
ハケ(6本 /cm)→ナデ

茶橙色

乳灰茶色

石・長(1～3)

◎
黒 斑

壷
径

高

底

残

5.0
丸味のある底部にヘラ描きの木
葉文を施す。

⑩ハケ俯本/耐ベガキ
Θナデ

ハケ(6本 /m)→ナデ
灰茶色

乳灰色

石・長(1～3)

◎
黒 斑

高邪 残高 2.7

口縁部の小片。端部に3条の凹
線文を施す。 ヨコナデ(マメツ) ヨコナデ

子し茶橙色

子し茶橙色

石,長 (1～2)

◎

SK15 出上遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

(2)
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番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調   整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

高郷 残高 4.4
柱部。2条の浅い沈線と透かしが
残る。 マメツ(ミガキ) ハクリ

乳灰茶色

乳灰茶色

密・石・長(1)

◎

壷
径

高
口
残
(9,0

2.6

外傾する口縁部の端部は丸味を
もつ。 ヨコナデ

ハケ(6～ 7本/cm)
→ナデ

灰茶色

乳茶色

石。長 (1)

◎

SK15 出土遺物観察表 土製品

表23 SK16 出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

(3)

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

甕

口径 (16.5)
器高 17.4
底径 2.6

小さい丸味をもつ底部にゆるやかに

内湾して立ち上がる胴部。口縁部は

外反し端部は「コ」の字状に丸い。

◎ヨコナデ
⑩平行タタキ
◎タタキ→ナデ

Θマメツ

延)ナデ(ナデ上|〕
暗茶色

灰茶色

石,長 (1～ 6)

◎
黒 斑

甕
口径 (14.8)

残高 15,5

肩の張らない胴部。口縁部は外
傾し端部は「コ」の字状に丸い。

め
'ソ
備ホ/Cal→ヨコナデ
Dハケ、平行タタキ→ナデ
⑩ 平行タタイ(マメツ)

よ高Fヽ)耳 1了タタコサllth//m

E)ハケl14/耐→ヨヨナデ
Dハケ俗本/帥 )
同ノウ(林/cml

色

色

茶

茶

乳

乳

百・長(1～ 4)

◎

520 甕
口径 (12.2)

器高 11.9

ケズリにより突出する底部。口縁
部は短く外反し端部は丸い。

Dナデ(指頭押圧)
⑩ナデ
Dケズリ

Dハケ(8本/c耐
Dナデ
ヨi婁嘗色
乳黄橙色

石.長 (1～ 2)

◎

甕
８

０

径

一局

底

残

丸味のある小さな底部にゆるや
力Wこ内湾しながら立ち上がる胴部。

DタタI・サ跡加
⑩タタキ
∩ナデ

肩ナデ→,サ (膵/m)
Dナデ
Dナデ上げ

灰黄茶色

灰黄茶色

石・長(1～ 3)

◎

522 甕
０
　
０

径

高

底

残

丸味のある小さな底部に内湾し
ながら立ち上がる胴部。 マメツ マメツ

乳茶自色

乳茶色

石。長(1～ 4)

○
黒 III

523 甕
径

高

底

残
(7.0)

2.1

平底。
ナデ ナデ

灰色・灰桃色

予し灰色

石・長(1～ 2)

◎

壷

口径 14.9

器高 19,4
底径 3.6

丸味のある小さな底部から球形
の胴部につづく。口縁部は外反
し端部はわずかに下方に垂れる。

Θ累鮮
/卿→コ」77

⑩ ハケ→ミガキ
繍 ハヶh～砿/御トナラ

Oヨヨナデ
9′サ‐ミ片位メ労

露チ浜士鋲兆1
乳茶色

乳灰色

石.長 (1～ 3)

◎

壷
口径 (23.0)

残高 14.3

大きく外反する回縁部の端部は
「コ」の字状で凹む。頸部にハケ
目工具による刻目凸帯文。

Θヨコナデ

Θけ9～膵/耐
Эヨコナデ

⑮ ナデ(指押え)

乳茶色

灰色

石'長 (1～ 4)

◎

526 壷
口径 (27.2)

残高 9.1

大きく外反する口縁部の端部は
「コ」の字状に丸い。頸部に刻目
凸帯文。

⑩ ヨコナデ
Θかケll1/耐→誹
Эマメツ

マメツ

Θt犠町
耐乳茶橙色
乳黄茶色,灰色

石・長(1～ 3)

◎

527 壷
口径 (128)

残高 5,2

直立する口縁部の端部は丸い ハケ
→板状工具によるナデ

Q働 ハケ→

蹴撃によるナデ
ΘハケllT加

嗜灰色

培灰色

百・長(1～ 3)

◎

壷 残高 4.2
頸部から肩部にかけての残存。

平行タタキ(マメツ)
◎ハケ

Θマメツ
乳茶色

乳茶色

石'長 (1～ 4)

◎

529 壺 茂完下3 27.6

頸部から胴部。胴部中位が大きく
張る。

◎ハケ→ミガキ

⑪′
i管鞘

)

9ハケ→ナデ
Эナデ(指押え|
鰍サ

`本

/血)→ナ

乳黄茶色

乳黄茶色

石'長 (1～ 5)

◎

530 壷
径

一局

口
残

外傾して段をもち、直立気味に立

ち上がる口縁部。胴部は肩が張
らない。 鉤『ガ一

Ｄ

Ｄ

Ｄ

∩

ハケ
ハケ→ナデ
ハケ0～b札/all‐誅/耐

茶黄色

茶黄色

石,長 (1～ 4)

◎

壷
径

高
口
残

直立し内湾する口縁部の端部は
丸味をもつ。

③里野饗
∩ハケ(6本/蜘 )

Dハケll1/耐サデ
蓮亘ε》しほり辰.す光げ
Dハケ得本/帥 )

色

色

灰

灰

黄

黄

一帥
金
◎

石

黒 斑

532 鉢

口径 (24.2)
器高 12.5
底径 5。 1

丸味をもつ底部に内湾気味に立
ち上がる口縁部。端部は丸味をも
つ 。

鋤 ヨコナデ

Эハケ6ホ/m→ヨコナデ
0タタキ→ハケ
∩ナデ(板状工具)

Dヨコナデ

謬1型賢‖i渉留
茶橙色,黒色

暗茶橙色

石'長 (1～ 3)

◎
黒 斑

鉢

８

　

７

口径

器高

不安定な底部に内湾気味に立ち
上がる口縁部。端部は「コ」の字
状に丸い。 縁解■ケ(8本 /1m)→ミガキ

乳茶灰色

乳茶色

石'長 (1～ 3)
金
◎
黒 斑
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SK16 出土遺物観察表 土製品

表25 SBl 出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

(2)

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調

`肉

面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

鉢
口径 (20,4)

残高 3.0

回縁部片。端部は「コ」の字状に
丸い。

⊆Dヨコナデ
Θナデ・指押え

ハケ(15～la/Cm)

(■～12本 /cm)

灰茶色

灰茶色

石,長 (1～ 3)

◎

535 鉢 残高 3.3

口縁部片。端部は外反し丸味を
もつ。

Θ マメツ

平行タタキ

ハケ(7本 /cm)

マメツ

乳茶色

乳茶色

石・長(1～ 3)

◎

甑
径

一局

底

残

■0

11.2

尖り気味の底部に焼成前の穿孔。
平行タタキ→ナデ

指押え
ナデ(板状工具)

乳茶色

茶色

石,長 (1～ 3)

◎
黒 J/1

537 支脚
径

高

底

残

中空。角状突起を2本欠く。
指押え

ナデ

指押え

ナデ

乳黄茶色.桃茶色

乳黄茶色.桃茶色

石,長 (1～ 3)

◎

支脚

６
４
８

径
高
径

口
器
底

上面と底部が凹む。
指押え

ナデ

指押え

ナデ

灰茶色・乳黄茶色

灰茶色,子[黄茶色

石。長(1～ 2)

◎

表24 SK28 出上遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

甕
口径 (13.4)

残高 5.0

短く外傾する口縁部。端部は「コ」
の字状。

Θヨコナデ
⑩ヘラミガキ

Θヨヨナデ

⑩ハケ→ナデ
灰黄色

にぶい褐色

石・長(1～ 2)

◎

540 甕
口径 (25.0)

残高 4.9

「く」の字状口縁。端部はナデに
より凹む。頸部に布目押圧の凸
帯文を施す。

ヨコナデ ヨコナデ
橙灰褐色

橙褐色

石,長 (1～ 4)
赤色粒
◎

541 甕
径

高

底

残

くびれの上げ底。
◎新
⑩ミガキ

ナデ
橙色・灰褐色

黒灰色

石.長 (1～ 7.5)多

◎

542 壼
回径 (10.0)

残高 5.3

短く外反する口縁部。端部はナ
デにより凹む。 謡盈巫最勢)

④ 撃
Cけ

Θヨヨナデ
④ナデ

色

色

褐

褐

橙

橙

石,長 (1～ 3)
赤色粒。金
◎

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面Ⅲ

生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

543 奏
径

高
口
残

外傾する口縁部。端部は面をも

ち「コ」の字状に丸い。

マメツ
トヨ コ ナ デ

｀

ハヽケ(4～ 5本 /1m)′

マメツ
乳菊争灰色

乳茶色・灰色

石'長 (1～ 4)

◎

544 甕
口径 180
残高 3.7

外傾する口縁部。端部は「コ」の
字状に丸い。

ヨヨナデ
ハケ(5本/cm)
→ヨコナデ

ヨヨナデ

ナデ

乳灰橙色

子L灰橙色

石・長(1～ 2)

◎

545 甕
口径 (19.0)

残高 3.1

外傾する口縁部。端部は面をも
ち「コ」の字状に丸い。

マ メツ

(ヨコナデ)
マメツ

乳灰茶色

乳灰茶色

石・長(1～ 3)

◎

546 甕
口径 (13.6)

残高 2.0

外傾する口縁部。端部は「コ」の

字状に丸い。 マメツ マメツ
瞳色

乳橙色

石,長 (1～ 2)

◎

547 不ム
画
一島 残高 2.5

水平な不底部。「ハ」の字状に開
く高台部。 ヨヨナデ

④ マメツ

⑩
F与謙発ナ司

乳橙色

予し橙色
粒
密
色
◎
褐

548 高台不 残高 3.0
水平な郭底部。高台部は「ハ」の
字状に開く。 ヨコナデ

〇ヨコナデ

鰻)コヨナデ,マメツ
乳橙色

乳橙色

密

◎

549 邦身
口径 (13.6)

残高 5.0

外上方に伸びる受部。立ち上が
りは直立気味で端部は凹む。

EH3転ナデ

コ転ヘラケズリ
回転ナデ

灰白色

灰白色

石'長 (1～ 2)

◎
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番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

郷身
口径 (10,9)

器高 4.6

水平気味の受部。立ち上がりは
直立気味で端部は凹む。

Θ回転ナデ

僅)回転ヘラケズリ
回転ナデ

ナデ

青灰色

青灰色

石'長 (1～ 5)

◎

邦身
口径 (10.8)

残高 3.4

水平気味に短く伸びる受部。立
ち上がりは内傾し、端部はわずか
に凹む。

Θ回転ナデ
に)回転ヘラケズリ

回転ナデ
色

色

灰

灰

密

◎

552 郭身
口径 (12.6)

残高 3.6

短く水平に伸びる受部の端部は

尖り気味である。立ち上がり1よ内
傾し端部は尖る。

回転ナデ

回転ヘラケズリ
回転ナデ

青灰色

青灰色
粒
密
色
◎
白

553 郷身
口径 (10,8)

残高 4.6

短く水平気味に伸びる受部。立
ち上がりは内傾し端部は丸い。

Θ回転ナデ

値)回転ヘラケズリ

回転ナデ

ナデ

色

色

灰

灰

石・長(1～ 2)

◎

554 邦身
口径 (11.6)

残高 3.8

水平気味に伸びる受部の端部は

尖り気味である。立ち上がりは内
傾し端部は凹む。

Θ回転ナデ

嘔)回転ヘラケズリ
回転ナデ

青灰色

青灰色
粒
密
色
◎
自

555 不身 残高 3.5
外上方に短く伸びる受部。端部
は先細りする。

Θ回転ナデ
Θ回転ヘラケ利

回転ナデ
色

色

灰

灰
粒
密
色
◎
白

556 高郷 残高 4.1
段をもつ柱部。2方向に透かしを

施す。
回転ナデ

回転ナデ

しばり痕

色

色

灰

白

青

灰
粒
密
色
◎
白

557 亀
２

２

８

　
２

径

高
口
残

内湾する口縁部の小片。端部は

丸い。
回転ナデ

カキロ
回転ナデ

青灰色

青灰色

密

◎

558 L
口径 (12.6)

残高 3.7

段をもち開く口縁部。端部は内傾
する面をもつ。段下部に波状文
を施す。

回転ナデ 回転ナデ
青灰色

青灰色
粒
密
色
◎
白

壺
口径 (17.2)

残高 6.3

大きく開く口縁部の端部は「コ」
の字状である。外面は2条の凸帯
により3区画され波状文を施す。

回転ナデ マメツ
青灰色

青灰色

石.長 (1～ 2)

◎
自然釉

560 壷
口径 (19.0)

残高 1.6

口縁部の小片。
回転ナデ 回転ナデ

黒灰色

黒灰色
粒
密
色
◎
白

壷 残高 2.7
口縁部の小片。端部は丸味をも
ヽ9。 マメツ

回転ナデ

ナデ

色

色

灰

灰

石。長(1～3)

◎
自然釉

562 壼
底径 (13.1)

残高 4.9

短い高台が付く。高台端部は丸
味をもつ。 回転ナデ 回転ナデ

灰色

灰色

白色粒

◎

563 高不
底径 (24.0)

残高 1.8

脚部の小片。端部は「コ」の字状
で凹む。 回転ナデ 回転ナデ

色

色

灰

灰
泣
密
色
◎

白

564 不 明
底径 (23.0)

残高 4.4

脚裾部内面に段をもつ。脚部片。
回転ナデ 回転ナデ

赤灰色,黒灰色

赤灰色・黒灰色

白色粒

◎

565 不 明 残高 2.2
受部と立ち上がりをもつ。器種不
明

回転ナデ

マメツ
回転ナデ

色

色

灰

灰

石・長(1～2)

◎
自然釉

566
筒

輪

円

埴
残高 7.0

突出度の低い台形状のタガと透
かしの一部が残る。

ヨコナデ
ナデ
マメツ(ハケ?)

マメツ

クヽケ

赤茶色

乳黄茶色

石・長(1～5)

◎

567 甕 残高 4.6
短く外反する口縁部。端部は「コ」
の字状に丸い。

ナデ
ハケ(6本 /cm)

ハクリ

ハケ(6本 /cm)

乳茶色

乳茶色

石・長(1～4)

◎

568 甕
径

一局

底

残 Ｏ
υ

小さな丸味をもつ底部。
ナデ ナデ

乳茶色

暗灰色

石・長(1～4)

◎

569 董
２
　
１

径

高

底

残

丸味をもつ平底。
マメツ

指押え

ナデ

乳茶色

灰色

石。長(1～2)

◎

SB1 2層 出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

(2)
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表26 SBl 出土遺物観察表 装身具

番号 器 種 残 存 材 質
法  量

備 考 図版
民さ(mm) 幅 (mm) 厚さ(mm) 重さ(g)

Jヽ 玉 完 形 滑 石 4.5 0.058

表27 SB2 出土遺物観察表 上製品

出土遺物観察表

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

甕
口径

器高

４

９

球形の胴部に外傾する口縁部。
端部は丸い。

◎ ヨコナデ⑩
麟創

◎ヨコナデ

ナデ(マメツ)

暗灰茶色

暗灰茶色

石・長(1～4)

○

572 壺
６

　
０

６

８

径

高
口
器

小型丸底壺。球形の底部にわず
かに外傾する口縁部。端部は丸
↓ゝ 。

理動ヨコナデ

Dマメツ(ナガ
ヨコナガ例

Ｄ
⑩
◎

乳茶黄色

茶色

石・長(1～2)

○

壷 残高 3.2
丸底。 Dケズリサデ

Dケズリ
ハケ(5A/cm)

色

色

茶

茶

灰

乳

石・長(1～ 3)

◎

高邦

２

６

６

２

５

３

２

１

１

径
高
径

口
器
底

段を持って内湾気味に外傾する
邪部。口端部は「コ」の字状に丸
い。脚部は「ハ」の字状に開く。

Dハケ→ヨヨナデ

翻留耳鑢 二|
橙灰茶色

乳黄茶色

石・長(1～ 7)

◎

575 高邦
径

高
口
残

17.2

7.4

段を持って外反する郷部の回端
部は丸い。 ヨコナガ

ヨコナ

Ｄ
Э
⑩

ナデ
乳茶色

乳茶色

石'長 (1～ 3)

◎

576 高邦
口径 (17.8)

残高 4.9

段を持って外傾する郷部の端部
は丸い。 ヨコナデ ヨコナデ

乳橙茶色

予L橙茶色

石。長(1～ 3)

◎

577 高邦
口径 (17.6)

残高 3.7

水平気味の郷底部に外傾する回
縁部。端部は丸い。 ヨヨナデ ヨコナデ

乳茶色

乳茶色

石・長(1～3)
金
◎

578 高邦
口径 (19。 2)

残高 4.7

外傾する邪部の口縁部。端部は
「コ」の字状に丸い。

ハケ(7本/cm)
→ココナデ(板状工具)
→ミガキ ヨヨナデ→ミガキ?

茶橙色

茶橙色

石・長(1～2)
金
◎

579 高邦
口径 (16.4)

残高 3.8

わずかに段を持ち外傾する不部。
端部は丸い。 ヨコナデ(マメツ) ヨコナデ(マメツ)

乳茶色

辛し茶色

石・長(1～ 2)

◎

高郷
口径 (21,0)

残高 2.7

わず力Wこ外反する邦部の口縁部。
端部は丸い。

ヨコナデ

(マメツ・ハクリ)

ヨコナデ

(マメツ・ハクリ)

乳茶色

乳茶色

石・長(1～ 4)

◎

581 高不 残高 3.8
段を持つ邦部。

ヨヨナデ(マメツ) ハケ(4～ 5本/cm)
乳茶色

乳茶色

石。長 (1)
褐色粒
◎

高邦
底径 (12.4)

残高 2.1

屈曲する脚裾部。端部は丸い

ヨヨナデ

砂ナデ

Эttγ耐
乳茶色

乳茶色

石・長(1～2)

◎

高邦 残高 5,1

「ハ」の字状に開く柱部。
ナデ ケズリ

乳茶色

乎L茶色
粒
密
色
◎
褐

甑 残高 4.4
把手の珂ヽ片。

ナデ ナデ
乳茶色

乳茶色

石・長(1～ 3)

◎

甕 残高 6.0
肩の張らない胴部に外傾する口
縁部。 平行タタキ

Dハケ6本/皿 )
Dハケ9本/m)

暗灰茶色

灰茶色

石・長(1～ 3)

◎

586 甕 残高 5,0
頸部に布目押圧痕のある凸帯文
を1条施す。 ナデ→ミガキ ナデ→ミガキ

黒灰茶色

灰茶色

石・長(1～3)
Tと) 
・
<毎ェ

◎

587 壷 残高 2.2
外反する口縁部の小片。端部は
丸味をもち1条の凹線文を施す。 ∈憂)マ

メツ(ヨヨナ対
Θヨサ■ミ着

ヨコナデ
乳赤茶色

黒色

石・長(1～ 3)

◎
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番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面Ⅲ

生

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

588 壼
口径 (22,0)

残高 3.1

大きく外反する口縁部。端部は
上方にわずかに拡張される。端
面に山形文を施す。

(三]D手聟ぞ瀦
②ハケ(5本 /cll)

マメツツ クヽリ
乳灰茶色

茶白色

石・長(1～ 7)

◎

589 壷
口径 (15.2)

残高 1.5

口縁部の小片。端部は上下にわ
ずかに拡張され2条の凹線文を
施す。

ヨコナデ ヨコナデ
嗜茶色

嗜茶色

石・長(1～ 5)

◎

590 壷
口径 (11.2)

残高 1.7

口縁部の小片。端部は上下にわ
ずかに拡張され2条の凹線文を
施す。

マメツツ クヽリ

(ヨコナデ)
マメツツ クヽリ

乳茶色

乳茶色

密・石・長(1)

◎

壺 残高

口縁部の小片。端部は上下にわ
ず力Wこ拡張され凹線文を5条施す。ヨコナデ ヨコナデ

乳茶色

乳茶色

密・石。長(1)

◎

壷 残高 1.3

口縁部の小片。端部はわずかに
拡張し2条の凹線文を施す。 ヨヨナデ ヨコナデ

灰茶色

灰茶色

石。長 (1)

◎

壺 残高 2.2
頸部に斜格子の凸帯文を1条施
す。 ハケ(6～ 7本/cm)

ナデ

ミガキ?

茶白色

茶白色

石・長(1～3)

◎

594 壷 ? 残高

胴部片。刻目をもつ凸帯文を1条
施す。

(E亘 )ハケ(5本 /1m)
ヨコナデ

ナデ
灰色

暗茶色

石・長 (1)
金
◎

壷

２

　
４

９

　
２

径

高

底

残

厚みのある平底。
ナデ マメツ

色

色

茶

白

乳

茶

石'長 (1～ 5)

◎

鉢
口径 (17.0)

残高 5.3

外傾する口縁部。端部は「コ」の
字状に丸い。 ハケ(7本/cm) ハケ→ナデ

茶白色

茶白色

石'長 (1～2)
金
◎

SB2 出土遺物観察表 土製品

表29 SB頒占床 出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

(2)

表28 SB2 出土 石製品

番号 器 種 残 存 材 質
法  量

備 考 図版

長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

597 砥  石 20.0 7.0 2600.0

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内  面

甕
口径 (12.0)

残高 3.0

外傾する口縁部。端部は把厚さ
れ下方に垂れる。

動 マメツ(ハケ)

◎ハケ9本/m)
Θハケ(7本/cm)

◎ケズリ
乳灰茶色

乎L灰茶色

石・長(1～ 2)

◎

甕 残 高

外傾する口縁部。端部は「コ」の
字状である。 ナデ ハケ(5～休/cm)

乳灰茶色

予L茶色

石,長 (1～ 2)

◎

600 甕
口径 (19.6)

残高 1.6

「劇字状の回縁部。端部は上方
に短く拡張する。 ヨヨナデ マメツ

乳茶色

乳茶色

石・長(1～ 2)

◎

601 甕 残高 6.7
くびれの上底。胴部は外傾して
立ち上がる。 耕嗚

ナデ

①至みデ
培茶色

嗜灰茶色

石・長(1～ 3)

◎

602 甕
径

高

底

残

わずかにくびれる平底。 ミガキ

Θナデ
ナデ

乳茶色

灰茶白色

石・長(1～ 2)

◎
黒斑

603 甕
底径 (6.2)

残高 1.7

平底

ナデ (ハクリ) 指押え・ナデ
暗灰茶白色

灰茶白色

石・長(1～ 2)

◎
黒斑
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番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

604 甕
０じ　
刀仕

径

一局

底

残

小さな平底。胴部は外傾して立

ち上がる。 マメツ(ミガキ) ナデ
灰茶色

乳茶色

石・長 (1)

◎

605 甕
８
　
０

径

高

底

残

小さな丸味をもつ底部。 平行タタキ→

ハケ

“

本/cm)
ナデ

乳灰茶色

乳灰茶色

密・石・長(1)

◎

606 壷
口径 (14.6)

残高 2.5

外反する口縁部。端部は「コ」の
字状に丸い。

ナデ

ハケ(4～ 5本/cm)
ハケ(7本/cm)

茶橙色

茶橙色

石,長 (1～3)

◎

607 壷
４

　
６

６

　
５

径

高

底

残

丸味をもつ厚い底部。 ハケ(5～ 6本/cm)

◎ナデ
ナデ

茶白色

灰白色

石,長 (1～3)

◎

608 不 明
底径 (14.0)

残高 1.5

大きく開く脚部。端面に凹線を施
す。脚部片。 ヨコナデ→ナデ ヨコナデ

色

色

灰

灰

石・長(1～ 2)

◎

609 高郭
回径 (19.0)

残高 1.9

外反する郭部。端部は丸い。
マメツ マメツ

乳茶色

子し仄茶色

石'長 (1～3)

◎

高郷 残高 6.0

柱部。矢羽根と思われる貫通し
ない透かしと沈線6条を施す。 ナデ

指押え・ナデ

ー部ヨコナデ

灰茶色

乳茶色

石・長(1～ 5)
褐色粒
◎

611 高郷
径

高

底

残

脚部。裾部に3条の凹線と端面に
2条の凹線を施す。 マメツ ヨコナデ

天茶色

天茶色

密・石'長 (1～ 2)

◎

612 支脚
口径

残高

７

　

４

円形の小さな受部はわずかに凹
む 。 指押え・ナデ マメツ

色

色

茶

黒
密・石,長 (1)

◎

613 支脚 残高 7.5
角部は欠失しているが3方向と思
われる。中心部に円孔を施す。 ナデ ナデ(しばり痕)

乳灰白色

子し灰白色

百・長(1～3)

◎

614 支脚

径
高
径

口
器
底

器高は低く受部は凹む。
指押え・ナデ ナデ(指押え)

子し灰茶色

予し灰茶色

石・長(1～4)

◎

615 甕 残高 4.3

外傾する口縁部。端部は水平な
面をもち「コ」の字状に丸い。 マメツ マメツ

灰茶白色

灰茶白色

石・長(1～3)

◎

616 高邦
口径 17.1

残高 11.1

郷部と柱部。郭部は段をもち内
湾気味に立ち上がる。端部はわ
ずかに外反する。

④ 堂騨 堺
室⊃ヨコナデ
⑧ ナデ

Э蛍彗学饗
のケズリ・マメツ

色

色

茶

茶

乳

乳

石。長(1～4)

◎

高郭
口径 (16.2)

残高 6.1

段をもちわずかに外反する邪部。
端部は丸い。 マメツ・ハクリマメツ・ハクリ

橙色

橙色

石'長 (1～3)

①

高不
口径 (17.0)

残高 5.1

内湾気味に立ち上がり、端部付
近がわずかに外反する。 マメツ マメツ

培絶

培茶色

石。長(1～3)

◎

619 高郭
口径 (16.4)

残高 2.7

端部付近がわずかに外反する口

縁部。端部は丸い。 マメツ・アヽクリ マメツ・ハクリ
嗜茶色

嗜茶色

石・長 (1)
褐色粒・金
◎

620 高郷
底径 (12.8)

残高 8.5

ラッパ状に開く脚部。端部は尖り
気味に丸い。 マメツ・ハクリ

マメツ

∈⊃しばり痕
Эケズリ

乳橙茶色

乳橙茶色

石・長(1～ 5)多

◎

621 高郷
０
　
２

径

高

底

残

大きく屈曲して開く脚部。端部は
丸い。

Dヨサデ→ナデ
②ココナデ

⑧ケズリ

電働ヨコナデ(押圧痕)
乳茶色

灰色

酢長(1～3)

◎

622 高邪 残高 6.8
直線的に開く柱部。脚部は屈曲
する。

③ナデ

Эヨコナデ
③ケズリ

Эヨヨナデ
乳茶色

黒灰色

石'長 (1～ 3)

◎

623 高郷 残高 5.5
直線的に開く柱部。

マメツ・ハクリ マメツ・ハクリ
暗茶色

暗茶色

百・長(1～3)

◎

SB2 貼床出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

(2)
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表30 SB4 出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

624 壺
口径 (18.4)

残高 5.0

外傾し屈曲する口縁部。端部は
丸い。

マメツ

(→部ヨコナガ

ハクリ

マメツ

乳茶色

乳茶色

石・長(1～ 2)

◎

甕
口径 (18.3)

残高 3.4

外傾して内湾気味に立ち上がる
口縁部。端部は水平な面をもち
「コ」の字状に丸い。

マメツ マメツ
色

色

橙

橙

乳

乳

石・長(1～3)

◎

626 高郵 残高 5.9
丸味をもつ邦底部と細い柱部。

マメツ
マメツ

タヽクリ

色

色

橙

橙

乳

乳

密・石・長(1)

◎

627 高郷 残高 5.8

「ハ」の字状に開き屈曲する。
マメツ

マメツ

しばり痕

乳橙色

乳橙色

石・長(1～ 3)

◎

628 ell 残高 5,0
楕円形の断面の把手部。接合面
に膳をもつ。 ナデ ナデ

乳橙色

乎L橙色

密・石・長(1)

◎

629 郷蓋
口径 (13.5)

残高 3.2

水平な天丼部に開き気味の口縁
部。端部は尖り気味t琳田い。

豆D回転ヘラヘケ刺
ヘラ切り
Θ回転ナデ

ナデ

回転ナデ

灰色

灰色

4'石 '長 (1～ 2)

◎

630 邦蓋
口径 (14.3)

残高 4.2

丸味をもつ天丼部に内湾気味に
接地する口縁部。端部は尖り気
味で外面にヘラ状工具1こよる線刻。

に)回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ
ナデ

回転ナデ

色

色

灰

灰

石。長 (1)

◎

631 不蓋
口径 (14.4)

残高 2.5

内湾気味の回縁部。端部は尖り

気味である。
蓋)回転ヘラケズリ

D回転ナデ
回転ナデ

灰赤茶色

灰赤茶色

密・石,長 (1)

◎

会
Ｕ 邪蓋 残高 3.2

丸味のある天丼部は段をもち口
縁部につづく。

回転ヘラケズリ

回転ナデ
回転ナデ

色

色

灰

灰

石'長 (1～ 2)

◎

JTh身 残高 3.3
外反気味に直立する立ち上がり。

回転ナデ 回転ナデ
青灰色

青灰色

密・石。長(1)

◎

634 邦身
口径 (13.8)

残高 2.8

水平に短く伸びる受部。立ち上
がりは内傾し端部は丸い。 回転ナデ 回転ナデ

色

色

灰

灰

掛石・長(1)

◎
自然釉

覆
υ 邦身

口径 (12.2)

残高 2.2

水平気味な受部に直立する立ち
上がり。端部は先細りする。 回転ナデ 回転ナデ

色

色

灰

灰

密 ,長 (1)

◎

636 郷身 残高

短く水平に伸びる受部。立ち上
がりは外反気味に直立し端部は

丸い。
回転ナデ 回転ナデ

青灰色

青灰色

密,石・長(1～ 2)

◎

637 邪身
口径 (12.4)

残高 2.4

水平気味な受部に直立する立ち
上がり。端部は先細りする。 回転ナデ コ転ナデ

色

色

灰

灰

密・長 (1)

◎

638 郭身 残高 1.9
短く水平に伸びる受部の端部は

尖る。 回転ナデ 回転ナデ
色

色

灰

灰

密・石。長(1)

◎

甕 残高 3.4

2条の凸帯と波状文を施す。
回転ナデ 回転ナデ

青灰色

青灰色

密・石.長 (1)

◎

640 甕
口径 (21.3)

残高 1.6

「L」 字状の口縁部。端部は上方
に拡張し2条の凹線文、頸部に刻
目凸帯文を施す。

ヨコナデ ヨコナデ
培茶色

嗜茶色

蕗・石・長(1)

◎

641 甕
口径 (17.6)

残高 3.4

「L」 字状の口縁部。端部は上方
に拡張し1条の凹線文を施す。

◎ヨコナデ

◎鯨縣
Dヨコナデ

◎怖;蒜
暗茶色

暗茶色
粒
密
色
◎
白

642 甕
口径 (274)

残高 3.0

外反する口縁部。端面に3条の

凹線文を施す。

ヨコナデ
ハケ(6～ 7本/cm)
→ヨコナデ

ハケ

“

～7本/cm)
乳茶色

乳茶色

石・長(1～ 3)

◎
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番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

上

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

643 甕 残高 2.2

口縁部の小片。端面は凹む。
ヨヨナデ ヨヨナデ

黒灰色

黒灰色

石'長 (1～ 2)
金
◎

644 甕 残高 3.2

口縁部の小片。頸部に凸帯をも

=フ
。 ヨコナデ ヨコナデ

培茶色

嗜茶色

石'長 (1～ 3)

◎

645 甕 残高 2.1
外反する口縁都の小片。端部は
「コ」の字状に丸い。

ヨコナデ

ハケ(4～ 5本/cm)
マメツ

子し茶色

子L茶色

密.石 `長 (1～ 2)

◎

646 甕
底径 (5,8)

残高 2.3

平底。 ミガキ

ナデ
マメツ

予L灰橙色

乳灰橙色

石・長(1～ 2)
砂
◎

647 甕
径

高

底

残
(8,0)

2.4

平底。 ミガキ

ナデ
ナデ 絶
髄
灰

茶

石。長 (1)

◎

648 壷
口径 (18.6)

残高 2.2

外反する口縁郡。端部は「コ」の
字状でわずかに凹む。

ヨコナデ

ハケ→ヨコナデ
ナデ

茶自色

茶白色

石・長(1～ 4)

◎

649 壷
口径 (14.6)

残高 4,1

外反する口縁部。端部は拡張さ
れ浅い凹線文4条、その後線刻を
施す。頸部に押圧凸帯文。

ヨコナデ

ナデ

ヨコナデ

ハクリ

予し茶色

乳茶色

石。長(1～ 3)

◎

650 壷 残高 5.0
頸部片。斜格子の刻目凸帯文を
巡らす。

ヨヨナデ
ハケ0～ 4本 /cln)
→ナデ

◎′サ16A/cml
→ナデ
ハケ

色

色

白

自

茶

灰

石・長(1～ 2)

◎

651 重 残高 2.8
頸部片。布目圧痕のある凸帯文
を1条巡す。

ヨコナデ
マメツ(ミガキ?)

ミガキ
ホ茶色

予し茶色

石'長 (1～ 3)

◎

652 壷
径

一局

底

残

厚みのある平底。
マメツ

臣コ)り ケヽ(0～ 7本/cl)

(マメツ)

∋ナデ(指押え)

子し灰茶色

予し茶色

石・長(1～ 4)
砂・多
◎

653 壷
径

高

底

残

平底。
ナデ

(板状工具)

ハケ(8～ 9本 /cm)

ナデ (指押え)

色

色

茶

茶

乳

乳

石.長 (1～ 3)
砂
◎

654 壺
径

高

底

残
(7.6)

2.4

平底。
マメツ ナデ

色

色

灰

燈

石・長(1～ 3)

◎

655 脚台付鉢残高 2.5
丸味のある底部と「ハ」の字状に
開く脚部。 ミガキ

窒Dミガキ
Dハケ
(10～ 11本/cm)

色

色

橙

橙

乳

乳

密・石・長(1)

◎

656 甕 残高

胴部片。肩部にハケロエ具によ

る「ノ」の字状のキザミを施す。 ハケ

“

本/cm)
ハケ・ナデ

ケズリ→ナデ

乳茶色

乳茶色

石,長 (1～ 2)

◎

S B4 出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

(2)

表31 S B4 出土遺物観察表 石製品

番 号 器 種 残 存 材  質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

657 石 錐 7ta 形 2.7 1.684

658 石  庖  丁 結 晶 片 岩 0.3 1.844

659 設」 片 万 形 0.2 0,728

660 紡  錘  車 ほ ぼ 完 形 滑 石
上部径2,0
底 径3.8 器高1.7 子と宅至0,7 34.841

661 台石 (砥 石 ) 14.4 2900.0
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表32 SB5 出土遺物観察表 上製品

表33 SB5 出土遺物観察表

出土遺物観察表

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

662 甕
口径 (15,2)

器高 (27.5)

丸底の底部に球形の胴部。口縁
部は外傾し、端部はわずかに内
湾し丸味をもつ。

Dヨコナデ

Dマメツ(ナデ)ヨコナデガ坤
Ｄ
⑭
⑩

茶褐色

茶褐色

石・長(1～ 4)

◎

食
υ
食
υ 甕

口径 (18.6)

残高 4.9

外傾する口縁部の端部は内傾
する面をもち「コ」の字状に丸い。マメツ

Dマメツ

⑭ナデ
乳茶色

暗灰茶色

石。長(1～ 4)多

◎

664 甕
口径 (18.8)

残高 2.1

外傾する口縁部の端部はわずか
に内湾し「コ」の字状に丸い。 ヨコナデ

Θヨコナデ

ナデ

色

色

橙

橙

茶

茶

石・長(1～ 4)

◎

壷
口径 (10.8)

残高 8.0

肩の張らない胴部に外傾する口
縁部。端部は「コ」の字状に丸い。マメツ ゆガ♪

９
９
０

灰茶色

灰茶色

石。長(1～ 2)

○

666 高郭

４

　
５

５

　
６

径

高
口
残

甘い段をもってわずかに外反す
る郷部。端部は「コ」の字状。 慇Ш

鍮 マメツ・ハクリ

④学J全鐸
蒟動ハケ低水/cm)

色

色

橙

橙

乳

乳

石'長 (1～ 2)少

◎
黒 l■l

高郷
口径

残高

８

　

９

段をもって外傾する郷部。端部は
丸味をもつ。 ヨコナデ

Dヨコナデ
Dナデ

予し茶灰色

子し茶色

石・長(1～2)
金
◎
黒 J/1

668 高不
口径 (16.2)

残高 3.7

杯端部はわずかに外反し丸い。
ヨヨナデ(一部ハケ)

ハケ

“

本/cm)
→ヨコナデ

乳橙色・黒灰色

子[橙色・黒灰色

石・長(1～ 2)

◎

669 高イ
口径 17.2

残高 5.1

段をもってわず力Wこ外反する不部。
端部は丸味をもつ。

④ ヨコナデ

⑭ ナデ
ヨコナデ

ヱ[lll色・茶白色

乳茶色

石・長(1～ 3)

◎

670 高邦 残高 3.0
段をもつ郭部。

マメツ マメツ
色

色

茶

茶

乳

乳

石・長(1～ 3)
金
◎

671 高邦
底径 (10.0)

残高 8.6

「ハ」の字状の柱部。裾部は屈
曲して開き端部は「コ」の字状に
丸い。

④ヨコナデ

⑩マメツ

匡⊃しばり痕
③ケズリ
緻マメツ伸コナデ)

乳橙茶色

乳橙茶色

石・長(1～ 7)

◎

672 高邦
底径 (10.0)

残高 7.8

直立気味の柱部。裾部は屈曲し
内湾し接地する。端部は丸い。

④マメツ

⑩マメツ伸サ労

痕

瑚朔腕
色

色

茶

茶

乳

乳

百,長 (1～ 2)

◎

673 高邪
径

一局

底

残

「ハ」の字状の柱部。裾部は屈
曲し端部はわずかに内湾し丸い。

①ナデ

⑬ヨコナデ

主⊃しばり痕
Dケズリ
緻マメツ伸コナデ)

茶橙色

茶橙色

石,長 (1～ 3)

◎

674 高郷
ガ生　
Ｏυ

径

高

底

残

大きく屈曲して開く裾部。端部は

丸味をもつ。 ナデ

暢 マメツ
Dケズリ
pナデ

乳茶色

評L茶色

石・長 (1)

◎
黒 斑

675 高郷 残高

裾部が屈曲する脚部。
ナデ

Dケズリ
Dナデ
絶
絶

石・長(1～ 4)

◎

676 皿

口径 13.3
器高 2.2
底径 59

水平な底部に外傾する口縁部の

端部は先細りする。
ヨコナデ

Θ糸切り
ヨコナデ

乎L灰茶色

乳茶色

石・長(1～ 5)

◎

壷

４

　
２

刀
■
　
つ
０

径

高

底

残

丸味のある底部。
平行タタキ ナデ

乳橙茶色

乳橙茶色

石。長(1～ 3)
砂粒
◎

番号 器 種 残 存 材  質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

678 台  石 ほぼ完 形 43.1 28.3 21,900
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表34 SB6 出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外画)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

679 甕
口径 (17.2)

残高 46

わずかに内湾気味に外傾する口
縁部。端部は「コ」の字状に丸い。

ヨコナデ
ハケ(9本/cm)

ヨコナデ

ナデ

乳灰茶色

灰色

石。長(1～ 2)

◎

680 壺 残高 4.4
頸部から肩部の残存。 平行タタキ→

ハケ(8～ 9本 /cm)

⑭メサ8～9ホ/tml

⑩甲加
茶白色

灰茶白色

石 。長 (1)
金
◎

681 一亜 残高 5,8
頸部から肩部にかけての残存。 9ヨコナデ

ハケ(8～ 9本/cm)
短⊃ハケ→ナデ

⑮ハケ硝～鉢/cal)

⑩ ナデ'指押え
黒灰茶色

黒灰茶色

石.長 (1～ 2)多

◎

682 高郷
口径 (24.3)

残高 6.8

段をもち大きく開く郷部。端部付
近は外反し「コ」の字状である。

ヨコナデ

←部′サ8本 /cm)

ハケ

“

～7本/cm)
→ナデ

乳灰茶色

予し灰茶色

石・長(1～ 4)
金
◎

683 高邦 残高 3.1
段をもつ邪部。底部内面がやや
凹む。

の マメツ

の堅騨
マメツ

乳橙茶色

予L橙茶色

石'長 (1～ 3)

◎

684 高邦
底径 (16.0)

残高 8.2

大きく「ハ」の字状に開く脚部。
裾部はわずかに外反し端部は丸
|ヽ 。

Dマメツ
Dヨコナデ

⑧ナデ(板状工具)
Эマメツ

色

色

茶

茶

黄

桃

石。長(1～3)

◎

685 甕 残高 8.1
短く折り曲げる口縁部。 じハクリ'コヨナデ

Dケ甥引
Dヨヨナデ

D絲1目
悟茶色・黒灰色

嗜茶色・灰色

石・長(1～ 3)

◎
煤付着

表35 SB10 出土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

686 甕
口径 (20.1)

残高 4.2

わずかに内湾する口縁部。端部
は丸味をもつ。 ヨコナデ ヨコナデ

色

色

茶

茶

石・長(1～2)

◎

687 甕
口径 (18.5)

残高 3.5

内湾気味に立ち上がる口縁部。
端部は水平な面をもつ。 ヨコナデ ヨコナデ

嗜灰茶色

嗜灰茶色

石・長(1～ 2)

◎

688 甕 残高 3.6
外傾する口縁部。端部は丸い

マメツ(ヨヨナデ) マメツ(ヨヨナガ
乳茶色

乳茶色

石・長(1～ 3)

○

689 不蓋 残高 3.0
直立に接地する口縁部は凹む。

回転ナデ 回転ナデ
暗灰色

灰色

石。長 (1)

○

690 邦身 残高

短く水平に伸びる受部の端部は
尖り気味である。 回転ナデ 回転ナデ

乳灰色

乳灰色

蕗'石・長(1)

◎

691 邪身 残高 2.2
短く伸びる受部に内傾する立ち
」二がり。 回転ナデ 回転ナデ

青灰色

青灰色

長 (1)

◎

∩
υ 郷身 残高

短く水平に伸びる受部に内傾す
る立ち上がり。端部は尖り気味で
ある。

回転ナデ 回転ナデ
暗灰色

暗灰色

石。長 (1)

○

693 邪

０

　
０

８

　
２

径

高

底

残

平底。 回転ナデ

痘)回転ヘラケズリ→

ナデ
回転ナデ

青灰色

青灰色

石・長 (1)

◎

694 壺
口径 (21.7)

残高 3.1

外傾する口縁部の端部は断面
長方形である。下部に波状文が
11条残る。

回転ナデ 回転ナデ
乳灰黄色

乳灰黄色

密・石,長 (1)

◎

695 重 残高 2.2
外傾する口縁部は端部手前に段
をもつ。 回転ナデ 回転ナデ

色

色

赤

灰

灰

青

長 (1)

◎
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表36 SK17 出土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

696 甕
口径 (21.0)

残高 8.1

直立気味にわずかに外反する口
縁部。端部は尖り気味に丸い。

Dヨコナデ
Dマメツ骸サ)

9マメツ

D{名鑓)
灰淡橙色

淡橙帽色

石・長(1～2)
赤色粒・金
◎

697 壷 残高 4.3
頸部から胴部にかけての川ヽ片。 ⑮ヨサデ(マメツ)

Dメサ鉢/cml

⑭ヨコナデ

Dけ T～ 1休/onl
明赤褐色

暗茶褐色

密.石 '長 (1)
金
◎

698 高 邦
口径 (23.6)

残高 2.2

郷口縁部。内湾する口縁端部の

外面に5条の凹線文が残る。 ヨコナデ コヨナデ
淡橙褐色

橙褐色

密・石 (3)

◎

699 壷 残高

球形の胴部。 ②ヨコナデ

⑩ハ牲鉢痢→
"

ムアナガ
ケズリ↓例

Ｄ
Ｄ
Ｄ

橙褐色

淡橙色

石・長(1～ 3)
赤色粒
◎

700 壷 残高 8.8
球形の胴部。 ⑫ ヨコナデ

の ナデ(翌 ハヽケ)
脈ΠDナデ位メツ刺

9ヨコナデ
厄Dナデ
雨同)マメリ併デ'1具痕|

黄橙褐色

橙帽色

石。長(1～ 4)
赤色粒。金
◎

701 高邦 残高

「ハ」の字状に開く脚部。
マメツ マメツ

明橙色

黄橙色

密

◎

表39 SK24 出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

表37 SK21 出土遺物観察表 上製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

＾
υ 甕 残高 1.8

口縁部の小片。端部は「コJの字
状。

Q働 ナデ
ハケ(6～ 7本 /c141
(8～ 9本 /cml

ハケ(6～ 7本/cm)
色

色

陵

燈

石・長(1～2)
金
◎

703 蓋
口径 (16.9)

残高 1.4

口縁部は端部手前で折り曲げ直
立し接地する。端部は尖る。 回転ナデ 回転ナデ

淡灰色

淡灰色
粒
密
色
◎
里
〔

自然釉

表38 SK22 出土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

704 甕
口径 (19,4)

残高 2.3

外反する口縁部の端部は「コ」
の字状。 マメツ マメツ

色

色

橙

褐

乳

橙

石・長(1～3)
赤色粒・金
○

705 甕
径

高

底

残
(8.1)

2.1

平底。 Dナデ
丁寧なナデ

ナデ (ハケ)
暗灰赤褐色

明赤褐色

石・長(1～ 3)

○

706 邦身
口径 (11.5)

残高 3.2

短く外上方に伸びる受部。立ち
上がりは内傾する。

D回転ナデ
⑪回転ヘラケズリ

回転ナデ
灰色

緑灰色

密

◎
自然和

707 壺
口径 (16.4)

残高 2.5

外反する口縁部の端部は「コ」の
字状1こ丸い。口縁直下に凸帯を1条、
その下位に櫛描波状文を施す。

回転ナデ 回転ナデ
灰色

灰黄色

密

◎

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
r肉面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

708 邦

口径 (12.4)
器高 39
底径 6.8

丸味をもつ底部から内湾気味に
立ち上がる口縁部。端部は丸い。

Dヨコナデ

Dナデ
マ メツ

(一部ヨコナガ

乳橙色

乳灰橙色

密
赤色粒。金
○

709 郷身
口径 (13.4)

残高 2.8

短く水平に伸びる受部。立ち上
がりは直立気味で端部は尖る。

D回転ナデ
0回転ヘラケズリ

]転ナデ
緑灰色

灰色

密

◎

郷身
口径 (12.2)

残高 2.6

短く水平に伸びる受部。立ち上
がりは内傾し端部は丸い。

馘 ナデ
Э回転ナデ
ナデ

翰 ナデ

D回転ナデ
色

色

灰

灰

密

◎

- 151 -



SK24 出土遺物観察表 土製品

表40 SKl 出土遺物観察表 土製品

表41 SKl 出土遺物観察表 石製品

表42 SK2 出土遺物観察表 上製品

表 44 出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

(2)

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

郭身 残高 1.9
短く水平に伸びる受部の端部は
尖り気味である。 回転ナデ 回転ナデ

青灰色

青灰色

密。長 (2)

◎

壷
径

高

底

残
(9.0)

3.0

「ハ」の字状に開く脚部。端部は
尖り気味である。 回転ナデ 回転ナデ

灰オリーブ色

明Fkt.暗オリーブ色

密・石・長(1)

◎
自然釉

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調

`内

面Ⅲ

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

皿

２
５
０

径
高
径

口
器
底

平底の底部に短く外傾する口縁
部。端部は丸い。

ヨコナデ

◎回転糸切り
マメツ

乳灰茶色

乳灰桃色

密,石 ,長 (1)

◎

番号 器 種 残 存 材  質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

石  核 サ ヌカイト 11.3 6.9 610.3

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(肉面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

甕 残高 3.8
外反する口縁部。

ヨヨナデ マメツ
色

色

自

白

茶

茶

石,長 (1～ 3)
金
◎

716 壼
４

　
８

４

　
３

径

高

底

残

丸味のある底部。 タタキ

Θナデ
ナデ

乳黄茶色

乳黄茶色

石・長(1～3)
金
◎

邦身 残高 2.1
短く水平に伸びる受部。

回転ナデ 回転ナデ
青灰色

青灰色

密・石・長(1)

◎

表43 SK3 出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

高台不 残高 2.5
邦底部と高台部。

ヨヨナデ マメツ
乳茶色

乳茶色

蕗・石。長(1)
褐色粒
◎

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外向)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

719 壼
口径 (12.6)

残高 2.2

外反する口縁部。端都は「コ」の
字状に丸い。 ヨヨナデ ヨコナデ

乳茶色

乳茶色

石・長(1～3)

◎

720 土釜
口径 (204)

残高 52

回縁部の端部に断面三角形状
の凸帯を貼り付ける。

Θヨコナデ

⑩ナデ指押え
ヨコナデ・ナデ

暗灰茶色

乳茶色

石,長 (1～ 3)

◎
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表45 SK6 出土遺物観察表 土製品

表46 SK7 出土遺物観察表 土製品

表47 SK7 出土遺物観察表 石製品

表49 SK8 出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整

色調
(外面)

(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

721 土釜 残高 2.0

口縁部に断面三角形状の凸帯
を貼り付ける。 ヨコナデ・ナデ ナデ

乳茶橙色

乳茶橙色

石・長(1～3)

◎

722 土釜 残高 4.9
断面円形の足。

ナデ ナデ
色

色

茶

茶

石・長(1～3)

◎

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
r肉面Ⅲ

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

甕
口径 (25。 2)

残高 2.8

折曲口縁。端部は拡張され2条
の凹線文。頸部に刻目凸帯文を
施す。

Θヨコナデ

ナデ'一部ハケ(6ホ /111)

Θヨコナデ

ナデ
暗灰茶色

暗灰茶色

密̀石 '長 (1～ 3)

◎

724 土釜 残高 3.4

口縁端部に断面三角形状の凸
帯を貼り付ける。

ヨコナデ

ナデ
マメツ

暗茶色

灰茶色

石'長 (1～ 2)

◎

725 土釜 残高 8.5
断面円形の足。

ナデ 暗茶色
石,長 (1～2)

◎

726 土釜 残高 7.3
断面円形の足。

ナデ 乳灰茶色
石・長(1～3)

◎

番号 器 種 残 存 材  質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅  (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

727 スクレイクヾ ― 完  形 2.8 0.3 1,752

SK7 出土遺物観察表 金属製品

番号 器 種 残 存 材  質
法  量

備  考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

不  明 1/2 3.8 0.3 6.308

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

729 皿
底

高

平

残
(7.0)

1.3

平底に外傾する体部。 マメツ

にDttH与え今首子
りマメツ 乳灰桃色

灰色

密・石・長(1)

◎

730 鉢
口径 (23,0)

残高 4.7

外傾する口縁部の端部に短く内
傾する。

一ア

ヨコナ
朔

ヨコナデ

ナデ?

茶白色

茶白色

石・長(1～ 2)

◎

鉢 残高 2.9

口縁端部は短く折り曲げる。端部
は丸い。 コ転ナデ 回転ナデ

色

色

灰

灰

密,石・長(1)

◎

鉢 残高 4.1

口縁部の端部は直立し丸い。
回転ナデ 回転ナデ

灰白色

灰白色

密'石・長(1)

◎

733 雰
口径 (12.4)

残高 2.6

外傾する口縁部の端部は丸い。
ヨコナデ ヨコナデ

乳自色

乳白色

密

◎
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表50 SK8 出土遺物観察表 石製品

表51 SK10 出上遺物観察表 土製品

表52 SK10 出土遺物観察表 石製品

表53 SKll 出土遺物観察表 土製品

表54 SK12 出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

番号 器 種 残 存 材 質
法  量

備 考 図版

長さ(cm) 幅  (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

734 硯 小   片 4.2 3.6 9.251

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調   整 (外回,

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

735 糖鉢
底径 (16.0)

残高 4.1

内面に櫛目痕。 回転ナデ

Θナデ
ヨ転ナデ

灰紫色

灰紫色

石。長(1～4)

◎
備前焼

土釜
口径 (17.0)

残高 4.2

口縁部の端部に断面四角形状
の凸帯を貼り付ける。

Θヨコナデ

⑩ナデ
Dヨコナデ

Dナデ
暗茶色

暗茶色

石・長(1～ 3)

◎
煤付着

737 土釜
底径 (24.0)

残高 7.4

平底の底部外面に足が付く。
ナデ

マメツ

⑩ナデ

色

色

茶

茶

嗜

嗜

石・長(1～ 3)

◎

738 土釜 残高 13.2

断面円形の足。
ナデ 嗜茶色

石・長(1～2)

◎
煤付着

番 号 器 種 残 存 材  質
法  量

備 考 図版

長さ(cm) 幅  (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

石 器 素 材 結 晶 片 石 20.7 6.0 580.2

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調   整 (外面)

色調
r内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

740 邦蓋
口径 (14.0)

残高 4.3

平坦な天丼部に内湾する国縁部。
端部は尖り気味に丸い。

にD回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ
回転ナデ

青灰色

青灰色

石・長(1～2)

◎

郷蓋
口径 (13.2)

残高 36

内湾する口縁部。端部は丸く内
面に沈線状の凹みあり。

罐9回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ
回転ナデ

青灰色

青灰色

石。長(1～2)

◎

742 土釜
回径 (20.4)

残高 8.1

口縁端部に丸味のある凸帯を貼
リイ寸1する。

Эヨヨナデ

⑩ナデ
Θヨヨナデ

⑪ナデ
茶色

灰茶色

石。長(1～ 3)

◎
県付着

743 土釜
口径 (16.0)

残高 72

口縁部の端部に丸味のある断面
三角形状の凸帯を貼り付ける。

Θヨコナデ

⑭ナデ
ヨコナデ

暗茶色

暗茶色

石.長 (1～ 3)

◎

744 土釜
底径 (21.0)

残高 5,7

底部側面に足が付く。
ナデ ナデ

暗茶色

暗茶色

石・長(1～ 3)

◎
煤付着

745 羽釜 残高 46
わず力Wこ外上方に伸びる鍔をもつ。◎ヨコナデ

⑩ハケ→ナデ
ハケ(10～ 11本 /cm)

色

色

茶

茶

灰

灰

石・長(1～ 2)

◎

746 平瓦

つ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

”
上

５

６

２

さ

　

さ

長
幅
厚

小片。
ナデ マメツ 灰色・乳茶色

但
粒石．長随
◎

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調   整 (外面)

色調
(内画)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

747 小壷
径

高

底

残

平底。 回転ナデ
ケズリ→ナデ(板状I具 )

に0ナデ(板状工具)

回転ナデ

Θナデ
青灰色

青灰色

石,長 (1～ 2)

◎
自然釉
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表55 SXl 出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

748 一里
口径 (21.5)

残高 1.8

口縁部の小片。端部は拡張され、
上部に竹管文、下部に櫛描によ
る5条の波状文を施す。

ヨコナデ ヨコナデ
淡黄橙色

淡黄橙色

石'長 (1～ 4)
赤茶粒
◎

749 一亜
口径 (17.0)

残高 4.9

複合口縁の拡張部。外面上部に
櫛描直線文、下部に櫛描波状文
を施す。

マメツ ヨコナデ
橙色

橙色

石・長(1～4)

◎

750 皿

４

，
一
１

８

１

６

径
高
径

口
器
底

平底の底部に短く伸びる口縁部
の端部は尖る。

Θヨコナデ
④マメツ
Θ回転糸切り

Dヨコナデ

◎マメツ
淡赤色,浅黄橙色

淡赤色,浅黄橙色

石'長 (1～ 2)

◎

lTh
口径 (12.0)

器高 2.4

直線的に立ち上がる体部にわず
かに外反する口縁部の端部は丸
とヽ 。

Θヨヨナデ

Θナデ
Эヨコナデ

Dナデ
淡責色

淡黄色

密'石 '長 (1)
赤茶粒
◎

752 皿
径

高

底

残
(9,9)

1.0

底部の小片。 ナデ

Θ 回転糸切り
ナデ

灰褐色

淡灰橙色

密・石・長(1)

◎
黒 斑

皿
８
．
０，

１
．
０

径

高

底
残

平坦な底部。 マメツ

タヽクリ
マメツ

にぶい橙色

にぶい橙色

密,石・長(1)
赤茶粒
◎

瓢 残高 4.8
把手。

ナデ マメツ
淡橙色

淡橙色

石・長(1～ 2)
赤茶粒
◎

755 土釜
口径 (22.2)

残高 3.4

口端部外面に断面三角形状の

凸帯を貼り付ける。
Θヨコナデ

④ナデ
ハケ(16～18本 /側 )

にぶい赤褐色

にぶい赤褐色

石・長(1～ 2)

◎

756 土釜
口径 (23.8)

残高 52

口端部外面に断面三角形状の

凸帯を貼り付ける。
Θヨコナデ

④ナデ
Dヨコナデ

④ナデ
にぶい橙褐色

にぶい橙褐色

石・長(1～ 3)

◎
煤付着

757 土釜
口径 (16.5)

残高 37

口端部外面に断面三角形状の

凸帯を貼り付ける。 ヨコナデ ヨコナデ
にぶい黄橙色

にぶい黄橙色

石・長 (1)

◎
燥付着

758 土釜 残高 37
口端部外面に断面三角形状の

凸帯を貼り付ける。 ヨコナデ ヨコナデ
にぶい橙色

にぶい橙色

石・長(1～ 2)

◎
煤付着

759 土釜 残高

口端部に丸味をもつ凸帯を貼り
fttける。 ナデ ヨコナデ

にぶい橙色

にぶい橙色

石・長(1～3)
赤茶粒・金
◎

土釜 残高 26
口縁部の小片。端部に丸味のあ
る凸帯を貼り付ける。 ヨコナデ

強いナデ

(板状工具 )

にぶい橙色

にぶい橙色

石・長(1～2)

◎
煤付着

土釜 残 高

足の貼り付け部。
ナデ ナ デ

二ぶい橙色

こぶい橙色

石・長(1～4)多

◎

土釜 残高 9,3
断面円形の足。

ナデ こぶい責橙色
石・長(1～ 2)

◎

763 土釜
口径 (21,9)

残高 114

内湾する体部。口縁端部に断面
三角形状の凸帯を貼り付ける。

Dヨコナデ

④ナデ

∪ ア ア

静触堺
こぶい橙色

灰褐色

石・長(1～4)
金
◎
喋付着

土釜 残 高

足の貝占りf寸イナ著呂。
ナデ マメツ

にぶい橙色

にぶい橙色

百。長(1～ 2)

◎

765 土釜 残高 12.3

断面円形の足。
ナデ ナデ

にぶい橙色

にぶい褐色

石・長(1～3)
赤茶粒
◎

橘鉢 残高 4.6

口縁部を上下に拡張する。
ヨヨナデ ヨコナデ

赤灰色1にぶい赤橙色

にぶい赤橙色

石・長(1～2)

◎
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SXl 出土遺物観察表 土製品

表56 SX2 出土遺物観察表 上製品

出土遺物観察表 銭貨

表58 SP126 出土遺物観察表

表59 SP126 出土遺物観察表 銭貨

出土遺物観察表

(2)

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備聘 図版

外  面 内 面

767 橋鉢 残高 4,4
口縁端部を上下に拡張する。

ヨコナデ ヨコナデ
にぶい橙色

橙色

石。長 (1)

◎

768 橘鉢
底径 (13.6)

残高 5,9

内面に櫛描きの条線を放射状に
施す。 ヨコナデ ヨコナデ

灰赤色

暗青灰色

石・長(1～ 2)

◎

高台顔
径

高

底

残
(67)

1.9

高台端部は内傾する面をもつ。 施釉

Θヘラケズリ
施釉

オリーデ黄色(釉 )
淡黄色

オリーブ黄色(釉 )

密

◎

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

こね釘 残高 4.8

口縁端部を上下に拡張する。
ヨコナデ ヨコナデ

色

色

灰

灰

石'長 (1～3)

◎

番 号 銭  名 初鋳年 銭径 (cm) んの一辺(cm) 琳縁厚 (cm) 対側厚 (cm) 重量 (9) 備 考

771 元 祐 通 賓 1086 0。 7
刀
仕

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調   整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内  面

772 郷

口径 (9.9)
器高 3.0
底径 5,5

口縁部手前はわずかに内湾し、
底部外面に板目状圧痕。

Эヨコナデ

D全饗
夕Θヨコナデ
Θナデ

橙色,明赤褐色

橙色

石・長(1～ 2)
金
◎

773 郷

６

９

０

９

，
３

．
６

．

径
高
径

回
器
底

内湾気味に立ち上がる体部から
口縁部。口端部は丸い。

Θこ珠発ナデ)
◎糸切リ

Θマメツ

Θ回転ナデ
浅黄橙色

橙色

密

◎

番 号 銭  名 初鋳年 銭径 (cm) 止の一辺(cm) 外縁厚 (cm) 対側厚 (cm) 重量 (g) 備 考

774 元 豊 通 費 1078 0.70 0.08 2.550

775 天 聖 元 賓 1023 0,75 0,13 0.10 3.268

天 聖 元 賓 1023 2.4 0.65

777 元 祐 通 費 1086 24 0,70 0。 12 0.09 2.555

778 紹 聖 元 賓 1094 0.60 2.548

779 洪 武 通 質 1368 0.60 0.14 0.10 2.212

780 紹 聖 元 賓 1094 2.4 2.467
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表60 SP146 出土遺物観察表

表61 SP 出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

番号 銭  名 初鋳年 銭径 (cm) 七の一辺(cm) 外縁厚 (cm) 内側厚 (cm) 重量 (g) 備 考

781 永 楽 通 費 1408 0,18 0.09 2.220

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調

`内

面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

782 甕 残高 3.5
頸部の小片。 ヨヨナデ

マメツ

◎ヨコナデ
ナデ

にぶい貢橙色

浅黄色

密

◎
SP137

783 甕
径

高

底

残
(4.0)

4.2

丸味のある平底。 Dけ

“

～休/cln)
D強いナデ ナデ

にぶい褐色,褐灰色

にぶい橙色

石,長 (1～3)

◎
SP606

784 壼
口径 (18.6)

残高 3.7

外傾する口縁部。端部はわずか
に拡張され2条の凹線文とハケロ
エ具による刻目を施す。

ヨコナデ
ヨコナデ

倣 状工具)

にぶい橙色

橙色

石,長 (1～2)

◎
SP51

785 壷
口径 (17.4)

残高 3.2

外反する口縁部。端部は「コ」の
字状。

翰 ヨコナデ
Θハケ9本/cm)
要)ハケ→ヨコナデ

ハ ケ
にぶい黄橙色

にぶい黄橙色

石・長(1～2)

◎
SP312

786 壷

（
Ｖ
　
Ｏ
υ

９

　
５

径

一局

底

残

平底。 ⑩ミガキ

◎ナデ
丁寧なナデ

にぶい橙色.明赤褐色

橙色

酢長(1～ 3)
金
◎ 黒 斑

壷
２
　
０

径

高

底

残

平底。
ナデ

マメツ

(ハクリ)

浅黄橙色

灰白色

石・長(1～2)

◎

３８

斑

ＳＰ

黒

788 甕
口径 (16.6)

残高 5.8

外傾する口縁部の端部は丸い。 Dヨコナデ

Dナデ→ミガキ
Θヨコナデ

⑩ヘラミガキ

こぶい褐色

雲色

密

◎
SP605

789 甕
口径 (14,0)

残高 6.6

外傾して内湾気味に立ち上がる
口縁部。端部は「コ」の字状に丸
Lヽ 。

Dヨヨナデ

Эハケ俯本/cm)
Θヨコナデ

Θナデ
色

色

燈

瞳

石・長(1～2)

◎
SP235

790 甕
口径 (19.6)

残高 4.7

外傾しわずかに内湾する口縁部。
端部は丸い。

9ヨヨナデ
Эハケ

Θヨヨナデ

◎ナデ
にぶい橙色

咎色,にぶい赤褐色

石'長 (1～2)

◎

甕
口径 (18.1)

残高 4.0

外傾する口縁部の端部は内傾
する面をもつ。

ヨヨナデ

(指頭痕 )
ヨコナデ

橙色

明赤褐色

石'長 (1～ 2)

◎

鉢
口径 (12.2)

残高 5.4

短くゆるやかに外反する口縁部
の端部は丸い。

Θヨコナデ

④ナデ
Θヨコナデ
④ハケ→ナデ

にぶい褐色

にぶい橙色

石・長(1～2)

◎

SP384

県付着

＾
υ 邪蓋

口径 (15.0)

残高 3.5

直立気味に接地する口縁部の端
部は丸い。

⊂)回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ
回転ナデ

色

色

灰

灰

石。長 (1)

◎
SP135

郷身 残高 2.6
短く水平に伸びる受部の端部は
尖り気味に丸い。 回転ナデ 回転ナデ

色

色

灰

灰

密

◎
SP137

邪身
口径 (10.9)

残高 2.3

受部は水平気味に伸び端部は
尖る。立ち上がり1よ直立し端部は
尖る。

回転ナデ コ転ナデ
色

色

灰

灰

密

◎
SP13乏

796 土鍋
口径 (36.0)

残高 8.1

短く外反する口縁部の端部は「コ」
の字状である。

9ヨコナデ

④蕊F験状工具)
Dヨコナデ
⑭ナデ
のハケ→ナデ

色

色

褐

褐

石・長(1～ 2)
金
◎
SP419

797 坑
口径 (15.0)

残高 5.0

口縁端部の手前がわずかに外反
する。 施釉 施釉

明オリーブ灰色

明オリーブ灰色

密

◎
SP257
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表62 SP 出土違物観察表 石製品

番号 器 種 残 存 材  質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

798 不 明 47 21.316
側面に「五月」の
文字

紡 錘 車 3///4 滑 石
上部径1〔

氏径 (3.3) 器高
1.5 孔径07 12589 則面

に斜格子沈線文O充痕に
kる山形文O底部に格子沈線O

800 スクレイパー 完   形 サ ヌカイト 2.127

801 不 明 18.0 1840.0 熟のためか部分的に表面
)｀ユ1離している。煤付着

表64 V層  出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

表63 V層 出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

802 高邪
口4蚤 (27.0)

残高 1.1

外反する口縁部。端部は「コ」の
字状である①

延めヨコナデ

Θナデ→ミガキ
ヨコナデ→ミガキ

乳茶橙色

乳茶橙色

4.石
.長
(1～ 3)

◎

甕
口径 (17.3)

残高 4.2

外傾する口縁部は内側に月巴厚さ
れる。 ヨコナデ

Θヨコナデ

◎ナデ
乳灰茶色

灰茶色

石・長(1～ 3)

◎

804 壷 残高

大きく肩が張る。
回転ナデ 回転ナデ

灰色

暗灰茶色

密

◎

805 高台邦
９

２

径

高

底

残

「ハ」の字状に開く高台部。 回転ナデ

⑧唯響
回転ナデ

色

色

灰

灰

石・長 (1)

◎

甑 残高 4.7
丸味のある把手部。 ナデ

指押え
ナデ

乳茶色・黒色

乳茶色

石'長 (1～ 3)

◎

807 土釜
底径 (25.0)

残高 5.7

平底の側面から底部にかけて足
が付く。 ナデ

ハケ(7～ 8本 /m)
(マメツ)
Q⑩ナデ

色

色

茶

茶

暗

暗

石'長 (1～ 3)

◎
煤付着

土錘
最大径 (1.6)

残存長4.4

楕円形。
マメツ

灰白色

乳白色

密

◎

809 婉 残高 2.6
蓮弁の一部が残る。

比釉 施釉
④灰白色

⑩範明灰オリいブ

密

◎

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

810 甕 残高 3.3
折曲口縁。端部は拡張され2条
の凹線文を施す。

Dヨコナデ

Dミガキ
ヨコナデ

橙色・淡黄橙色

橙色・淡責橙色

一則
金
◎

石

甕
口径 (14.8)

残高 3.3

外反する口縁部の端部は丸い。昌蒲 |

Θヨコナデ

◎ハケ10～ツ本たm)
淡橙色

淡橙色

石'長 (1～ 2)
金
◎

812 壼
口径 (23,7)

残高 9,6

大きく開く口縁部の端部は拡張
され斜格子の三角文と頸部に刻
目凸帯文を施す。

③ヨコナデ

⑭ミガキ

麹のヨヨナデ

◎争奉

徐東 砲色

淡黄灰白色

踏■,沸苦Vot悔

一帥
金
◎

石

813 壷
口径 (12.7)

残高 2.8

外反する口縁部は上下に拡張さ
れ端面に5条の凹線。頸部に「ノ」
の字状の列点文を施す。

ヨヨナデ ヨコナデ
灰黄色

灰黄色

密・長 (1)

○
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番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

壼 残高 2.8
端部は拡張され端面に2条の凹
線文を施す。 ヨコナデ ヨコナデ

隆色

肇赤ヽ褐色
石,長 (1～2)

◎

815 壺 残高 49
外反する口縁部。頸部に刻目凸

帯文を施す。

ハケ(4～ 5本/cm)
→ミガキ ハケ→ミガキ

橙色

淡黄灰白色

石'長 (1～ 3)
赤色粒・金
◎

816 壺
径

高

底

残

丸味のある平底。 ケ↓ミガキ

ヨコナデ

デぐノ、ヶナ

防
Φ
財

ハケ(6～ 7本/cm)

橙色,淡黄橙色

侯是堪算
色
石'長 (1～ 3)
金
◎
黒 斑

817 支脚
径

高

底

残
(7.1)

7.5

上下が凹む。 ナデ

指頭痕

Θナデ
Θナデ指頭痕

淡橙色.淡黄橙色

淡橙色・淡黄灰白色

石・長(1～ 5)

◎

紡錘車
径

さ

直

厚

転用品。上下に未貫通孔。
ミガキ ナデ

にぶい褐色

にぶい橙色

石・長(1～ 2)

◎

甕
口径 (24.6)

残高 4.6

外傾する口縁部の端部は丸い。 Θマメツ

◎ヨコナデ
Dヨコナデ

Эナデ

ぶい黄橙色

ぶい黄橙色

石・長(1～ 3)

◎

820 甕
口径 (23.2)

残高 3.3

内湾気味に外傾する口縁部。端
部は内傾する面をもつ。 ヨコナデ ヨコナデ

にぶい橙色

にぶい橙色

石'長 (1～ 2)
赤茶色粒
◎

821 壷 残高 4.8
複合口縁。拡張部は外傾する。

ヨコナデ ヨコナデ
淡黄色

淡黄色

密'石 .長 (1～2)
金
◎

822 甑 残高 40
把手。 ナア

(指頭痕 )
ナデ

橙色

浅黄橙色

石。長(1～2)

◎

甑 残高 5.0
把手。

ナデ ハケ→ナデ
炎橙色.淡黄灰色

隆色

石・長(1～ 3)
赤茶色粒・金
◎
黒 斑

824 土釜
口径 (21.8)

残高 2.5

口縁部外面に断面三角形状の
凸帯を貼り付ける。 ヨコナデ

⑩ ヨコナデ

Θハケ(7本/cm)

明赤褐色

明赤褐色

石。長 (1)
金
◎

土釜
口径 (26.8)

残高 3.6

口縁部外面に断面三角形状の

凸帯を貼り付ける。
Θヨコナデ

⑩ナデ
ナデ

にぶい褐色

にぶい橙色

石・長 (1)
金
◎
栗付着

826 茶釜
底径 (24.9)

残高 4,7

丸味をもつ底部。
ナデ ナデ

にぶい褐色

にぶい黄橙色

石・長(1～ 2)
茶赤色粒・金
◎

827 土釜 残高 8.2

脚部。
ナデ 一ア

クヽ

ガ
ヨコナ
ナデ．ノ

⑪
◎
⑩

にぶい赤褐色

にぶい橙色

石・長(1～ 2)

◎
煤付着

828 邦蓋
口径 (15.6)

残高 3.0

内湾して接地する口縁部。端部
は丸い。 回転ナデ 回転ナデ

紫黒色

灰白色

石。長(1～ 2)

◎
自然和

829 邪蓋
口径 (12.8)

残高 2.5

丸味をもつ扁平な天丼部。かえり
は欠失している。

の回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ
回転ナデ

累灰色

青灰色

石。長 (1)

◎
自然釉

830 邦蓋
口径 (140)

残高 1.6

口縁端部は折れ曲げ接地する。
回転ナデ 回転ナデ

紫灰色

灰色

密

◎

イ身
口径 (101)

残高 37

琵部は外上方に伸び立ち上がり
は内傾しわずかに外反する。端
面は凹む。

回転ナデ 回転ナデ
灰色

青灰色

石・長(1～2)

◎

832 邪身 残高 2.8
受部は水平気味に伸び端部は

尖り気味である。立ち上がりは内
傾する。

回転ナデ 回転ナデ
色

色

灰

灰

密

◎

V層 出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

(2)
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番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調

(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

833 不身
口径 (11.9

残高 2.8

短く水平に伸びる受部。立ち上
がりは内傾し端部は丸い。 回転ナデ 回転ナデ

色

色

灰

灰

密

◎

834 高台邦
０

８

６

１

径

高

底

残

「ハ」の字状に広がり水平に接地
する高台部。

④回転ナデ
0回転ヘラケズリ

丁寧なナデ
灰色

灰色

密

○

835 高台婿
底径 (11.3)

残高 0.9

短く水平に接地する高台部。
回転ヘラケズリ

回転ナデ
回転ナデ

灰色

灰白色

密

◎

836 董 残高 50
直立気味に立ち上がる口縁部。
中位に1条の凸帯。 回転ナデ

回転ナデ

しばり痕

紫黒色

紫灰色

密

◎

837 皿
口径 (16.9
残高 1.4

外傾する口縁部。
施釉

(マメツ)

施釉

(マメツ)

色

色

録

録

密

○
緑釉

V層 出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

(3)

表65 V層  出土遺物観察表 石製品

番 号 器 種 残 存 材  質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅  (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

砥 石 ? 9.2 6.3 130.8

839 扁平片刃石斧? 結 晶 片 岩 8.8 7.0 270.7

表66 その他層位不明出土遺物観察表 石製品

番 号 器 種 残 存 材 質
法  量

備  考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

840 石 鏃 ほ IF完 形 サ ヌカ イト 2.0 0.4 3.070

841 不 明 結 晶 片 岩 5,0 2.05 0.35 6.698

刀
士
Ｏ
Ｏ 片 刃 石 斧 結 晶 片 岩 10.1 2.35 190.8 未成品

r打塾～諦打碑階ヽ
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6。 自然化学分析
樽味四反地遺跡5次調査出土炭化材の樹種同定

株式会社 古環境研究所

1.試料

試料は、樽味四反地遺跡5次調査で出土した炭化材5点である。試料の詳細を表67に示す。

2.方法

試料を割折して新鮮な基本的3断面 (木材の横断面、放射断面、接線断面)を作製し、落射顕微鏡

によって75～ 750倍で観察した。樹種同定は解剖学的形質および現生標本との対比によって行った。

3.結果

結果を表67に示し、主要な分類群の顕微鏡写真を示す。以下に同定根型となった特徴を記す。

表67 樽味四反地遺跡5次調査から出上した炭化材の樹種同定結果

a.コ ナラ属アカガシ亜属 QuercuS Subgen.Cydobalanopsis      第■4図  1・ 2

横断面 :中型から大型の道管が、1～数列幅で年輪界に関係なく放射方向に酉ジUする放射孔材である。

道管は単独で複合しない。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は同性で、ほとんどが平伏細胞であるが、ときおり

上下の縁辺部に方形細胞が見られる。

接線断面 :放射組織は同性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織

である。

以上の形質よリコナラ属アカガシ亜属に同定される。コナラ属アカガシ亜属にはアカガシ、イチ

イガシ、アラカシ、シラカシなどがあり、本州、四国、九州に分布する。常緑高木で、高さ30m、 径

1.5m以上に達する。材は堅硬で強朝、弾力性強く耐湿性も高い①特に農耕具に用いられる。

b.シ ャシャンボ Vaccin� m br誕俺atum ttШnb.ツ ツジ科      第■4図 3

横断面 :小型で角張った道管が、単独ないし2～3個複合して散在する散孔材である。

放射断面 :道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は比較的少なく10本前後のも

のが多いが、まれに単穿孔も認められる。道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。放射組織は異性

である。

試  科 遺  構 取り上げ番号 樹種 (和 名 /学名 )

1 SB2 Vヽ-3 シャシャンボ VacciniuHl bracteatum Thunb

SB2 W-8 ン ヤ シ ャ ン ボ VacciniuHl bracteatum Thunb.

SB8 W-1 コナ ラ属 アカガシ亜属 QuerCus subgen.Cyclobalanopsis

SB8 W-26 コナ ラ属 アカガシ亜属 QuerCus subgen.Cyclobalanopsis

SK20 No4 コナ ラ属 アカガシ亜属 Quercus subgeno Cyclobalanopsis
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自然化!挙分析'

接線断面 i放射組織は、異性放射組織型で、直立細胞からなる単列|のものと―、6～剤 胞幅で長い

1紡錘形を示す(多/1jのも|のからなる,多71Jのものはほとんどが平伏細胞からなるが|、 上下縁辺部と

側面離とこ直立細胞が見ら
―
れる。適管の内壁にはら―せん肥厚が存在する。

以上の形質よリシャシャンボに同定される.。 シャシャンボは未川 (関東南部1石川県以n― 、西日、

九州に分布する。1常緑の低ホ
ー
で、!通常高き1‐.5m、 径10Gmぐちいであるが、大きいもの1ま高き11は

径70c4に達する。

4-.所見

樽昧四反地1遺鵬 次調査から―出土した炭化
―材はⅢシャシャン|ボと

―コナラ1属ダカガシ重属
―
であった。

こイれら,の薙 の樹本はヽ 1暖湧帯に生育する種類で、ヨナラ属すカガン五属は熙楽樹椰の主要高本である。

〔文献〕

後伯治・原田浩 (19859針鋤 細胞.木初の構造,文永堂出版―,膨
“

軽.

1盗伯治Ⅲ原Htt t1986)広秦醐 細胞.木期め構造,支永堂出版,p.49・ 1001
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自然化学分析

第 114図 樽味四反地遺跡 5次調査出土炭化材の顕微鏡写真

横断面      :0,4m
l.3 コナラ属アカガシ亜属

横断面      :0,211un
2.4 コナラ属アカガシ亜属

放射断面      :0.2mal

横断面      :0.4ml
3。 1 シャシャンボ

接線断面

畿

鰯

圏
田

■

放射断面      :0.2mm

接線断面      :0。 2Hlm

放射断面      iO.2mm 接線断面
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動物遺存体

表68 樽味四反地遺跡5次調査から出土した動物遺存体一覧表

第115図 樽味四反地追跡5次調査出土動物遺存体写真

偽
■

Ｆ

Ａ

番号 出土 地 点 種 別 部 位 備 考 図番号

A SB4 不 明 函 第 115図

B SRl①層 キ 左 。上顎第四小臼歯 第 115図

C SRl③層H10区河床 牛 下顎臼歯 第 115図

D SRl③層G7区 馬 左・下顎第二大臼歯 第 115図

E SRl③層 馬 上顎臼歯 第 115図

F SRl③層 不 明 歯 第 115図

G SRl 不 明 歯 第 115図
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写 真 図 版



写 真 図版 例 言

1.遺構は、主な検出状況、遺物出土状況、完掘状況については、4× 5判や6× 7判の自黒ネガフィ

ルム・カラーリバーサルフィルムで撮影 し、3511ull判で補足している。撮影には、高所作業車や脚立

を使用した。

使用機材 :

カ メ ラ  トヨフィール ド45A    レンズ  スーパーアンギュロン 9011ull他

アサヒペンタックス67        ペンタックス67 55111111他
ニコンニューF M2         ズームニッコール 28～ 85mm他

フィルム  白 黒 プラスXパ ン・ネオパンSS
カラー エクタクロームEPP

2.白黒写真は、等倍で印刷原稿に使用できるように焼き付けている。

使用機材 :

引伸機  ラッキー450M D・ 90M S
レンズ  エル・ニッコール13511ull F 5.6A・ 501皿 F2.8N

印画紙  インフォードマルチグレードⅣRC

【参考】『埋文写真研究』V Ol.1～ 12 〔大西朋子〕

図版 目次

図版 1 1。 遺構検出状況 (西より)      図版 7 1.S K16遺 物出土状況 (西より)
2.完掘状況 (西より)            2,S Bl遺 構検出状況 (南より)

図版 2 1.S Rl遺構検出状況 (西より)   図版 8 1,S Blカ マド (南より)
2.S Rl第③層遺物出土状況 (東より)    2.S Bl完 掘状況 (南より)

図版 3 1.S B3完掘状況 (南より)     図版 9 1.S B2遺構検出状況 (南より)
2。 S B7遺構検出状況 (西より)       2.S B2遺 物出土状況 (南より)

図版 4 1,S B7遺物出土状況 (北西より)  図版10 1,S B2完 掘状況 (南より)
2.S B7完掘状況 (南より)         2.S B4・ 5・ 6・ 10完掘状況 (南西より)

図版 5 1.S B8遺物出土状況 (北より)   図版■ 1.S Kl完掘状況 (東より)
2.S B8完掘状況 (南より)         2.S Kl断 ち割り状況 (東より)

図版 6 1.S B9完掘状況 (南より)

2.S K15遺物出土状況 (北より)
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1.遺構検出状況 (西より)
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2.完掘状況 (西より)
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版
二

1.SRl 遺構検出状況 (西より)

2.SRl 第③層遺物出土状況 (東より)



1,SB3 完掘状況 (南より)

2.SB7 遺構検出状況 (西より)
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1,SB7 遺物出土状況 (北西より)
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2.SB7 完掘状況 (南より)
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1.SB8 遺物出土状況 (北より)
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六

2.SK15 遺物出土状況 (北より)



1.SK16 遺物出土状況 (西より)

2.SBl 遺構検出状況 (南より)
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1.SBl カマ ド (南より)

:犠

2.SBl 完掘状況 (南より)



1.SB2 遺構検出状況 (南より)

2.SB2 遺物出土状況 (南より)
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1. SB2 完IFB】犬況 (南より)
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2.SB4・ 5。 6・ 10 完掘状況 (南西より)



1.SKl 完掘状況 (東より)

2.SKl 断ち割り状況 (東より)
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